
刑
法
二
一
一
条
一
項
に
お
け
る
業
務
上
過
失
及
び
重
大
な
過
失
の
概
念

佐

藤

輝

幸

第
一
章

問
題
の
所
在

刑
法
二
一
一
条
一
項
は
、
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
及
び
重
過
失
致

死
傷
罪
に
つ
い
て
、
五
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
又
は
百
万
円

以
下
の
罰
金
に
処
す
る
と
定
め
、
罰
金
刑
以
下
の
法
定
刑
し
か
な
い

単
純
過
失
致
死
傷
罪
（
二
〇
九
条
一
項
、
二
一
〇
条
）
を
大
幅
に
加

重
し
て
い
る
。

判
例
・
学
説
は
、
一
般
に
、
業
務
上
過
失
に
つ
い
て
、
社
会
生
活

上
の
地
位
に
基
づ
き
、
反
復
継
続
し
て
行
わ
れ
る
行
為
で
あ
っ
て
、

人
の
生
命
身
体
に
対
す
る
危
険
を
有
す
る
行

（
１
）

為
を
言
う
と
す
る
。
判

例
・
学
説
は
、
趣
味
や
娯
楽
に
よ
る
も
の
も
含
み
、
反
復
継
続
の
意

思
の
み
で
足
り
る
と
、
非
常
に
広
く
解
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
単
純

過
失
致
死
傷
が
非
常
に
軽
い
一
方
で
、
重
過
失
致
死
傷
が
戦
後
に
制

定
さ
れ
た
た
め
、
自
動
車
の
運
転
に
よ
る
過
失
を
業
務
に
含
め
る
必

要
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

解
釈
は
、
文
言
か
ら
の
逸
脱
が
大
き
く
、
責
任
主
義
の
観
点
か
ら
も

疑
問
が
あ
る
。
重
過
失
致
死
傷
罪
が
制
定
さ
れ
た
後
に
は
、
業
務
上

過
失
を
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
立
法
論
も
主
張
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
平
成
一
九
年
改
正
に
よ
っ
て
刑
法

二
一
一
条
二
項
に
自
動
車
運
転
過
失
致
死
傷
罪
が
新
設
さ
れ
、
自
動

車
の
運
転
に
よ
る
過
失
に
関
し
て
は
、
全
て
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
対

応
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
改
正
の
当
否
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
解

釈
論
上
は
、
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
、
自
動
車
運
転
過
失
を
業
務
上
過

失
か
ら
除
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、

業
務
上
過
失
概
念
を
適
切
に
限
定
す
べ
く
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
業
務
上
過
失
に
つ
い
て
は
、
加
重
根
拠
に
つ

い
て
、
現
在
有
力
な
見
解
で
あ
る
重
大
過
失
説
と
義
務
加
重
説
の
い

ず
れ
に
も
難
点
が
あ
る
の
で
、
ま
ず
、
そ
の
加
重
根
拠
を
明
ら
か
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

リ
サ
ー
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他
方
、
二
一
一
条
一
項
が
定
め
る
も
う
一
つ
の
過
失
の
加
重
類
型

で
あ
る
重
大
な
過
失
（
以
下
、「
重
過
失
」
と
す
る
）
は
、
過
失
そ

れ
自
体
の
程
度
に
着
目
す
る
点
で
、
よ
り
基
本
的
な
加
重
類
型
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
従
来
、
業
務
上
過
失
に
よ
っ
て
ほ
と

ん
ど
の
事
案
が
処
理
さ
れ
た
た
め
、
重
過
失
の
概
念
は
、
ほ
と
ん
ど

明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
よ
り
基
本
的
な
加
重
類

型
で
あ
る
と
い
う
体
系
的
な
理
由
と
適
切
に
業
務
上
過
失
が
限
定
さ

れ
れ
ば
重
過
失
の
適
用
が
増
す
は
ず
で
あ
る
と
い
う
実
際
的
な
理
由

に
よ
り
、
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
概
念
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
ま
ず
、
ド

イ
ツ
及
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
に
お
け
る
類
似
な
い
し
関
連
す
る
概

念
を
比
較
法
的
見
地
か
ら
参
照
す
る
（
第
二
章
）。
次
に
、
重
過
失

概
念
の
内
容
を
検
討
す
る
（
第
三
章
）。
さ
ら
に
、
業
務
上
概
念
の

加
重
根
拠
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
業
務
上
過
失

概
念
の
内
容
を
検
討
す
る
（
第
四
章
）。
最
後
に
、
業
務
上
過
失
と

重
過
失
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
い
（
第
五

（
２
）

章
）。

第
二
章

比
較
法
的
検
討

ま
ず
、
比
較
法
的
見
地
か
ら
、
我
が
国
に
お
け
る
業
務
上
過
失
及

び
重
過
失
の
概
念
と
類
似
な
い
し
関
連
す
る
概
念
と
し
て
、
ド
イ
ツ

に
お
け
る
「L

eichtfertigkeit

」、
一
九
四
〇
年
改
正
前
ド
イ
ツ
刑

法
に
存
在
し
た
「
業
務
上
（verm

öge
seines

A
m
ts,B

erufes

oder
G
ew
erbes

）
義
務
づ
け
ら
れ
た
注
意
の
下
で
の
過
失
」、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
「schw

eres
V
erschulden

」
及
び

「besonders
gefährliche

V
erhältnisse

の
下
に
お
け
る
過
失
」

の
各
概
念
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

第
一
節

ド
イ
ツ
に
お
け
るLeichtfertig

keit

の
概
念

一

総
説

（
一
）

ま
ず
、
我
が
国
の
重
過
失
と
類
似
す
る

（
３
）

L
eichtfertigkeit

に

つ
い
て
検
討
す
る
。L

eichtfertigkeit

は
、
通
常
の
犯
罪
の
要

件
の
ほ
か
、
結
果
的
加
重
犯
の
加
重
結
果
の
惹
起
に
関
す
る
要

件
と
し
て
、
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
（
例
え
ば§

２５１
StG
B

な
ど
）。

（
二
）

一
九
六
二
年
刑
法
草
案
（E１９６２

）
で
は
、§

１８
A
bs.１

が

認
識
な
き
過
失
、A

bs.２

が
認
識
あ
る
過
失
に
つ
い
て
定
め
る
。

そ
し
て
、A

bs.３

は
、
重
過
失
（grob

fahrlässig

）
に
行
動

す
る
者
がleigtfertig

に
行
為
す
る
と
定
め
る
。

同
草
案
理
由
書
で
は
、A

bs.３

は
、L

eichtfertigkeit

に
お

い
て
本
質
的
に
高
め
ら
れ
た
過
失
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
お
り
、
そ
の
過
失
は
、A

bs.１

とA
bs.２

が
い
う
意
味
で
の

過
失
で
あ
る
か
ら
、
民
法
上
の
重
過
失
と
混
同
さ
れ
る
お
そ
れ

は
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
過
失
が
重
大
で
あ
る

か
ど
う
か
が
問
題
に
な
り
得
る
場
合
と
し
て
、
�
重
大
な
不
注

意
（grobe

A
chtlosigkeit

）
に
よ
っ
て
行
為
者
が
構
成
要
件

の
実
現
を
認
識
し
な
か
っ
た
と
き
、
�
軽
薄
な
無
思
慮

（frivole
R
ücksichtslosigkeit

）
に
よ
り
明
ら
か
に
認
識
さ

れ
た
構
成
要
件
の
実
現
の
可
能
性
を
無
視
し
た
と
き
、
�
行
為

《リサーチペーパー》
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者
が
特
に
真
剣
に
受
取
る
べ
き
義
務
（besonders

ernst
zu

nehm
ende

P
flicht

）
に
違
反
し
た
と
き
、
の
三
つ
を
挙
げ
て

い
（
４
）

る
。

（
三
）

こ
れ
に
対
し
、
刑
法
改
正
対
案
は
、§

１８
A
bs.３

§
１９６２

を
不
必
要
な
言
い
換
え
で
あ
る
と
し
て
、L

eichtfertigkeit

の

定
義
規
定
を
置
か
な
か
っ

（
５
）

た
。
現
行
法
もL

eichtfertigkeit

を

定
義
し
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
学
説
に
お
い
て
は
、
六
二
年

草
案
の
三
類
型
を
念
頭
に
議
論
を
行
う
も
の
も
多
く
み
ら
れ
る
。

（
四
）

判
例
に
お
い
て
は
、L

eichtfertigkeit

は
重
大
な
過
失
を
言

う
と
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所

一
九
三
六
年
一
二
月
八
日
判

（
６
）

決
で
は
、§
１６４

A
bs.５

,
A
bs.

１
,
A
bs.２

a.F
.StG

B

（
一
九
三
三
年
刑
法
）
のleichtfertig

な
虚
偽
告
発
に
つ
い
て
、L

eichtfertigkeit

は
、
通
常
の
過
失

（gew
öhnliche

F
ahrlässigkeit

）
で
は
な
く
、
重
過
失

（grobe
F
ahrlässigkeit

）
と
同
一
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

と
し
た
。

ま
た
、
連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
八
四
年
一
二
月
九
日
判

（
７
）

決
は
、

§
３０
A
bs.１

N
r.３
B
tM
G

（
麻
薬
法
）
の
覚
醒
剤
の
譲
渡
に

よ
る
致
死
に
つ
い
て
、L

eichtfertigkeit

と
は
、
高
度
の
過
失

を
示
し
て
お
り
、
従
っ
て
、
重
大
な
程
度
の
過
失
で
あ
る
と
し

た
。
こ
れ
は
、
原
審
の
述
べ
た
「
重
大
な
不
注
意
（grobe

A
chtlosigkeit

）」
の
概
念
に
対
応
し
、
致
死
の
可
能
性
が
し

き
り
に
思
い
浮
か
ん
だ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
特
別
な
軽
信

（besondere
L
eichtsi

（
８
）

nn

）
又
は
特
別
な
無
関
心
（beson-

dere
G
leichgültigkeit

）
に
よ
っ
て
顧
慮
し
な
か
っ
た
者
が

leichtfertig

に
行
動
し
た
と
い
え
る
と
し
た
。

さ
ら
に
、
連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
九
四
年
二
月
二
三
日
判

（
９
）

決

は
、
ツ
ェ
レ
上
級
地
方
裁
判
所
が
、
本
件
に
お
い
て
は
、
認
識

あ
る
過
失
とL

eichtfertigkeit

は
同
一
で
あ
る
と
判
示
し
た
の

に
対
し
、L

eichtfertigkeit

は
、
重
過
失
を
意
味
す
る
の
で
あ

り
、
認
識
あ
る
過
失
は
、
重
過
失
と
同
一
視
さ
れ
な
い
し
、
認

識
な
き
過
失
よ
り
も
常
に
よ
り
重
大
（schw

erer

）
で
あ
る

と
も
限
ら
な
い
か
ら
、L

eichtfertigkeit

と
認
識
あ
る
過
失
の

同
一
視
を
疑
わ
し
い
と
し
た
。
も
っ
と
も
、「
本
件
に
お
い

て
」
と
い
う
具
体
的
事
案
の
評
価
と
し
て
の
重
大
性
を
示
し
た

も
の
に
す
ぎ
な
い
と
解
釈
し
て
結
論
は
肯
定
し
て
い
る
。

二

学
説

学
説
に
お
い
て
も
、
判
例
と
同
様
、L

eichtfertigkeit

は
、
過
失

の
程
度
の
重
い
も
の
と
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
は
争
い
が
あ
る
。
現
在
、
最
も
一
般
的
な
見
解
と
思
わ
れ
る

の
は
、
民
法
上
の
重
過
失
（grobe

F
ahrlässigkeit

）
に
ほ
ぼ
対

応
す
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
違
法
（
な
い
し
客
観
的

要
素
）
に
つ
い
て
は
、
民
法
上
の
重
過
失
と
同
様
の
判
断
を
し
、
責

任
（
な
い
し
主
観
的
要
素
）
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
行
為
者
を
基

準
に
判
断
す
る
と
す
る
も
の
が
多

（
１０
）

い
。
し
か
し
、
こ
の
見
解
に
は
、

民
法
上
の
重
過
失
自
体
、
明
確
で
な
い
と
い
う
問
題
が
あ

（
１１
）

る
。
そ
こ

で
、
判
例
・
通
説
と
は
異
な
っ
た
点
に
着
目
す
る
見
解
及
び
判
例
・

通
説
の
言
う
過
失
の
程
度
の
重
い
場
合
と
は
い
か
な
る
場
合
か
を
よ

刑法２１１条１項における業務上過失及び重大な過失の概念
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り
具
体
化
し
よ
う
と
す
る
見
解
を
参
照
し
た
い
。

Ａ

動
機
、
目
的
等
に
着
目
す
る
見
解

（
一
）

マ
ウ
ラ
ッ
ハ
は
、
身
代
金
目
的
誘
拐
（§

２３９
a
StG
B

）、

人
質
（§

２３９
b
StG
B

）
並
び
に
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
及
び
航
空

機
損
壊
（§

３１６
c
StG
B

）
の
結
果
的
加
重
犯
に
つ
い
て
の
検

討
の
中
で
、
注
意
義
務
に
関
し
て
、
誘
拐
犯
等
に
は
、
被
拐
取

者
等
の
安
全
性
に
対
す
る
注
意
義
務
は
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら

出
発
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
構
成
要
件
に
お
け
るL
eich-

tfertigkeit

と§
３１５

c
StG
B

（
交
通
危
険
）
の
「
無
思
慮

（R
ücksichtslosigkeit

）」
と
の
類
似
性
を
指
摘
す

（
１２
）

る
。
す
な

わ
ち
、
行
為
者
が
利
己
的
な
動
機
、
無
法
な
方
法
で
人
に
緊
急

の
生
命
の
危
険
及
び
被
害
を
生
じ
さ
せ
る
よ
う
な
と
き
に
、
無

思
慮
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
人
の
生
命
に
対
す
る
極

端
な
不
注
意
が
こ
れ
ら
の
三
つ
の
構
成
要
件
に
も
要
求
さ
れ
る

と
す
る
。

（
二
）

マ
イ
ヴ
ァ
ル
ト
も
、
結
果
的
加
重
犯
に
お
け
るL

eichtfer-

tigkeit

の
概
念
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
ま
ず
、
六
二
年
草
案
理

由
書
で
指
摘
さ
れ
た
上
述
の
三
つ
の
例
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
は

異
な
っ
た
次
元
に
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
�
重
大
な
不
注

意
は
、
ほ
ぼ
精
神
の
緊
張
の
不
足
の
意
味
で
の
義
務
違
反
の
次

元
に
対
応
す
る
。
�
行
為
者
が
特
に
真
剣
に
受
け
取
る
べ
き
義

務
は
、
被
侵
害
法
益
の
価
値
に
関
係
し
、
さ
ら
に
、
法
益
に
対

す
る
高
め
ら
れ
た
責
任
も
意
味
す
る
。
�
軽
薄
な
無
思
慮
は
、

こ
れ
ら
と
全
く
異
な
り
、
目
的
手
段
関
係
の
評
価
に
関
係
す
る
。

行
為
者
が
得
よ
う
と
す
る
目
的
を
当
該
具
体
的
手
段
に
よ
っ
て

達
成
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
重
大
な
無
思
慮
と
し
て
評
価
さ
れ

る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。
従
っ
て
、
達
成
し
よ
う
と
す
る

目
的
の
価
値
と
危
険
に
さ
ら
さ
ら
れ
る
法
益
の
価
値
及
び
危
殆

化
の
程
度
の
間
の
不
均
衡
に
よ
っ
て
、L

eichtfertigkeit

が
肯

定
さ
れ

（
１３
）

る
。

前
二
者
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
重
大
な
不
注
意
や
高

め
ら
れ
た
義
務
に
対
す
る
違
反
が
客
観
的
基
準
に
基
づ
い
て
確

認
さ
れ
る
。
主
観
的
要
件
に
つ
い
て
は
、
行
為
者
の
個
人
的
な

能
力
の
基
礎
の
下
で
も
注
意
規
範
の
重
大
な
無
視
と
し
て
の
高

め
ら
れ
た
非
難
が
可
能
か
ど
う
か
、
ま
た
、
客
観
的
に
存
在
す

る
高
め
ら
れ
た
義
務
に
対
す
る
違
反
が
行
為
者
の
個
人
的
な
能

力
に
従
っ
て
も
、
認
識
し
得
た
（
認
識
な
き
過
失
の
場
合
）
か

ま
た
は
現
に
認
識
し
た
（
認
識
あ
る
過
失
の
場
合
）
か
が
検
討

さ
れ

（
１４
）

る
。

軽
薄
な
無
思
慮
の
例
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
注
意
深
い
同
胞

の
客
観
的
基
準
（objektiver

M
a�
stab

eines
sorgfälti-

gen
M
itbürgers

）
に
お
い
て
、
法
益
侵
害
の
危
険
と
被
侵
害

法
益
の
価
値
に
従
っ
て
、
自
己
の
達
成
し
よ
う
と
す
る
目
的
に

つ
い
て
の
他
人
の
法
益
の
危
殆
化
が
軽
薄
な
無
思
慮
と
評
価
さ

れ
る
べ
き
か
が
確
認
さ
れ
る
。
次
に
、
こ
の
非
難
が
行
為
者
の

個
人
的
能
力
と
知
識
の
基
礎
の
下
で
高
め
ら
れ
る
べ
き
か
が
調

べ
ら
れ

（
１５
）

る
。

（
三
）

こ
れ
ら
の
見
解
に
対
し
て
は
、
基
本
犯
の
成
立
に
よ
っ
て
利

《リサーチペーパー》
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己
的
な
動
機
や
違
法
な
目
的
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

結
果
的
加
重
犯
の
要
件
と
し
て
機
能
し
な
い
と
い
う
批
判
が
あ

り
、
妥
当
な
批
判
で
あ
る
と
思
わ
れ

（
１６
）

る
。

し
か
し
、
マ
イ
ヴ
ァ
ル
ト
が
重
大
な
不
注
意
と
特
に
真
剣
に

受
け
止
め
ら
れ
る
べ
き
義
務
に
つ
い
て
、
精
神
の
緊
張
の
不
足

の
面
と
被
侵
害
法
益
の
高
さ
の
二
つ
の
次
元
か
ら
、
義
務
違
反

の
程
度
が
高
ま
る
と
し
た
点
に
は
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

Ｂ

行
為
の
危
険
性
に
着
目
す
る
見
解

（
一
）

ロ
ク
シ
ン
は
、L

eichtfertigkeit

を
不
法
と
責
任
の
包
括
的

要
件
で
あ
る
と
し
、
そ
の
重
点
は
、
不
法
に
あ
る
と
す
る
。
そ

し
て
、
第
一
次
的
に
は
、
特
に
危
険
な
行
為
がL

eichtfertig-

keit

を
基
礎
付
け
、
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
、
行
為
者
の
能
力
及

び
認
識
を
検
討
す
べ
き
と
す
る
。
ま
た
、
危
険
な
行
為
の
社
会

的
評
価
と
法
益
の
価
値
の
衡
量
に
よ
っ
て
、
同
じ
危
険
で
も
結

論
が
異
な
り
う
る
と
す

（
１７
）

る
。

（
二
）

こ
の
見
解
に
対
し
て
は
、
危
険
な
行
為
か
ら
、
直
接
に
注
意

義
務
違
反
が
短
絡
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
の
指
摘
が
あ

（
１８
）

る
。

ま
た
、
行
為
の
危
険
性
の
み
で
は
、
や
は
り
、
結
果
的
加
重
犯

が
限
定
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
、
よ
り
詳
細
な
主
観
面
の
分

析
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

Ｃ

過
失
の
要
素
に
着
目
す
る
説

（
一
）

判
例
・
通
説
は
、
前
述
の
通
り
、L

eichtfertigkeit

を
重
大

な
程
度
の
過
失
と
解
す
る
が
、
そ
の
内
容
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

そ
こ
で
、
さ
ら
に
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
過
失
が
高
め
ら
れ
る

の
か
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
も
あ
る
。

テ
ン
ク
ホ
フ
は
、
行
為
者
が
社
会
生
活
上
必
要
な
注
意
を
著

し
く
無
視
し
た
と
き
に
は
、
そ
の
精
神
的
能
力
（G

eistesk-

raft

）
の
活
用
を
非
常
に
怠
っ
た
か
、
客
観
的
に
高
め
ら
れ
た

義
務
に
違
反
し
た
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、L

eichtfertigkeit

が

肯
定
さ
れ
る
と
す

（
１９
）

る
。

ま
た
、
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
ク－

リ
ー
ベ
ン
は
、
特
に
真
剣
に

受
け
止
め
ら
れ
る
べ
き
義
務
か
ら
注
意
義
務
違
反
が
、
高
度
の

結
果
発
生
の
蓋
然
性
か
ら
予
見
可
能
性
が
、
そ
れ
ぞ
れ
通
常
の

過
失
に
対
し
て
高
め
ら
れ
る
内
容
と
し
て
関
連
づ
け
ら
れ
る
と

し
（
２０
）

た
。

（
二
）

こ
れ
ら
の
見
解
は
、
我
が
国
の
重
過
失
に
つ
い
て
、
注
意
義

務
違
反
の
高
い
過
失
と
捉
え
る
見
解
と
類
似
し
て
お
り
、
そ
の

内
容
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
要
素
を
考
え
て
い
る
こ
と
は
、

参
考
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
両
者
の
関
係
や
そ
の
具
体
的
内
容

は
、
不
明
確
で
あ
る
。

（
三
）

ヴ
ェ
ク
シ
ャ
イ
ダ
ー
は
、
過
失
の
構
成
要
素
は
、
客
観
的
注

意
義
務
違
反
、
客
観
的
予
見
可
能
性
、
主
観
的
注
意
義
務
違
反

及
び
主
観
的
予
見
可
能
性
が
基
礎
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す

（
２１
）

る
。

L
eichtfertigkeit

を
「
通
常
の
過
失
（norm

ale
F
ahrläss-

igkeit

）」
と
比
べ
て
高
め
ら
れ
た
程
度
の
過
失
と
理
解
す
る

と
、
そ
の
比
較
の
基
準
が
問
題
と
な
る
が
、
ヴ
ェ
ク
シ
ャ
イ

ダ
ー
は
、
過
失
の
平
均
的
事
案
に
つ
い
て
、「
平
均
」
が
経
験

的
な
概
念
と
す
れ
ば
、
事
実
関
係
の
多
様
性
か
ら
、
規
範
的
な

刑法２１１条１項における業務上過失及び重大な過失の概念
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概
念
と
す
れ
ば
、
様
々
な
レ
ベ
ル
に
お
け
る
様
々
な
要
因
が
規

範
的
考
察
に
お
い
て
共
同
作
用
す
る
こ
と
か
ら
、
平
均
概
念
を

明
確
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す

（
２２
）

る
。
そ
し
て
、「
通
常
の

（norm
al

）」
な
い
し
「
平
均
的
（m

itteler

）」
過
失
に
対
す

る
高
ま
り
と
し
てL

eichtfertigkeit

を
理
解
す
る
場
合
に
も
、

同
一
の
問
題
が
生
じ
る
と
す
る
。

そ
こ
で
、
ヴ
ェ
ク
シ
ャ
イ
ダ
ー
は
、L

eichtfertigkeit

を
高

め
ら
れ
た
不
法
と
高
め
ら
れ
た
責
任
を
意
味
す
る
と
す
る
。
過

失
の
全
要
件
が
重
要
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
言
う
「
高
め
る

（Steigerung

）」
と
は
、
注
意
義
務
違
反
に
も
、
予
見
可
能

性
に
も
関
係
す

（
２３
）

る
。

客
観
的
注
意
義
務
違
反
に
関
し
て
は
、
�
特
に
重
要
な
注
意

規
範
に
対
す
る
違
反
か
、
�
個
々
の
規
範
は
あ
ま
り
重
要
で
な

い
が
多
数
の
規
範
に
対
す
る
違
反
、
の
い
ず
れ
か
の
場
合
に
、

L
eichtfertigkeit

が
認
め
ら
れ
う
る
と
す

（
２４
）

る
。
ま
た
、
主
観
的

注
意
義
務
違
反
に
関
し
て
は
、L

eichtfertigkeit
で
は
、
行
為

者
が
困
難
な
く
注
意
義
務
の
規
律
を
認
識
で
き
、
守
る
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
積
極
的
根
拠
を
要
求
す
べ
き
と
す

（
２５
）

る
。

L
eichtfertigkeit

に
お
け
る
客
観
的
予
見
可
能
性
は
、「
行

為
者
の
立
場
で
、
社
会
生
活
領
域
の
一
員
で
あ
る
、
判
断
力
に

優
れ
、
思
慮
深
い
第
三
者
が
結
果
発
生
の
蓋
然
性
が
高
い
と
考

え
る
よ
う
な
場
合
」
に
肯
定
さ
れ
る
と
し
、
結
果
発
生
可
能
性

が
ま
さ
に
差
し
迫
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す

（
２６
）

る
。

L
eichtfertigkeit

に
お
け
る
主
観
的
予
見
可
能
性
に
関
し
て

も
、
行
為
者
に
危
険
が
特
に
高
い
と
容
易
に
判
断
で
き
た
と
い

う
積
極
的
根
拠
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
認
識
あ
る
過
失
で
は
、

結
果
の
認
識
は
、
主
観
的
予
見
可
能
性
の
高
め
ら
れ
た
形
態
の

手
が
か
り
と
な
る
。
認
識
な
き
過
失
で
は
、
主
観
的
に
は
全
く

認
識
し
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
行
為
者
が
そ
の
状
況
で
高

い
被
害
の
蓋
然
性
を
容
易
に
認
識
で
き
た
で
あ
ろ
う
と
き
に
は
、

L
eichtfertigkeit

の
責
任
の
根
拠
と
し
て
十
分
で
あ

（
２７
）

る
。

以
上
か
ら
、
ヴ
ェ
ク
シ
ャ
イ
ダ
ー
は
、L

eichtfertigkeit

の

一
般
的
概
念
に
つ
い
て
、
以
下
の
定
義
を
す
る
。

「
特
に
重
大
な
注
意
義
務
又
は
少
し
し
か
重
要
で
な
い
注
意

義
務
の
多
数
に
違
反
し
（
客
観
的
注
意
義
務
違
反
）、
義
務
を

認
識
し
、
そ
れ
に
従
う
こ
と
が
容
易
な
立
場
に
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
（
主
観
的
注
意
義
務
違
反
）、
行
為
者
の
立
場
に
置

か
れ
、
行
為
者
の
社
会
生
活
領
域
の
一
員
で
あ
る
、
判
断
力
に

優
れ
、
思
慮
深
い
第
三
者
に
と
っ
て
、
構
成
要
件
的
結
果
の
発

生
が
高
度
に
蓋
然
的
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
場
合
に

お
い
て
（
客
観
的
予
見
可
能
性
）、
行
為
者
が
容
易
に
高
い
危

険
を
認
識
し
得
た
か
・
現
に
認
識
し
て
い
た
と
き
（
主
観
的
予

見
可
能
性
）、
そ
の
よ
う
な
者
は
、leichtifertig

に
行
動
し

（
２８
）

た
」。

も
っ
と
も
、
ヴ
ェ
ク
シ
ャ
イ
ダ
ー
は
、
こ
の
定
義
に
つ
い
て
、

類
型
的
な
修
正
を
認
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
認
識
あ
る
過
失
の

も
と
で
は
、
部
外
者
に
は
、
ほ
と
ん
ど
認
識
可
能
性
が
な
か
っ

た
と
し
て
も
、L

eichtfertigkeit

を
認
め
る
し
、
注
意
義
務
の

履
行
が
容
易
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
注
意
義
務
の
重
要
性
又
は
数

《リサーチペーパー》
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の
要
求
が
低
下
す
る
と
す

（
２９
）

る
。
挙
動
犯
で
は
、
構
成
要
件
的
結

果
の
予
見
可
能
性
は
不
要
で
あ
り
、
注
意
義
務
違
反
の
中
で
、

「
判
断
力
に
優
れ
、
思
慮
深
い
第
三
者
が
蓋
然
性
を
も
っ
て
事

情
を
適
切
に
認
識
し
う
る
か
ど
う
か
」
が
問
題
に
な
る
。
結
果

的
加
重
犯
で
は
、
注
意
義
務
違
反
は
、
基
本
犯
に
よ
っ
て
既
に

存
在
し
て
い
る
か
ら
、
加
重
結
果
の
蓋
然
性
が
高
い
と
認
識
可

能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
予
見
可
能
性
の
問
題
の
み
を

検
討
す
れ
ば
よ
い
と
す

（
３０
）

る
。

（
四
）

ヴ
ェ
ク
シ
ャ
イ
ダ
ー
が
平
均
的
な
過
失
と
比
較
す
る
立
場
に

対
し
、「
平
均
」
の
概
念
の
不
明
確
さ
を
指
摘
し
て
い
る
点
は

正
当
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
代
わ
る
基
準
と
し
て
、
過
失

の
四
要
素
が
高
い
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

疑
問
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
過
失
論
及
び
過
失
の
標
準
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
立
ち
入
ら
な
い

（
３１
）

が
、L

eichtfertigkeit

に
よ
る

加
重
に
関
連
す
る
限
り
で
も
、
以
下
の
よ
う
に
、
そ
の
問
題

（
３２
）

性

が
明
ら
か
に
な
る
。

ま
ず
、
注
意
義
務
違
反
に
関
し
て
、
重
要
な
注
意
規
範
と
下

位
の
注
意
規
範
を
区
別
す
る
根
拠
が
不
明
で
あ
る
。
具
体
的
状

況
の
下
で
、
個
別
に
考
慮
す
る
ほ
か
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
そ
れ
以
外
の
、
一
般
的
な
注
意
義
務
の
基
準
が
な
い

領
域
に
お
い
て
は
、「
行
為
者
の
立
場
に
置
か
れ
、
行
為
者
の

社
会
生
活
領
域
で
の
、
判
断
力
に
優
れ
、
思
慮
深
い
第
三
者
に

と
っ
て
、
注
意
義
務
が
特
に
明
白
で
あ
る
場
合
、
特
に
重
要
な

注
意
違
反
」
を
認
め
う
る
と
す

（
３３
）

る
が
、
一
般
的
に
認
め
ら
れ
た

基
準
が
な
い
の
に
、
ど
の
よ
う
な
場
合
が
「
特
に
明
白
」
な
の

か
も
不
明
で
あ
る
。

次
に
、
主
観
的
予
見
可
能
性
が
肯
定
さ
れ
る
状
況
で
、
行
為

者
と
同
じ
状
況
、
社
会
生
活
領
域
を
基
準
に
し
た
客
観
的
予
見

可
能
性
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ

り
得
る
と
し
て
、
そ
の
場
合
に
、
主
観
的
に
予
見
可
能
で
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
検
討
以
前
に
、
違
法
性
が
阻
却
さ

れ
て
い
る
と
い
う
結
論
が
妥
当
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
特
に
、

L
eichtfertigkeit

で
は
、
主
観
的
に
は
「
容
易
に
認
識
で
き
た

で
あ
ろ
う
」
と
き
に
、
あ
え
て
そ
れ
に
加
え
て
客
観
的
に
高
度

に
認
識
で
き
る
こ
と
を
要
求
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
は
、
到
底

思
わ
れ
な
い
。
ヴ
ェ
ク
シ
ャ
イ
ダ
ー
が
認
識
あ
る
過
失
で
は
、

客
観
的
予
見
可
能
性
を
不
要
と
す
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
主
観

的
予
見
可
能
性
の
み
を
問
題
と
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

（
五
）

ビ
ル
ン
バ
ウ
ム
も
、
侵
害
犯
に
お
け
るL

eichtfertigkeit

に

つ
い
て
、
構
成
要
件
要
素
と
し
て
の
客
観
的
注
意
義
務
違
反
と

客
観
的
予
見
可
能
性
、
及
び
そ
れ
に
対
応
す
る
責
任
要
素
と
し

て
の
主
観
的
注
意
義
務
違
反
と
主
観
的
予
見
可
能
性
が
加
重
の

対
象
と
な
る
と
す

（
３４
）

る
。
も
っ
と
も
、
客
観
的
注
意
義
務
違
反
と

客
観
的
予
見
可
能
性
は
、
相
互
に
補
充
し
あ
う
関
係
で
あ
る
と

し
て
、
特
に
重
要
な
法
益
侵
害
又
は
危
殆
化
の
認
識
が
可
能
で

あ
る
場
合
か
、
又
は
あ
ま
り
重
要
で
は
な
い
法
益
の
侵
害
又
は

危
殆
化
が
明
白
に
認
識
で
き
る
場
合
がL

eichtfertigkeit

に
当

た
り
う
る
と
す

（
３５
）

る
。
そ
し
て
、
責
任
に
お
い
て
は
、
個
人
的
能
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力
及
び
知
識
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
高
め
ら
れ
た
注
意
義
務

及
び
予
見
可
能
性
の
存
在
を
認
識
し
得
た
こ
と
を
要
求
し
、
例

外
的
に
、
一
時
的
な
障
害
等
に
よ
っ
て
、
こ
れ
が
不
可
能
で

あ
っ
た
場
合
に
は
、
責
任
を
阻
却
す

（
３６
）

る
。

（
六
）

ビ
ル
ン
バ
ウ
ム
の
見
解
に
お
い
て
も
、
ヴ
ェ
ク
シ
ャ
イ
ダ
ー

と
同
様
に
、
端
的
に
主
観
的
注
意
義
務
違
反
と
主
観
的
予
見
可

能
性
の
み
を
問
題
と
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
さ
ら

に
、
ビ
ル
ン
バ
ウ
ム
が
被
侵
害
法
益
の
重
要
性
を
問
題
と
す
る

点
は
、
生
命
に
対
し
て
は
、
予
見
可
能
性
が
低
く
て
も

L
eichtfertigkeit

に
当
た
り
う
る
と
す
る
と
、
処
罰
を
限
定
す

る
機
能
を
果
た
さ
な
い
と
い
う
疑
問
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
注

意
義
務
違
反
と
予
見
可
能
性
が
相
互
に
関
連
し
あ
っ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
点
は
、
我
が
国
の
重
過
失
の
解
釈
に
お
い

て
も
参
照
に
値
す
る
と
思
わ
れ
る
。

Ｄ

検
討

ド
イ
ツ
に
お
け
るL

eichtfertigkeit

の
解
釈
に
つ
い
て
、
判
例
・

通
説
は
、
過
失
の
重
大
な
場
合
を
い
う
と
解
し
て
い
る
が
、
そ
の
具

体
的
内
容
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る

学
説
の
試
み
も
、
あ
ま
り
成
功
し
て
い
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。

も
っ
と
も
、
そ
の
よ
う
な
試
み
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
、
加
重
の
対

象
と
し
て
、
複
数
の
要
素
が
考
え
ら
れ
て
お
り
、
単
一
の
要
素
な
い

し
類
型
の
み
が
考
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
、
我
が
国

に
も
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
従
来
の
我
が
国
の
重
過
失
に
つ
い

て
の
解
釈
の
多
く
は
、
過
失
の
一
要
素
に
着
目
し
、
そ
の
増
加
に

よ
っ
て
、
重
過
失
を
統
一
的
に
説
明
し
よ
う
と
し
て
き
た
と
思
わ
れ

る
が
、
過
失
の
構
成
要
素
は
、
過
失
の
成
否
を
念
頭
に
置
い
た
も
の

で
あ
っ
て
、
過
失
の
程
度
を
問
題
と
す
る
場
合
に
は
、
各
要
素
が
絡

み
合
っ
て
増
減
し
う
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
複
数
の
要
素
を
考
慮
す

る
見
解
に
は
合
理
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
二
節

戦
前
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
業
務
上
過
失
の
概
念

§
２２２

A
bs.２

R
StG
B

（
一
八
七
一
年
ド
イ
ツ
帝
国
刑
法
）
は
、

行
為
者
が
公
務
、
職
務
又
は
営
業
（
以
下
、「
公
務
等
」
と
す
る
）

に
よ
っ
て
、
特
に
義
務
付
け
ら
れ
た
注
意
を
怠
っ
た
場
合
の
過
失
致

死
を
五
年
以
下
の
軽
懲
役
と
し
て
、A

bs.１

の
単
純
過
失
致
死
の
三

年
以
下
の
軽
懲
役
を
加
重
し
て
い
た
。
ま
た
、
過
失
致
傷
に
つ
い
て

も
、§

２３０
A
bs.２

R
StG
B

が
三
年
以
下
の
軽
懲
役
と
し
て
、A

bs.

１

の
単
純
過
失
致
傷
の
二
年
以
下
の
軽
懲
役
を
加
重
し
て
い
た
。
さ

ら
に
、
軽
い
故
意
及
び
過
失
に
よ
る
傷
害
に
つ
い
て
は
、§

２３２

A
bs.１

が
公
務
等
の
義
務
違
反
に
よ
り
傷
害
が
生
じ
た
場
合
を
除
い

て
、
親
告
罪
と
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
規
定
は
、
一
九
四
〇
年
に
削
除
さ
れ
た
。
そ
の
際
、§

２２２
R
StG
B

は
、
五
年
以
下
の
軽
懲
役
に
、§

２３０
R
StG
B

は
、
三

年
以
下
の
軽
懲
役
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
た
（
現§

２２９

StG
B

に
対
応
）。
ま
た
、§

２３２
R
StG
B

は
、
特
別
の
公
的
利
益
の

あ
る
場
合
に
職
権
で
起
訴
で
き
る
と
し
た
（
現§

２３０
A
bs.１

StG
B

に
対
応
）。

以
下
で
は
、
こ
の
公
務
等
の
概
念
及
び
こ
れ
ら
の
規
定
の
削
除
理

《リサーチペーパー》

１３０



由
に
つ
き
、
若
干
の
検
討
を
す
る
こ
と
と
し
た

（
３７
）

い
。

一

判
例
の
概
観

（
一
）

ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
八
二
年
二
月
九
日
判
決
は
、§

２３２

R
StG
B

の
「
職
務
（B

eruf

）」
に
つ
い
て
、
特
別
な
義
務
を
伴

う
自
ら
選
択
し
た
生
活
上
の
地
位
を
い
う
と
し
、
両
親
の
教
育

は
こ
れ
に
当
た
ら
な
い
と
し

（
３８
）

た
。

ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
八
〇
年
二
月
一
一
日
判

（
３９
）

決
は
、§
２３２

R
StG
B

の
職
務
上
の
義
務
に
つ
い
て
、
当
該
行
動
方
法
が
全
て

の
者
に
要
求
さ
れ
る
べ
き
と
き
で
あ
っ
て
も
、
職
務
固
有
の
行

為
に
関
し
て
お
り
、
職
務
の
実
行
に
よ
っ
て
、
若
し
く
は
、
職

務
の
実
行
の
た
め
に
獲
得
さ
れ
た
特
別
な
専
門
知
識
に
よ
り
、

よ
り
慎
重
で
よ
り
注
意
深
い
行
動
方
法
が
要
求
さ
れ
る
場
合
に

は
、
職
務
上
の
義
務
に
当
た
る
と
し
た
。

ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
九
〇
四
年
一
一
月
二
一
日
判

（
４０
）

決
は
、「
職

務
」
は
「
営
業
（G

ew
erbe

）」
と
は
異
な
る
か
ら
、
唯
一
の

又
は
主
要
な
生
業
（L
ebenstätigkeit

）
を
構
成
す
る
必
要
は

な
い
が
、
行
為
者
が
特
別
の
専
門
知
識
又
は
注
意
が
必
要
な
活

動
の
実
行
を
か
な
り
の
程
度
継
続
的
な
も
の
と
し
て
、
生
活
の

目
的
（L
ebenszw

eck

）
の
１
つ
と
す
る
こ
と
を
決
意
し
た

こ
と
に
あ
る
と
し
た
。

（
二
）

こ
れ
ら
の
判
例
か
ら
す
る
と
、
�
特
別
の
専
門
知
識
又
は
注

意
を
要
す
る
活
動
を
�
自
ら
選
択
し

（
４１
）

て
、
�
か
な
り
の
程
度
反

復
継
続
す
る
意
思
を
持
っ
て
し
た
こ
と
が
公
務
等
の
要
件
と
な

る
と
解
さ
れ
る
。
�
は
、
我
が
国
の
業
務
上
過
失
の
一
般
的
な

解
釈
で
要
求
さ
れ
て
い
な
い
要
件
で
注
目
に
値
す
る
。
ま
た
、

�
に
つ
い
て
も
、
複
数
回
行
う
場
合
で
あ
っ
て
も
、
散
発
的
な

も
の
で
は
足
り
ず
、
か
な
り
の
程
度
行
う
決
意
を
要
求
し
て
い

る
点
で
、
我
が
国
の
判
例
・
通
説
よ
り
も
厳
格
で
あ
る
。
ラ
イ

ヒ
裁
判
所
の
理
解
す
る
加
重
根
拠
は
、
特
別
の
専
門
知
識
等
に

基
づ
く
特
別
の
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
解
さ

れ
（
４２
）

る
が
、
こ
れ
は
、
我
が
国
の
義
務
加
重
説
に
類
似
し
て
い
る

と
評
価
で
き
る
。

二

削
除
理
由
の
検
討

（
一
）

業
務
上
過
失
規
定
の
削
除
の
理
由
は
、
政
府
提
案
に
よ
れ
ば
、

自
動
車
運
転
中
の
過
失
の
場
合
に
、
職
業
運
転
手
だ
け
を
加
重

す
る
こ
と
に
な
る
が
、
職
業
運
転
手
と
自
家
用
車
運
転
者
の
刑

を
区
別
す
る
の
は
適
当
で
な
い
こ
と
に
あ
る
よ
う
で
あ

（
４３
）

る
。
ま

た
、
オ
ル
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
に
よ
る
と
、
業
務
性
を
個
別
事
案
に
お

い
て
過
失
を
重
く
し
う
る
事
情
に
す
ぎ
ず
、
一
般
的
な
加
重
要

件
と
し
な
い
こ
と
で
、
特
に
職
業
的
な
自
動
車
運
転
者
の
問
題

を
解
消
す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
た
と
す

（
４４
）

る
。

な
お
、
一
九
三
六
年
改
正
草
案
（E１９３６

）
も
こ
の
規
定
を

削
除
し
て
い
る
が
（§

４１１

）、
そ
の
理
由
書
に
よ
れ
ば
、
公
務

等
で
あ
る
か
の
区
別
は
、
望
ま
し
く
な
い
形
式
主
義
（unter-

freulicher
F
orm
alism

us

）
で
、
不
当
な
結
果
に
至
る
た
め

で
あ
る
と
さ
れ
て
い

（
４５
）

た
。

（
二
）

以
上
の
よ
う
な
業
務
上
過
失
規
定
の
削
除
理
由
は
、
そ
れ
な

り
に
合
理
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
我
が
国
の
業
務
上
過
失
の
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解
釈
に
お
い
て
も
、
同
一
の
行
為
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

異
な
っ
た
取
扱
い
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
同
一
の
行
為
を
し
た

業
務
者
と
非
業
務
者
の
差
異
を
合
理
的
に
説
明
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
第
四
章
で
検
討
し
た
い
。

第
三
節

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
るschw

eres
V
erschuld

en

の

概
念

一

総
説

（
一
）

§
８８

A
bs.２

Ö
StG
B

（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
現
行
（
一
九
七
四

年
）
刑
法
）
は
、
過
失
（
軽
）
傷
害
に
つ
い
て
、
重
大
な
落
ち

度
（schw

eres
V
erschuld

（
４６
）

en
）
が
な
く
、
か
つ
同
条
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、§
８８

A
bs.１

Ö
StG
B

に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
な
い
と
定
め
て
い
る
。

（
二
）

こ
の
「
重
大
な
落
ち
度
」
の
概
念
は
、
加
重
さ
れ
た
過
失
を

意
味
す
る
と
さ
れ
て
い

（
４７
）

る
。
民
法
上
の
重
過
失
に
対
応
す
る
と

さ
れ

（
４８
）

る
が
、
そ
の
上
で
刑
法
固
有
の
解
釈
が
必
要
で
あ
る
と
す

る
見
解
も
有
力
で
あ

（
４９
）

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
認
識
あ
る
過
失
と

認
識
な
き
過
失
の
区
別
と
は
無
関
係
で
あ

（
５０
）

る
。

具
体
的
に
は
、
�
行
為
者
に
異
常
で
（ungew

öhnlich

）、

際
立
っ
た
（auffallend

）
注
意
義
務
違
反
が
あ
り
、
�
行
為

者
に
と
っ
て
、
損
害
の
発
生
が
、
単
に
わ
ず
か
に
可
能
性
が
あ

る
（entfernt

m
öglich

）
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
蓋
然
性

が
あ
る
（w

ahrscheinlich

）
も
の
と
し
て
予
見
可
能
で
あ
っ

た
こ
と
、
が
主
要
な
基
準
と
さ
れ

（
５１
）

る
。

（
三
）

こ
の
基
準
に
つ
い
て
、
ブ
ル
ク
シ
ュ
タ
ラ
ー
は
、
さ
ら
な
る

明
確
化
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
そ
こ
で
、
ブ
ル
ク
シ
ュ
タ

ラ
ー
の
見
解
を
検
討
し
た
い
。

二

B
urgstaller

の
見
解

（
一
）

ブ
ル
ク
シ
ュ
タ
ラ
ー
は
、
重
大
な
落
ち
度
の
犯
罪
構
造
に
つ

い
て
「
行
為
者
が
重
大
な
落
ち
度
の
責
任
を
負
う
か
ど
う
か
は
、

そ
の
行
為
に
お
い
て
実
現
し
た
行
為
無
価
値
及
び
心
情
無
価
値

に
依
存
し
、
結
果
無
価
値
に
は
依
存
し
な
い
」
と
い
う
理

（
５２
）

解
を

前
提
と
し
て
、
際
立
っ
て
、
か
つ
異
常
な
不
注
意
が
あ
る
か
ど

う
か
は
、
当
該
行
為
の
構
成
要
件
該
当
性
、
違
法
性
及
び
責
任

が
重
要
で
あ
り
、
原
則
的
に
、
全
事
情
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
と
す

（
５３
）

る
。

（
二
）

こ
れ
に
つ
い
て
、
ブ
ル
ク
シ
ュ
タ
ラ
ー
は
、
当
初
（
一
九
七

四
年
）、
�
当
該
行
動
が
ど
の
程
度
客
観
的
注
意
義
務
に
違
反

し
て
い
る
か
、
�
正
当
化
事
由
の
要
素
、
す
な
わ
ち
、
不
法
を

減
少
さ
せ
る
よ
う
な
事
情
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
、
�
個
々
の

責
任
要
素
が
ど
の
よ
う
な
形
で
現
実
に
現
れ
た
か
、
が
調
べ
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
し
て
い
た
。

こ
の
う
ち
、
最
も
重
要
な
も
の
は
、
客
観
的
注
意
義
務
違
反

（
�
）
に
よ
る
基
準
で
、
そ
の
う
ち
、
行
為
の
危
険
性
の
程
度

が
重
要
で
あ
る
。
現
実
に
生
じ
た
結
果
の
発
生
に
つ
い
て
蓋
然

性
が
高
い
と
予
見
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
判
例
の

基
準
は
、
こ
の
行
為
の
危
険
性
の
一
要
素
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ

に
加
え
て
、
客
観
的
注
意
義
務
違
反
の
枠
に
お
い
て
、
少
な
く
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と
も
、
差
し
迫
っ
た
法
益
侵
害
の
大
き
さ
と
リ
ス
ク
を
伴
う
行

動
の
社
会
的
な
価
値
及
び
社
会
的
通
常
性
も
考
慮
す
べ
き
と
し

て
い
た
。

さ
ら
に
、
具
体
的
に
実
現
し
た
責
任
要
素
（
�
）、
特
に
主

観
的
注
意
義
務
違
反
及
び
当
該
行
動
の
行
為
者
個
人
の
精
神
的

及
び
身
体
的
関
係
を
基
準
に
し
た
期
待
可
能
性
、
を
考
慮
に
入

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い

（
５４
）

た
。

ブ
ル
ク
シ
ュ
タ
ラ
ー
の
近
時
（
二
〇
〇
六
年
）
の
説
明
で
は
、

あ
る
事
案
に
お
い
て
、「
重
大
な
落
ち
度
」
の
不
法
要
素
が
満

た
さ
れ
る
か
ど
う
か
の
基
準
と
し
て
は
、
ａ
当
該
行
動
が
人
的

損
害
を
危
惧
さ
せ
る
蓋
然
性
の
程
度
、
ｂ
脅
か
さ
れ
た
結
果
の

重
大
さ
、
ｃ
当
該
行
動
の
社
会
的
価
値
及
び
社
会
的
通
常
性
、

ｄ
違
反
さ
れ
た
義
務
の
数
及
び
重
要
性
、
ｅ
注
意
義
務
違
反
回

避
の
た
め
に
具
体
的
に
必
要
で
あ
っ
た
コ
ス
ト
、
が
考
慮
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
す

（
５５
）

る
。
さ
ら
に
、
重
大
な
落
ち
度
の
不
法
要

素
が
実
現
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
具
体
的
事
案
に
お
い
て
、

当
該
注
意
義
務
違
反
の
人
的
非
難
可
能
性
の
範
囲
を
少
な
か
ら

ず
減
少
さ
せ
る
よ
う
な
事

（
５６
）

情
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
重
大
な

落
ち
度
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す

（
５７
）

る
。

三

検
討

（
一
）

ま
ず
、
前
提
と
し
て
、
ブ
ル
ク
シ
ュ
タ
ラ
ー
は
、
重
大
な
落

ち
度
は
結
果
無
価
値
に
関
わ
ら
な
い
と
す
る
が
、
我
が
国
の
新

旧
過
失
論
の
い
ず
れ
に
立
っ
た
と
し
て
も
、
ブ
ル
ク
シ
ュ
タ

ラ
ー
の
挙
げ
る
不
法
要
素
の
い
く
つ
か
は
、
構
成
要
件
要
素
な

い
し
違
法
要
素
（
新
過
失
論
）、
又
は
責
任
要
素
と
し
て
取
り

込
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
我
が

国
の
重
過
失
及
び
業
務
上
過
失
の
検
討
に
お
い
て
、
ブ
ル
ク

シ
ュ
タ
ラ
ー
の
考
慮
要
素
を
参
照
す
る
こ
と
に
も
意
義
が
あ
る
。

（
二
）

新
旧
の
各
考
慮
要
素
の
関
係
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い

が
、
不
法
要
素
に
つ
い
て
は
、
�
当
該
行
動
が
ど
の
程
度
の
客

観
的
注
意
義
務
違
反
が
あ
る
か
と
い
う
要
素
は
、
ａ
当
該
行
動

が
人
的
損
害
を
危
惧
さ
せ
る
蓋
然
性
の
程
度
、
ｂ
脅
か
さ
れ
た

結
果
の
重
さ
、
ｄ
そ
の
時
々
の
違
反
さ
れ
た
義
務
の
数
及
び
重

要
性
に
、
�
不
法
を
減
少
さ
せ
る
よ
う
な
事
情
が
存
在
す
る
か

ど
う
か
は
、
ｃ
当
該
行
動
の
社
会
的
価
値
及
び
社
会
的
通
常
性
、

ｅ
注
意
義
務
違
反
の
回
避
の
た
め
に
具
体
的
に
必
要
で
あ
っ
た

コ
ス
ト
、
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
発
展
、
具
体
化
さ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
ａ
、
ｂ
、
ｄ
及
び
ｅ
の
各
要
素
は
、
我
が

国
の
重
過
失
に
お
い
て
も
、
考
慮
さ
れ
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

他
方
で
、
業
務
に
社
会
的
有
用
性
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

重
く
処
罰
さ
れ
て
い
る
我
が
国
で
は
、
ｃ
の
要
素
は
、
考
慮
に

入
れ
が
た
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
行
為
の
社
会
的

通
常
性
は
考
慮
し
う
る
し
、
社
会
的
有
用
性
が
な
い
の
に
、
あ

え
て
行
っ
た
場
合
も
ｅ
の
要
素
の
一
事
情
と
し
て
我
が
国
で
も

考
慮
す
る
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ブ
ル
ク
シ
ュ
タ

ラ
ー
の
指
摘
す
る
事
情
を
我
が
国
の
解
釈
に
お
い
て
ど
の
よ
う

に
活
か
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
私
見
に
お
い
て
述
べ
る
こ
と
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に
し
た

（
５８
）

い
。

第
四
節

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
るb

eso
nd
ers
g
efährliche

V
erhältnisse

の
概
念

一

総
説

（
一
）§

８１
A
bs.１

Z１
Ö
StG
B

（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
現
行
（
一
九
七

四
年
）
刑

（
５９
）

法
）
は
、「
特
に
危
険
な
状
況
（besonders
ge-

fährliche
V
erhältnisse

）」
の
下
で
の
過
失
致
死
を
三
年
以

下
の
自
由
刑
と
し
て
、§

８０
Ö
StG
B

の
通
常
の
過
失
致
死
の

一
年
以
下
の
自
由
刑
よ
り
加
重
し
て
い
る
。
ま
た
、
過
失
傷
害

に
つ
い
て
、§

８８
A
bs.３

Ö
StG
B

は
、§
８１

A
bs.１

Z１

Ö
StG
B

を
準
用
し
、
六
月
以
下
の
自
由
刑
又
は
三
六
〇
日
以

下
の
日
数
罰
金
と
し
て
、§

８８
A
bs.１

Ö
StG
B

の
通
常
の
過

失
傷
害
の
三
月
以
下
の
自
由
刑
又
は
一
八
〇
日
以
下
の
日
数
罰

金
よ
り
加
重
し
て
い
る
。
過
失
重
傷
害
で
も
、§

８８
A
bs.４

Ö
StG
B

の
後
段
は
、§
８１
A
bs.１

Z１
Ö
StG
B

を
準
用
し
て
、

二
年
以
下
の
自
由
刑
と
し
て
、
同
条
前
段
の
通
常
の
過
失
重
傷

害
の
六
月
以
下
の
自
由
刑
又
は
三
六
〇
日
以
下
の
日
数
罰
金
よ

り
加
重
し
て
い
る
。

（
二
）

§
３３７

lit
a
StG

（
一
九
五
二
年
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
）
下

に
お
け
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
最
高
裁
判
所
の
判
例
は
、
同
条
の

「
特
に
危
険
な
状
況
」
に
つ
い
て
、
複
数
人
に
対
す
る
危
険
を

要
求
し
、
す
な
わ
ち
、「
行
為
が
、
一
般
的
経
験
に
よ
っ
て
特

に
広
範
囲
に
わ
た
り
、
重
大
で
、
か
つ
、
す
ぐ
に
は
全
く
全
体

が
理
解
で
き
な
い
よ
う
な
（zunächst

gar
nicht

über-

blickbar

）、
身
体
及
び
生
命
に
対
す
る
損
害
が
予
測
さ
れ
る

べ
き
事
情
の
下
で
行
わ
れ
た
と
き
、
ま
た
は
、
そ
の
よ
う
な
損

害
の
発
生
す
る
蓋
然
性
が
、
当
該
事
情
の
た
め
に
、
特
に
重
大

で
あ
る
」
こ
と
と
し
て
い

（
６０
）

た
。
し
か
し
、
現
行
法
制
定
後
の

オ
ー
ス
ト
リ
ア
最
高
裁
一
九
七
七
年
三
月
三
〇
日
決

（
６１
）

定
は
、

「
個
別
的
な
通
常
事
例
（spezifische

norm
alfälle

）
に
比

し
て
、
異
常
に
高
い
事
故
の
蓋
然
性
（au�

ergew
öhnlich

hohe
U
nfallsw

ahrscheinlichkeit

）
と
い
う
意
味
で
、
質
的

に
高
め
ら
れ
た
危
険
と
理
解
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
際
、
旧
法

と
は
対
照
的
に
、
１
人
の
人
に
対
す
る
そ
の
よ
う
な
具
体
的
危

険
で
十
分
で
あ
る
」
と
し
て
従
来
の
判
例
を
変
更
し
た
。
そ
の

理
由
と
し
て
、§

８９
Ö
StG
B

の

“eines
anderen

”

と
い
う

文
言
、§

１７７
Ö
StG
B

の
過
失
公
共
危
険
罪
が
新
設
さ
れ
、
過

失
に
よ
る
「
多
数
の
人
の
身
体
又
は
生
命
（L

eib
oder

L
e-

ben
einer

grö�
eren

Z
ahl
von

M
anschen

）」
に
対
す
る

危
険
の
惹
起
が
別
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
及
び
、
法
文
上

も

“besonders
gefährliche

V
erhältnisse

”

の
通
常
の
用

語
法
上
も
、
複
数
人
に
対
し
て
高
め
ら
れ
た
危
険
を
要
求
す
る

根
拠
が
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

現
在
の
学
説
も
、
微
妙
な
違
い
は
あ
る
が
、
前
掲
オ
ー
ス
ト

リ
ア
最
高
裁
一
九
七
七
年
決
定
と
ほ
ぼ
同
様
の
定
義
を
す

（
６２
）

る
。

複
数
の
人
に
対
す
る
危
険
に
つ
い
て
も
、
必
要
説
に
一
定
の
合

理
性
を
認
め
つ
つ
も
、§

１７７
Ö
StG
B

が
新
設
さ
れ
た
こ
と
、

《リサーチペーパー》
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及
び
、§

８１
A
bs.１

Z
１
Ö
StG
B

は
、
公
共
危
険
犯
で
は
な

く
、
１
人
の
他
人
に
対
す
る
死
を
惹
起
す
る
侵
害
犯
で
あ
り
、

特
に
危
険
な
状
況
は
、
法
定
刑
を
高
め
る
た
め
に
、
こ
の
死
と

い
う
無
価
値
に
追
加
的
に
付
加
さ
れ
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
こ
と

な
ど
を
理
由
に
不
要
と
す

（
６３
）

る
。

（
三
）

判
例
・
学
説
が
要
求
す
る
「
異
常
に
高
い
事
故
の
蓋
然
性
」

は
、
事
故
を
志
向
す
る
複
数
の
要
因
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
根

拠
付
け
ら
れ
る
。
こ
の
い
わ
ゆ
る
モ
ザ
イ
ク
理
論
（M
osaik-

theorie

）
は
、
現
在
、
一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う

で
あ

（
６４
）

る
。
も
っ
と
も
、
異
常
に
高
い
事
故
の
蓋
然
性
は
、
唯
一

の
要
因
か
ら
も
生
じ
得

（
６５
）

る
。

（
四
）

ま
た
、
シ
ュ
タ
イ
ニ
ン
ガ
ー
や
ブ
ル
ク
シ
ュ
タ
ラ
ー
は
、
特

別
の
危
険
性
連
関
を
要
求
す
る
。
す
な
わ
ち
、
質
的
に
高
め
ら

れ
た
危
険
状
態
が
認
定
さ
れ
た
と
し
て
も
、
さ
ら
に
、「
特
別

な
危
険
性
が
生
じ
た
結
果
に
特
別
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
す
な
わ
ち
、
違
反
が
特
に
危
険
な
状
況
を
基
礎
付

け
る
に
は
、
生
じ
た
結
果
が
ま
さ
に
そ
の
注
意
規
範
の
保
護
目

的
と
解
さ
れ
る
よ
う
な
、
特
別
な
危
険
性
連
関
が
存
在
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
。
こ
の
関
連
性
に
欠
け
る
場
合
は
、

単
に§
８０
Ö
StG
B

等
に
よ
っ
て
、
処
罰
さ
れ

（
６６
）

る
。

（
五
）

主
観
面
に
つ
い
て
は
、
キ
ー
ナ
プ
フ
ェ
ル
は
、
加
重
さ
れ
た

主
観
的
要
件
と
し
て
、
特
別
な
注
意
を
要
求
す
る
。
す
な
わ
ち
、

「
行
為
者
が
、
自
ら
、
こ
の
事
情
と
そ
の
加
重
さ
れ
た
危
険
を

認
識
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
」
ず
、
少
な
く
と
も
「
そ
れ
ら
が

正
当
な
注
意
の
も
と
で
認
識
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

す
（
６７
）

る
。
こ
の
特
徴
的
な
注
意
義
務
違
反
は
、
特
に
強
調
さ
れ
、

“Leichtfertigkeit

”

と
呼
ば
れ
、§

８１
A
bs.１

Z１
Ö
StG
B

は
、§

８０
Ö
StG
B

と
比
べ
て
、
客
観
的
に
だ
け
で
な
く
主
観
的

要
求
も
よ
り
厳
格
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
認
識
な
き
過

失
で
は
、
足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
を
示
し
て
い

（
６８
）

る
。

他
方
、
ブ
ル
ク
シ
ュ
タ
ラ
ー
は
、「
特
別
な
危
険
性
を
根
拠

づ
け
る
よ
う
な
具
体
的
な
状
況
は
、
そ
の
危
険
を
高
め
る
重
要

性
に
お
い
て
、
行
為
者
に
と
っ
て
、
認
識
さ
れ
た
か
、
個
々
の

事
実
的
・
経
験
的
知
識
及
び
個
々
の
知
的
能
力
に
よ
っ
て
、
認

識
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

（
６９
）

い
」
が
、「
具
体
的
に
行
為
の
特

別
な
危
険
性
を
基
礎
づ
け
る
事
情
に
つ
い
て
、
そ
の
危
険
を
増

加
さ
せ
る
こ
と
へ
の
重
要
性
を
『
容
易
に
』
認
識
（erken-

nen

）
又
は
実
感
と
し
て
理
解
（nachvollziehen

）
で
き
な

け
れ
ば
な
ら
な

（
７０
）

い
」
と
い
う
意
味
で
の
「
際
立
っ
た
注
意
義
務

違
反
」
に
よ
る
特
別
な
責
任
の
必
要
条
件
は
、
要
求
す
べ
き
で

な
い
と
す

（
７１
）

る
。

二

検
討

（
一
）

§
８１

A
bs.１

Z１
Ö
StG
B

の
解
釈
と
し
て
、
現
在
の
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
判
例
・
通
説
が
複
数
人
に
対
す
る
危
険
性
を
要
求

し
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
侵
害
犯
と
公
共
危
険
犯
の
区
別

と
い
う
観
点
か
ら
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
１
人
に
対
す
る
危
険

で
足
り
る
と
い
う
議
論
自
体
は
、
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

我
が
国
に
お
い
て
も
、
重
過
失
な
い
し
業
務
上
過
失
の
対
象
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と
し
て
、
複
数
人
に
対
し
て
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
は
、
侵
害
犯
で
あ
る
二
一
一
条
一
項
と
の
関
係
で
は
不
要

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
公
共
危
険
犯
で
あ
る
一
一
七
条
の
二

及
び
一
二
九
条
二
項
と
の
関
係
で
は
、
議
論
の
余
地
が
あ
り
得

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
の
範
囲
を
超
え
る
の
で
、
指
摘

の
み
に
と
ど
め
る
。

（
二
）
「
特
別
の
危
険
」
の
判
断
に
際
し
て
、
モ
ザ
イ
ク
理
論
か
ら
、

よ
り
危
険
性
を
高
め
る
複
数
の
要
因
と
唯
一
の
特
に
重
要
な
危

険
性
を
高
め
る
要
因
を
考
慮
す
べ
き
場
合
が
あ
る
こ
と
自
体
は
、

正
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し

も
明
確
で
な

（
７２
）

い
。
さ
ら
に
、§

８１
A
bs.１

Z１
Ö
StG
B

が

「
状
況
」
に
着
目
す
る
の
に
対
し
て
、
我
が
国
の
刑
法
で
は
、

「
過
失
」
に
着
目
す
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
り
、
参
照
に

値
す
る
が
、
そ
の
ま
ま
我
が
国
の
解
釈
に
持
ち
込
む
こ
と
は
で

き
な
い
。

（
三
）

ま
た
、
シ
ュ
タ
イ
ニ
ン
ガ
ー
及
び
ブ
ル
ク
シ
ュ
タ
ラ
ー
が
特

別
の
危
険
性
連
関
を
要
求
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
我
が
国
の
業

務
上
過
失
の
議
論
に
お
い
て
も
重
要
で
あ
る
と
考
え

（
７３
）

る
。

第
三
章

重
大
な
過
失

刑
法
二
一
一
条
一
項
後
段
の
規
定
は
、
昭
和
二
二
年
改
正
に
よ
っ

て
定
め
ら
れ
た
（
当
時
の
法
定
刑
は
、
三
年
以
下
の
禁
錮
又
は
千
円

以
下
の
罰
金
で
あ
っ
た
）。
し
か
し
、
そ
の
改
正
の
趣
旨
は
必
ず
し

も
明
ら
か
で
な
い
。
中
野
次
雄
は
、「
新
憲
法
の
定
め
る
人
身
保
護

の
趣
旨
に
沿
つ
た
改
正
と
い
い
得
る
」
と
す

（
７４
）

る
。
し
か
し
、
改
正
刑

法
仮
案
の
考
え
方
を
採
用
し
た
と
も
述
べ
て
お

（
７５
）

り
、
戦
前
か
ら
の
考

え
に
基
づ
き
、
新
憲
法
と
は
関
係
が
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
改
正
が
人
身
保
護
の
趣
旨
に
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
趣
旨
か
ら
、

重
過
失
の
内
容
を
導
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
重
過
失
に
関
す
る
判
例
・
学
説
の
議
論
を

参
照
し
な
が
ら
、
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

第
一
節

判
例

一

最
決
昭
和
二
九
年
四
月
一
日
集
刑
九
四
号
四
九
頁

（
一
）

事
案
は
、
被
告
人
が
飲
酒
酩
酊
の
上
、
無
免
許
で
自
動
三
輪

車
を
運
転
し
て
、
人
の
雑
沓
す
る
ヤ
ブ
サ
メ
競
技
中
の
場
所
に

乗
り
入
れ
、
競
技
を
し
て
い
た
被
害
者
に
至
近
距
離
ま
で
気
づ

か
ず
衝
突
し
、
全
治
二
ヶ
月
の
重
傷
を
負
わ
せ
た
と
い
う
も
の

で
あ
る
。

（
二
）

原
（
７６
）

審
は
、
被
告
人
は
、
当
時
心
神
耗
弱
に
あ
っ
た
と
認
定
し

た
上
で
、「
注
意
義
務
は
行
為
者
に
関
係
な
く
客
観
的
に
正
常

の
精
神
状
態
に
あ
る
通
常
人
を
標
準
と
し
て
定
べ
き
も
の
で

あ
っ
て
、
被
告
人
は
当
時
こ
の
注
意
義
務
を
果
た
す
こ
と
は
可

能
で
あ
っ
た
」
と
し
て
、
重
過
失
を
肯
定
し
た
。

（
三
）

最
高
裁
は
、「
無
免
許
で
自
動
三
輪
車
を
運
転
し
た
こ
と
、

飲
酒
酩
酊
の
上
で
こ
れ
を
運
転
し
た
こ
と
、
人
の
雑
沓
す
る
場

所
に
同
車
を
乗
入
れ
た
こ
と
」
及
び
「
前
方
注
視
義
務
を
怠
っ

た
こ
と
を
も
っ
て
、
重
過
失
と
し
て
い
る
こ
と
が
判
文
上
明
ら

《リサーチペーパー》
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か
で
あ
る
」
と
し
、
原
判
決
を
維
持
し
た
。

（
四
）

本
決
定
に
つ
い
て
、
平
野
潔
は
、「
無
免
許
運
転
、
酩
酊
運

転
、
人
の
雑
沓
す
る
場
へ
の
乗
り
入
れ
、
前
方
不
注
視
と
い
う

過
失
が
相
俟
っ
て
重
大
な
過
失
と
な
る
こ
と
を
示
し
て
い

（
７７
）

る
」

と
解
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
平
野
自
身
も
認
め
る
と
お
り
、

本
件
事
案
は
、
必
ず
し
も
、
そ
の
よ
う
な
複
数
の
過
失
が
あ
い

ま
っ
た
も
の
と
解
さ
な
け
れ
ば
重
過
失
が
認
定
で
き
な
い
わ
け

で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
だ
と
し
て
も
、
さ
し
あ
た
り
、
本

決
定
が
そ
の
よ
う
な
見
解
に
親
和
的
で
あ
る
と
見
る
こ
と
も
で

き
よ
う
。

ま
た
、
平
野
は
、
本
件
が
加
療
二
ヶ
月
の
傷
害
で
あ
る
か
ら
、

結
果
の
重
大
性
は
必
ず
し
も
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
は
考
え
ら

れ
て
い
な
い
と
す
る
。
し
か
し
、
最
高
裁
が
加
療
二
ヶ
月
を
重

大
な
結
果
で
な
い
と
評
価
し
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い

の
で
、
最
高
裁
が
結
果
の
重
大
性
の
要
否
に
つ
い
て
の
態
度
を

明
ら
か
に
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。ま

た
、
原
審
が
心
神
耗
弱
を
認
定
し
た
上
で
、
注
意
義
務
は

通
常
人
を
標
準
と
す
る
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
最
高
裁
で

は
、
判
文
上
明
示
的
に
は
、
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
無
免
許
運

転
、
酩
酊
運
転
、
人
の
雑
沓
す
る
場
所
へ
の
乗
入
れ
、
前
方
不

注
視
に
よ
っ
て
重
過
失
を
認
定
し
て
い
る
と
し
て
原
判
決
を
肯

定
し
て
お
り
、
客
観
的
行
為
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

原
審
と
同
様
、
注
意
義
務
は
通
常
人
を
標
準
に
判
断
し
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

二

最
決
昭
和
四
〇
年
四
月
二
一
日
刑
集
一
九
巻
三
号
一
六
六
頁

（
一
）

事
案
は
、
被
告
人
が
自
己
の
担
当
業
務
外
の
作
業
と
し
て
、

製
品
運
搬
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
減
速
機
に
注
油
す
る
た
め
、
メ

タ
ル
カ
バ
ー
を
取
り
外
し
た
が
、
本
来
、
同
カ
バ
ー
の
取
外
し

に
際
し
て
は
、
安
全
ピ
ン
を
装
着
す
る
か
昇
降
台
を
下
ま
で
降

下
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
に
、
こ
れ
を
怠
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

被
害
者
が
昇
降
台
に
乗
り
、
落
下
、
死
亡
し
た
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

（
二
）

重
過
失
部
分
に
つ
い
て
の
第
一

（
７８
）

審
の
認
定
事
実
は
、
安
全
装

置
「
の
安
全
ピ
ン
の
差
込
み
の
有
無
を
確
か
め
、
差
込
ん
で
な

け
れ
ば
こ
れ
を
差
込
む
か
又
は
昇
降
台
を
下
ま
で
降
下
さ
せ
落

下
す
る
こ
と
の
な
い
状
況
に
置
い
て
か
ら
メ
タ
ル
カ
バ
ー
の
取

外
し
に
か
か
る
べ
き
当
然
の
注
意
義
務
が
あ
り
、
こ
の
僅
か
の

注
意
を
払
こ
と
に
よ
り
事
故
を
容
易
に
防
止
し
得
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
被
告
人
は
何
ら
の
措
置
を
講
ぜ
ず
そ
の
附
近
に
は

（
被
害
者
）
他
数
名
が
掃
除
を
し
て
居
た
の
に
只
漫
然
と
自
己

の
担
当
業
務
以
外
で
あ
る
前
掲
減
速
機
に
注
油
の
た
め
メ
タ
ル

カ
バ
ー
を
取
り
外
し
た
重
大
な
る
過
失
に
よ
つ
て
、」
被
害
者

を
死
亡
さ
せ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

原
（
７９
）

審
は
、「
被
告
人
が
当
時
通
常
人
の
注
意
を
払
つ
た
な
ら

ば
本
件
致
死
の
予
見
は
可
能
で
あ
つ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」

と
予
見
可
能
性
を
肯
定
し
た
上
で
、「
本
件
昇
降
台
は
本
来
危

険
性
を
伴
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
操
縦
係
と
し
て
も
時
に
は
安
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全
ピ
ン
の
挿
入
を
怠
る
事
な
き
を
保
し
難
い
も
の
で
あ
る
と
こ

ろ
、
被
告
人
が
本
件
昇
降
台
の
危
険
性
を
念
頭
に
浮
べ
た
な
ら

ば
、
極
め
て
容
易
に
本
件
の
事
故
を
防
止
し
得
た
の
に
拘
わ
ら

ず
、
被
告
人
は
右
の
危
険
性
を
少
し
も
顧
慮
し
な
か
つ
た
の
で

あ
る
か
ら
、
被
告
人
の
過
失
は
重
大
で
あ
る
と
い
う
べ
き
」
と

し
た
。

最
高
裁
は
、
業
務
上
過
失
致
死
の
訴
因
に
対
し
訴
因
罰
条
の

変
更
の
手
続
を
経
な
い
で
重
過
失
致
死
罪
を
認
定
し
た
一
審
判

決
を
是
認
し
た
原
審
の
判
断
は
正
当
で
あ
る
と
し
た
。

（
三
）

一
審
、
原
審
と
も
重
過
失
の
根
拠
と
し
て
、
安
全
ピ
ン
を
差

し
込
む
か
昇
降
台
を
下
に
降
下
さ
せ
て
お
く
こ
と
に
よ
る
事
故

の
防
止
の
容
易
性
を
挙
げ
る
。
ま
た
、
一
審
認
定
事
実
は
、

「
只
漫
然
と
」、
つ
ま
り
精
神
の
緊
張
を
欠
い
た
と
の
評
価
も

あ
る
。
原
審
も
こ
の
点
に
つ
き
特
段
の
説
明
を
し
な
い
ま
ま
控

訴
を
棄
却
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
評
価
を
是
認
し
て
い
る
と
言

う
べ
き
で
あ
る
。
原
審
の
判
断
を
是
認
し
た
最
高
裁
も
、
事
故

の
防
止
の
容
易
性
及
び
漫
然
と
行
為
し
た
こ
と
を
本
件
の
重
過

失
の
根
拠
と
し
て
認
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
原
審
判
決
及
び
最
高
裁
決
定
か

ら
直
接
に
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
精
神
の
緊
張
を
欠
い
た
こ
と

に
よ�

り�

、
容
易
で
あ
る
は
ず
の
結
果
回
避
行
動
に
出
な
か
っ
た

と
い
う
両
者
の
つ
な
が
り
が
あ
れ
ば
足
り
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
が
一
般
的
な
要
件
で
あ
る
の
か
、
具
体

的
事
案
に
お
け
る
個
別
の
事
情
な
の
か
は
、
明
ら
か
で
な
い
。

こ
の
場
合
、
原
審
は
、
通
常
人
を
基
準
と
し
て
予
見
可
能
で

あ
っ
た
と
し
て
い
る
か
ら
、
予
見
の
容
易
性
な
い
し
高
度
の
予

見
可
能
性
は
、
必
要
と
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
原
審
は
、「
被
告
人
は
右
の
危
険
性
を
少
し
も
顧
慮

し
な
か
つ
た
」
と
認
定
し
、
弁
護
人
も
予
見
可
能
性
が
な
か
っ

た
旨
主
張
し
て
い
る
か
ら
、
本
件
は
、
認
識
な
き
過
失
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

三

最
決
昭
和
五
〇
年
五
月
二
七
日
刑
集
二
九
巻
五
号
三
四
八
頁

（
一
）

最
高
裁
は
、
適
法
な
上
告
理
由
に
あ
た
ら
な
い
と
し
た
上
で
、

か
っ
こ
書
で
、「
な
お
、
運
転
技
術
が
未
熟
で
あ
り
、
し
か
も

酒
酔
い
の
た
め
自
動
車
の
運
転
を
避
け
る
べ
き
注
意
義
務
が
あ

る
の
に
こ
れ
を
怠
り
、
あ
え
て
運
転
を
開
始
し
た
重
大
な
過
失

に
よ
り
、
運
転
開
始
後
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
進
行
し
た
地
点
で
、

酒
の
酔
い
と
運
転
技
術
未
熟
の
た
め
的
確
な
ハ
ン
ド
ル
操
作
が

で
き
ず
自
車
を
道
路
右
側
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
に
衝
突
さ
せ
て
、

同
乗
者
三
名
に
傷
害
を
負
わ
せ
た
と
い
う
本
件
事
案
に
つ
い
て
、

酒
酔
い
運
転
の
罪
と
重
過
失
傷
害
の
罪
は
、
刑
法
四
五
条
前
段

の
併
合
罪
の
関
係
に
あ
る
と
し
た
原
判
決
は
、
正
当
で
あ
る
」

と
し
た
。

（
二
）

本
決
定
は
、
運
転
技
術
の
未
熟
及
び
酒
酔
い
の
た
め
自
動
車

の
運
転
を
避
け
る
べ
き
「
注
意
義
務
」
を
怠
っ
て
、
あ
え
て
運

転
を
開
始
し
た
こ
と
を
重
過
失
と
認
定
し
て
い
る
。
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四

最
決
昭
和
六
〇
年
一
〇
月
二
一
日
刑
集
三
九
巻
六
号
三
六
二
頁

谷
口
補
足
意
見

（
一
）

い
わ
ゆ
る
ウ
レ
タ
ン
フ
ォ
ー
ム
事
件
で
の
谷
口
正
孝
裁
判
官

の
補
足
意
見
は
、
業
務
上
過
失
の
加
重
理
由
は
、
二
一
一
条

（
及
び
一
一
七
条
の
二
）
の
「
予
定
す
る
保
護
法
益
と
の
関
係

に
お
い
て
そ
の
侵
害
行
為
が
単
純
過
失
に
よ
る
場
合
に
比
べ
て

特
に
過
失
の
程
度
が
重
い
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
重
い

過
失
に
よ
り
両
法
条
の
予
定
す
る
保
護
法
益
を
侵
害
し
た
者
と

し
て
業
務
者
を
考
え
た
か
ら
で
あ
」
り
、「
す
な
わ
ち
、
特
定

の
業
務
に
従
事
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
保
護
法
益
侵
害
の

危
険
を
回
避
す
る
に
つ
い
て
特
に
重
い
注
意
義
務
（
実
務
上
業

務
上
の
注
意
義
務
と
い
う
）
が
課
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の

重
い
注
意
義
務
に
違
反
し
た
が
故
に
刑
が
加
重
さ
れ
る
と
い
う

構
造
に
な
る
わ
け
で
あ
る
」
と
し
た
。

し
か
し
、
業
務
を
「
人
が
継
続
し
て
あ
る
事
務
を
行
う
に
つ

い
て
有
す
る
社
会
生
活
上
の
地
位
で
あ
つ
て
自
ら
選
択
し
た
も

の
を
い
う
」
と
解
し
た
場
合
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
刑
の
加
重
根

拠
を
直
ち
に
は
導
き
得
ず
、「
裁
判
所
を
し
て
『
余
り
に
も
喜

ば
し
く
な
い
形
式
に
堕
せ
し
め
、
ま
た
実
質
上
理
由
な
き
区
別

に
没
頭
せ
し
め
た
』
と
い
う
批
判
を
免
れ
な
い
」
と
指
摘
す
る
。

そ
し
て
、「
重
過
失
の
各
加
重
類
型
が
整
備
さ
れ
た
現
在
、
右

各
規
定
前
段
の
業
務
概
念
の
意
味
を
解
釈
す
る
作
業
は
、
法
律

が
存
す
る
が
故
に
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
裁
判
所
に
実
益
の
な

い
努
力
を
強
い
て
い
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
」、
本
件
の
法

廷
意
見
は
、「
ま
さ
に
、
本
件
被
告
人
に
つ
い
て
は
、
原
判
示

の
人
の
死
の
結
果
及
び
原
判
示
建
造
物
焼
燬
の
結
果
の
発
生
す

る
こ
と
は
容
易
に
予
見
し
え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
従
つ
て
客
観

的
に
み
て
そ
れ
ら
の
結
果
の
発
生
は
容
易
に
回
避
し
え
た
と
い

う
こ
と
（
原
判
決
は
そ
の
点
を
詳
細
に
説
明
し
て
い
る
）
を
強

い
て
業
務
に
結
び
つ
け
て
説
明
し
た
だ
け
の
こ
と
」
で
あ
り
、

重
過
失
の
事
案
と
し
て
解
決
し
得
た
と
す
る
。

結
論
と
し
て
は
、
業
務
上
過
失
は
、
既
に
存
在
意
義
を
失
っ

た
が
、
未
だ
明
文
及
び
判
例
の
集
積
が
あ
る
以
上
、
法
定
意
見

の
通
り
に
解
釈
し
、「
業
務
上
の
過
失
と
重
過
失
と
を
同
趣
旨

に
帰
す
る
規
定
と
し
て
扱
う
方
法
を
選
ば
ざ
る
を
え
な
い
」
と

し
た
。

（
二
）

こ
こ
で
は
、
重
過
失
の
解
釈
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

本
補
足
意
見
は
、
業
務
上
過
失
を
重
過
失
と
同
一
の
「
特
に

重
い
注
意
義
務
違
反
」
と
い
う
加
重
根
拠
に
基
づ
く
と
し
て
い

る
。
一
方
で
、
具
体
的
事
案
に
お
い
て
は
、
結
果
発
生
の
予
見

の
容
易
性
が
あ
り
、
従
っ
て
客
観
的
な
結
果
回
避
の
容
易
性
が

あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
結

果
発
生
の
予
見
の
容
易
性
と
客
観
的
な
結
果
回
避
の
容
易
性
が

認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
特
に
重
い
注
意
義
務
違
反
が
認
め
ら
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
両
者
の
い
ず
れ
も
が
必
要
な

の
か
、
他
に
代
替
可
能
な
要
素
が
あ
る
の
か
な
ど
は
、
明
ら
か

で
な
い
。
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五

小
括

以
上
の
判
例
か
ら
、
重
過
失
概
念
に
つ
い
て
の
最
高
裁
の
立
場
と

し
て
読
み
取
れ
る
も
の
を
ま
と
め
る
。

（
一
）

ま
ず
、
昭
和
四
〇
年
最
高
裁
決
定
か
ら
、
重
過
失
は
、
認
識

な
き
過
失
に
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

（
二
）

ま
た
、
昭
和
五
〇
年
最
高
裁
決
定
か
ら
は
、
重
い
注
意
義
務

違
反
を
重
過
失
と
し
て
捉
え
て
い
る
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
、

こ
れ
は
、
加
重
根
拠
を
特
に
重
い
注
意
義
務
違
反
と
す
る
昭
和

六
〇
年
最
高
裁
決
定
谷
口
補
足
意
見
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
、（
特
に
）
重
い
注
意
義
務
違
反
の
中
身
に
つ
い

て
は
、
昭
和
二
九
年
最
高
裁
決
定
か
ら
、
客
観
的
に
通
常
人
を

基
準
と
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
以
外
、
明
ら
か

で
な
い
。
昭
和
四
〇
年
最
高
裁
決
定
は
、
通
常
人
の
通
常
の
予

見
可
能
性
と
結
果
回
避
の
容
易
性
を
前
提
と
し
、
精
神
の
緊
張

を
欠
い
た
こ
と
に
よ
り
結
果
が
発
生
す
れ
ば
足
り
る
と
す
る
。

他
方
で
、
昭
和
六
〇
年
最
高
裁
決
定
谷
口
補
足
意
見
は
、
具
体

的
事
案
に
お
い
て
は
、
結
果
発
生
の
予
見
の
容
易
性
と
客
観
的

な
結
果
回
避
の
容
易
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
特
に
重
い
注
意
義
務

違
反
の
根
拠
と
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
結
果
の
予
見
の
容
易
性
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四

〇
年
最
高
裁
決
定
は
、
こ
れ
を
要
求
し
て
い
な
い
が
、
昭
和
六

〇
年
最
高
裁
決
定
谷
口
補
足
意
見
は
、
こ
れ
に
言
及
し
て
い
る
。

谷
口
補
足
意
見
も
、
判
例
の
蓄
積
を
業
務
上
過
失
の
存
続
の
理

由
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
最
高
裁
の
枠
組
み
を

否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
具
体
的
事
案
に
つ
い
て
、

原
審
が
認
定
し
た
も
の
を
述
べ
た
だ
け
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

他
方
で
、
同
補
足
意
見
は
、
精
神
の
緊
張
を
欠
い
た
こ
と
を
述

べ
て
い
な
い
が
、
過
失
論
の
変
容
か
ら
、
過
失
の
一
般
的
要
件

と
し
て
、
精
神
の
緊
張
を
要
求
し
な
く
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
そ
う
す
る
と
、
最
高
裁
は
、
各
判
断
に
共
通
す
る
要
素
で

あ
る
結
果
回
避
の
容
易
性
を
重
視
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
昭
和
四
〇
年
最
高
裁
決
定
は
、
原

審
を
肯
定
し
た
だ
け
で
あ
る
し
、
昭
和
六
〇
年
最
高
裁
決
定
谷

口
補
足
意
見
は
、
法
廷
意
見
で
は
な
い
か
ら
、
ど
こ
ま
で
が
、

最
高
裁
の
見
解
で
あ
る
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

ま
た
、
昭
和
二
九
年
最
高
裁
決
定
を
複
数
の
義
務
違
反
が
相

ま
っ
て
重
い
注
意
義
務
違
反
に
な
る
と
す
る
読
み
方
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
読
み
方
を
す
れ
ば
、
結
果
回
避
の
容
易
性
に
代
替

す
る
要
素
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
事
案

か
ら
、
結
果
回
避
が
容
易
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）

結
局
、
最
高
裁
は
、（
特
に
）
重
い
注
意
義
務
違
反
を
重
過

失
と
し
て
い
る
が
、
重
過
失
の
事
案
が
少
な
い
上
、
最
高
裁
が

積
極
的
に
そ
の
中
身
に
踏
み
込
ん
だ
判
断
を
し
て
お
ら
ず
、
そ

の
中
身
は
、
不
明
瞭
で
あ
る
。

第
二
節

学
説

一

認
識
あ
る
過
失
と
捉
え
る
説

瀧
川
幸
辰
は
、「
重
大
な
過
失
は
認
識
あ
る
過
失
を
い
う
の
で
あ

《リサーチペーパー》
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ろ
う
か
」
と
し
て
、
疑
問
を
示
し
つ
つ
も
、
こ
の
立
場
に
立
つ
も
の

と
思
わ
れ

（
８０
）

る
。

し
か
し
、
認
識
な
き
過
失
で
あ
っ
て
も
、
重
過
失
と
な
り
得
る
し
、

認
識
あ
る
過
失
で
あ
っ
て
も
軽
過
失
と
な
り
得
る
と
思
わ
れ
る
。

二

道
義
的
責
任
が
特
に
重
い
場
合
と
捉
え
る
説

小
野
清
一
郎
は
、
重
過
失
を
道
義
的
責
任
の
特
に
重
い
場
合
と
す

る
。
こ
れ
は
、
具
体
的
場
合
に
お
け
る
行
為
の
情
況
を
国
民
的
道
義

観
念
に
照
ら
し
て
、
批
判
し
、
判
断
す
る
ほ
か
な
い
と
す

（
８１
）

る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
何
ら
具
体
的
な
説
明
に
な
っ
て
い
な
い
。
小
野

自
身
、
実
際
的
な
直
感
を
必
要
と
す
る
と
認
め
て
い

（
８２
）

る
。

三

注
意
義
務
違
反
の
程
度
の
高
い
過
失
と
捉
え
る
説

次
に
、
重
過
失
を
注
意
義
務
違
反
の
程
度
の
高
い
過
失
と
捉
え
る

立
場
を
検
討
す
る
が
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
注
意
義
務
違
反
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
論
者
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
違
い
は
、
古

典
的
な
モ
デ
ル
で
は
、
論
者
の
採
る
過
失
構
造
論
と
一
致
す

（
８３
）

る
が
、

現
在
で
は
、
必
ず
し
も
古
典
的
な
過
失
構
造
論
の
帰
結
と
一
致
す
る

と
は
限
ら
な
い
。
過
失
構
造
論
は
、
本
稿
の
範
囲
を
超
え
る
の
で
、

重
過
失
に
お
い
て
加
重
さ
れ
る
べ
き
内
容
に
限
定
し
て
、
注
意
義
務

違
反
の
内
容
を
検
討
す
る
。

Ａ

社
会
的
相
当
性
か
ら
の
逸
脱
の
程
度
に
着
目
す
る
説

福
田
平
は
、（
注
意
）
義
務
違
反
の
程
度
が
著
し
い
と
い
う
こ
と

は
、
社
会
的
相
当
性
か
ら
の
逸
脱
の
程
度
が
は
な
は
だ
し
い
こ
と
で

あ
り
、
違
法
性
の
大
き
い
こ
と
に
な
る
と
す

（
８４
）

る
。

し
か
し
、
こ
の
見
解
か
ら
は
、
社
会
的
相
当
性
の
判
断
基
準
が
不

明
で
あ
り
、
小
野
説
と
同
様
の
問
題
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
社
会
的
相

当
性
が
定
ま
る
と
し
て
も
、
そ
の
逸
脱
の
程
度
の
判
断
方
法
も
明
ら

か
で
な
い
。

Ｂ

結
果
回
避
の
た
め
の
意
思
的
努
力
の
程
度
に
着
目
す
る
説

（
一
）

中
野
次
雄
は
、
過
失
の
中
核
を
「
或
る
事
の
内
容
を
明
瞭
に

意
識
し
て
い
る
状
態
（
心
理
学
上
の
「
注
意
」
の
概
念
）」
の

欠
缺
で
あ
る
と
解
し
、
行
為
者
が
「
か
か
る
意
識
状
態
を
生
ぜ

し
む
べ
き
意
志
的
努
力
を
怠
っ
た
と
こ
ろ
に
刑
事
責
任
発
生
の

理
由
が
あ
る
」
と
す
る
。
そ
の
上
で
、「
重
大
な
過
失
を
注
意

を
怠
る
程
度
の
大
な
る
場
合
、
い
い
か
え
れ
ば
、
軽
度
の
注
意

を
以
て
し
て
も
事
故
発
生
を
防
止
し
得
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ

れ
を
缺
い
た
場
合
を
指
す
」
と
す

（
８５
）

る
。

（
二
）
「
或
る
事
の
内
容
を
明
瞭
に
意
識
し
て
い
る
状
態
」
に
い
う

意
識
の
対
象
が
明
ら
か
で
な
い
が
、
結
果
発
生
の
意
識
、
す
な

わ
ち
、
結
果
の
予
見
を
指
す
と
す
る
と
、
軽
度
の
注
意
で
予
見

で
き
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
対
策
が
困
難
で
あ
れ
ば
、
結
果

の
回
避
も
容
易
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
結
果

予
見
及
び
結
果
回
避
の
た
め
の
対
策
の
認
識
の
両
方
が
問
題
に

な
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
、
重
過
失
は
、
そ
の
よ
う

な
結
果
予
見
及
び
結
果
回
避
方
法
の
認
識
の
た
め
の
意
志
的
努

力
を
怠
る
程
度
の
大
き
い
こ
と
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
、
結
果
発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
、
結
果
の
予

見
な
い
し
結
果
回
避
方
法
の
認
識
の
た
め
の
努
力
を
求
め
る
こ

と
が
、
刑
罰
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
し
、
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そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
怠
っ
た
こ
と
が
個
人
的
非
難
を
高
め

る
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
、
中
野
説

は
、
基
本
的
に
過
失
犯
の
処
罰
根
拠
か
ら
重
過
失
の
加
重
根
拠

を
う
ま
く
説
明
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
三
）

し
か
し
、
中
野
説
が
、
こ
の
「
意
識
的
状
態
を
生
ぜ
し
む
べ

き
意
志
的
努
力
を
怠
る
程
度
の
大
な
る
場
合
」
と
い
う
定
義
を

「
軽
度
の
注
意
を
以
て
し
て
も
事
故
発
生
を
防
止
し
得
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
こ
れ
を
缺
い
た
場
合
を
指

（
８６
）

す
」
と
い
い
か
え
て
い

る
の
は
、
適
切
で
な
い
。
こ
の
よ
う
な
見
解
か
ら
は
、
軽
微
な

意
志
的
努
力
で
は
意
識
で
き
な
い
が
、
通
常
の
意
志
的
努
力
で

十
分
意
識
で
き
た
場
合
に
、
一
切
意
志
的
努
力
を
行
わ
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
単
純
過
失
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

意
識
が
困
難
で
あ
る
場
合
の
方
が
、
よ
り
意
志
的
努
力
が
求
め

ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
の
に
、
こ
れ
を
一
切
行
わ
な
く
て
も
、
単

純
過
失
に
し
か
な
り
得
な
い
と
い
う
の
は
妥
当
で
な
い
。
従
っ

て
、
前
者
の
定
義
が
妥
当
で
あ

（
８７
）

る
。

（
四
）

平
野
龍
一
は
、
過
失
を
注
意
義
務
違
反
、
す
な
わ
ち
精
神
の

緊
張
を
欠
い
て
い
た
状
態
と
解
し
た
上

（
８８
）

で
、
重
過
失
は
過
失
の

程
度
の
高
い
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
精
神
の
緊
張
を
欠
い
て
い

た
と
は
、
意
志
的
努
力
を
怠
っ
て
い
た
こ
と
と
ほ
ぼ
同
様
の
意

味
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
平
野
は
、
具
体
的
に
、
�

結
果
発
生
の
可
能
性
が
高
い
と
き
、
�
酔
っ
払
い
運
転
な
ど
精

神
の
弛
緩
が
大
き
か
っ
た
と
き
を
挙
げ
る
。
�
は
、
結
果
発
生

の
可
能
性
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
果
を
予
見
し
な
か
っ

た
と
き
は
、
精
神
の
弛
緩
が
大
き
か
っ
た
と
い
え
、
�
は
、
精

神
の
弛
緩
が
大
き
い
た
め
、
危
険
が
大
き
く
て
も
予
見
が
で
き

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
え
る
と
し
て
、
重
過
失
と
い
え
る
と

す
（
８９
）

る
。
前
述
の
中
野
説
の
言
い
換
え
の
問
題
は
、
�
の
場
合
の

み
に
着
目
し
、
�
の
場
合
を
把
握
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る

か
ら
、
平
野
の
言
い
換
え
は
、
適
切
な
具
体
化
で
あ
る
と
い
え

る
。

Ｃ

軽
微
な
注
意
で
結
果
の
予
見
が
可
能
で
あ
っ
た
ど
う
か
に
着
目

す
る
説

（
一
）

団
藤
重
光
の
よ
う
に
、
重
過
失
は
わ
ず
か
の
注
意
で
結
果
発

生
の
表
象
（
認
識
・
予
見
）
が
可
能
で
あ
っ
た
場
合
を
言
う
と

す
る
見

（
９０
）

解
に
つ
い
て
も
、
軽
微
な
注
意
に
着
目
す
る
点
で
中
野

説
の
後
段
の
言
い
換
え
と
同
様
の
問
題
が
生
じ
る
。

（
二
）

内
藤
謙
も
、
行
為
者
が
結
果
発
生
を
容
易
に
予
見
し
え
た
場

合
、
従
っ
て
結
果
発
生
を
容
易
に
回
避
し
え
た
場
合
、
い
い
か

え
れ
ば
、
行
為
者
が
き
わ
め
て
わ
ず
か
の
注
意
を
用
い
る
こ
と

に
よ
っ
て
結
果
を
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
従
っ
て
、
そ
の
行

為
に
出
な
い
で
結
果
の
発
生
を
容
易
に
回
避
す
る
こ
と
が
で
き

た
で
あ
ろ
う
場
合
に
重
過
失
を
認
め
る
と
す
る
点
で
は
、
同
様

の
問
題
が
あ

（
９１
）

る
。
も
っ
と
も
、
内
藤
は
、
具
体
的
に
は
、
二
類

型
に
分
け
、
�
行
為
か
ら
結
果
が
発
生
す
る
危
険
性
が
高
度
で

あ
る
と
き
、
�
行
為
者
の
責
任
に
関
す
る
具
体
的
事
情
か
ら
し

て
結
果
発
生
を
容
易
に
予
見
し
う
る
の
に
予
見
せ
ず
に
行
為
に

出
て
、
結
果
を
発
生
さ
せ
た
と
き
を
挙
げ
る
。
予
見
の
容
易
な
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場
合
で
あ
る
�
に
加
え
て
、
�
の
場
合
を
指
摘
す
る
こ
と
が
、

予
見
の
容
易
性
の
み
で
は
説
明
で
き
な
い
こ
と
を
自
ら
明
ら
か

に
し
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
具
体
例
自
体
は
、
ほ
ぼ
平

野
説
に
対
応
し
て
お
り
、
内
藤
説
自
身
の
定
義
に
は
反
す
る
が
、

妥
当
で
あ
る
と
い
え
る
。

Ｄ

基
準
行
為
か
ら
の
逸
脱
の
程
度
に
着
目
す
る
説

（
一
）

藤
木
英
雄
は
、
重
大
な
過
失
と
は
、
注
意
義
務
違
反
の
自
体

の
違
法
性
が
特
に
強
度
で
あ
る
場
合
を
い
い
、
重
大
な
結
果
を

惹
起
し
や
す
い
事
情
の
下
に
お
い
て
そ
の
行
為
者
に
遵
守
を
要

求
さ
れ
る
注
意
義
務
の
基
準
か
ら
大
き
く
逸
脱
す
る
と
き
に
認

め
ら
れ
る
と
す
る
。
定
型
的
危
険
性
の
高
い
行
為
に
つ
い
て
は
、

反
復
継
続
し
な
い
為
、
業
務
性
が
欠
け
る
場
合
に
、
特
に
軽
微

な
過
失
を
除
き
重
過
失
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
。
ま
た
、
定
型

的
危
険
が
認
め
ら
れ
な
い
行
為
で
も
、
具
体
的
事
情
の
も
と
で

は
、
行
為
が
異
常
な
危
険
度
を
帯
び
る
こ
と
が
あ
り
う
る
と
す

（
９２
）

る
。

（
二
）

し
か
し
、
基
準
行
為
か
ら
の
逸
脱
の
基
準
が
明
ら
か
で
な
い
。

基
準
行
為
を
定
め
る
規
範
の
重
要
性
で
考
慮
す
る
と
い
う
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、L

eichtfertigkeit

に
関
す
る
ヴ
ェ
ク

シ
ャ
イ
ダ
ー
の
見
解
に
対
す
る
批
判
で
も
述
べ
た
よ
う

（
９３
）

に
、
規

範
の
重
要
性
を
導
く
更
な
る
基
準
を
具
体
的
に
定
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
結
局
、
具
体
的
事
案
に
お
い
て
、

危
険
性
が
高
い
も
の
を
逸
脱
の
程
度
が
高
い
と
後
付
け
る
だ
け

に
思
わ
れ
る
。

（
三
）

そ
も
そ
も
、
新
過
失
論
が
基
準
行
為
を
定
め
る
の
は
、
行
為

規
範
を
明
ら
か
に
す
る
為
で
あ
っ
て
、
基
準
行
為
通
り
に
行
動

す
る
か
ど
う
か
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
逸
脱
行
為
は
、
程
度
を

問
わ
ず
、
禁
止
さ
れ
る
べ
き
行
為
で
あ
る
以
上
、
逸
脱
の
程
度

は
、
本
来
、
考
慮
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
新
過
失
論
の
立
場
か
ら
も
、
基
準
行
為
の
逸
脱
の
程

度
に
重
過
失
の
根
拠
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

Ｅ

予
見
義
務
違
反
及
び
結
果
回
避
義
務
違
反
の
両
方
に
着
目
す
る

説

（
一
）

大
谷
實
は
、
通
常
の
過
失
に
比
べ
て
、
容
易
に
結
果
の
発
生

を
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
容
易
に
結
果
の
発
生
を
回
避

し
う
る
の
に
、
そ
の
注
意
義
務
を
怠
っ
て
結
果
を
発
生
さ
せ
た

場
合
を
い
う
と
す

（
９４
）

る
。

内
田
文
昭
は
、
違
法
性
に
関
し
て
は
、
当
然
に
結
果
の
予
見

が
可
能
な
場
合
に
、
当
然
に
要
請
さ
れ
る
結
果
防
止
措
置
を
講

ぜ
ず
、
あ
る
い
は
結
果
を
認
識
し
て
防
止
措
置
を
講
じ
る
努
力

を
お
よ
そ
払
わ
な
い
こ
と
を
要
求
し
、
責
任
に
関
し
て
は
、
行

為
者
個
人
の
能
力
に
照
ら
し
て
、
容
易
に
結
果
の
予
見
、
回
避

が
で
き
る
の
に
何
ら
そ
の
努
力
を
払
わ
な
い
場
合
、
又
は
本
人

自
身
が
認
識
し
た
結
果
に
付
き
回
避
措
置
を
何
ら
講
じ
な
い
こ

と
を
要
求
す

（
９５
）

る
。
体
系
的
な
位
置
付
け
は
と
も
か
く
、
大
谷
説

と
近
い
立
場
で
あ
ろ
う
。

（
二
）

山
口
厚
は
、
過
失
と
は
、
注
意
義
務
違
反
で
あ
り
、
結
果
予

見
義
務
違
反
、
結
果
回
避
義
務
違
反
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
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義
務
違
反
の
程
度
が
重
い
場
合
が
重
過
失
で
あ
る
と
す
る
。
す

な
わ
ち
、
容
易
に
予
見
し
う
る
の
に
予
見
し
な
か
っ
た
場
合
、

行
為
者
に
求
め
ら
れ
る
結
果
回
避
義
務
行
為
か
ら
の
隔
た
り
が

大
き
く
、
危
険
性
が
高
い
場
合
を
い
う
と
す

（
９６
）

る
。

西
田
典
之
は
、
前
述
の
平
野
説
と
同
一
の
結
論
を
採

（
９７
）

る
が
、

過
失
の
内
容
と
し
て
は
、
予
見
義
務
違
反
だ
け
で
な
く
結
果
回

避
義
務
違
反
も
考
慮
す

（
９８
）

る
。

（
三
）

大
谷
説
は
、
予
見
の
容
易
性
と
結
果
回
避
の
容
易
性
を
い
ず

れ
も
要
求
す
る
。
そ
れ
に
対
し
、
山
口
説
及
び
西
田
説
は
、
予

見
義
務
違
反
の
程
度
が
高
い
場
合
と
、
結
果
回
避
義
務
違
反
の

程
度
が
高
い
場
合
の
二
類
型
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
後
に

述
べ
る
よ
う
に
、
結
果
回
避
の
容
易
性
の
中
で
、
予
見
の
容
易

性
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
足
り
る
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す

れ
ば
、
山
口
説
が
予
見
義
務
違
反
又
は
結
果
回
避
義
務
違
反
の

高
い
場
合
と
捉
え
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
か
の
義
務
違
反
が
あ
れ

ば
、
結
果
回
避
が
で
き
な
い
と
い
う
意
味
で
は
、
妥
当
で
あ
る
。

四

行
為
が
重
大
な
結
果
を
招
く
お
そ
れ
を
含
む
こ
と
を
要
求
す
る

説
（
一
）

藤
木
英
雄
は
、「
死
傷
の
原
因
と
な
る
行
為
が
、
一
般
に
、

一
歩
誤
れ
ば
重
大
な
結
果
を
招
く
お
そ
れ
を
多
分
に
包
含
し
た

性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
つ
て
お
り
、
当
該
行
為
を
す

る
も
の
に
対
し
て
と
く
に
慎
重
な
態
度
を
期
待
さ
れ
る
性
質
の

も
の
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
、
当
該
具
体
的
な
事
情
の
下
で
は
、

そ
の
行
為
が
甚
だ
危
険
で
あ
る
こ
と
が
容
易
に
察
知
で
き
、
と

く
に
慎
重
な
態
度
を
要
求
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
要
す
る
に
、
行
為
の
具
体
的
な
人
身
に

対
す
る
危
険
性
が
著
し
く
大
な
る
行
為
を
な
す
際
の
過
失
で
あ

つ
て
、
そ
の
行
為
者
が
そ
の
危
険
性
を
知
つ
て
い
る
か
、
あ
る

い
は
容
易
に
知
り
得
べ
き
状
況
に
あ
つ
た
場
合
の
そ
れ
が
、
重

大
な
過
失
で
あ
る
と
い
う
べ
き
」、
と
す

（
９９
）

る
。

そ
の
後
、
藤
木
は
、
前
述
の
通
り
、
さ
ら
に
、
基
準
行
為
か

ら
の
逸
脱
の
大
き
さ
も
要
件
に
加
え
る
が
、
重
大
な
結
果
の
生

じ
や
す
い
状
況
で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
に
変
更
は
な
い
。

齊
藤
信
治
は
、
重
大
な
結
果
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
顕
著
な

事
情
の
存
在
と
注
意
義
務
違
反
の
程
度
の
と
く
に
大
き
い
こ
と

の
両
者
を
要
求
す

（
１００
）

る
。

（
二
）

こ
れ
に
対
し
て
、
須
々
木
主
一
も
「
重
大
の
結
果
的
事
態
を

出
現
せ
し
め
る
危
険
が
大
き
い
こ
と
」
を
要
求
す
る
が
、
重
過

失
が
挙
動
犯
に
も
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
以
上
、
重
要
な
の

は
、
発
生
す
べ
き
結
果
の
重
大
さ
で
あ
っ
て
、
結
果
を
生
じ
さ

せ
る
危
険
性
で
は
な
い
と
す

（
１０１
）

る
。

（
三
）

し
か
し
、
い
ず
れ
の
説
も
、
た
と
え
一
人
に
対
す
る
軽
傷
に

と
ど
ま
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
結
果
が
容
易
に
予
見
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
よ
う
な
状
況
で
、
結
果
の
予
見
・
回
避
を
し
な

か
っ
た
場
合
ま
で
、
単
純
過
失
に
と
ど
ま
る
と
い
う
の
は
、
二

一
一
条
が
致
傷
の
場
合
を
何
ら
限
定
せ
ず
に
定
め
て
い
る
こ
と

か
ら
す
れ
ば
、
明
ら
か
に
不
当
で
あ
る
。

（
四
）

西
原
春
夫
は
、
こ
の
説
と
些
細
な
注
意
を
払
う
こ
と
に
よ
っ
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て
注
意
義
務
を
尽
く
し
え
た
の
に
こ
れ
を
怠
っ
た
場
合
を
い
う

と
す
る
説
は
、
総
合
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
、
い
ず
れ
の
場
合

で
あ
っ
て
も
重
過
失
の
成
立
を
認
め

（
１０２
）

る
。

こ
の
見
解
は
、
危
険
性
と
い
う
注
意
を
要
求
す
る
程
度
を
高

め
る
事
情
と
わ
ず
か
な
注
意
す
ら
怠
っ
た
と
い
う
主
観
的
な
事

情
を
い
ず
れ
も
考
慮
す
る
と
い
う
点
で
、
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。

し
か
し
、
多
数
に
対
す
る
重
大
な
危
険
や
わ
ず
か
な
注
意
で
結

果
の
予
見
・
回
避
が
で
き
た
こ
と
は
、
完
全
に
独
立
の
要
素
で

は
な
く
、
関
連
・
連
動
す
る
部
分
が
あ
る
し
、
こ
の
二
類
型
だ

け
で
、
重
過
失
の
全
て
の
場
合
を
カ
バ
ー
し
尽
く
し
て
い
る
か

は
、
な
お
疑
問
が
あ
る
。
重
過
失
の
本
質
は
、
こ
の
表
面
に
現

れ
た
二
類
型
の
背
後
に
存
在
す
る
理
念
に
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

（
五
）

さ
ら
に
、
内
田
文
昭
は
、
上
記
の
結
果
予
見
・
回
避
義
務
違

反
の
重
大
性
に
加
え
、（
既
遂
の
場
合
に
は
）
発
生
し
た
結
果

が
現
に
重
大
で
あ
る
こ
と
を
要
求
す

（
１０３
）

る
。

こ
れ
に
対
し
て
は
、
重
大
な
結
果
を
生
じ
さ
せ
る
危
険
性
の

大
き
さ
を
要
求
す
る
須
々
木
主
一
か
ら
も
、
挙
動
犯
に
お
い
て
、

重
過
失
を
認
め
得
な
い
こ
と
に
な
る
と
批
判
さ
れ
て
い

（
１０４
）

る
。

重
過
失
致
死
傷
に
限
っ
て
み
て
も
、
法
定
刑
の
下
限
が
単
純

過
失
致
死
傷
と
同
一
で
あ
る
こ
と
や
致
傷
の
程
度
に
つ
い
て
何

ら
条
文
上
限
定
が
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
要
件
は
不
要

と
す
べ
き
で
あ

（
１０５
）

る
。

第
三
節

私
見

一

注
意
義
務
違
反
の
内
容

（
一
）

私
見
は
、
ま
ず
、
重
過
失
と
は
、
過
失
の
程
度
が
重
い
場
合
、

す
な
わ
ち
、
過
失
の
要
素
た
る
注
意
義
務
違
反
の
程
度
が
重
い

場
合
で
あ
る
と
解
す
る
。

そ
こ
で
、
注
意
義
務
違
反
の
内
容
と
し
て
、
何
を
考
え
る
べ

き
で
あ
る
か
が
問
題
と
な
る
。
ま
ず
、
予
見
義
務
違
反
の
み
を

問
題
と
す
る
見
解
は
、
妥
当
と
は
思
わ
れ
な
い
。
予
見
義
務
は
、

そ
れ
自
体
が
目
的
で
は
な
く
、
そ
の
予
見
に
よ
っ
て
、
結
果
を

回
避
す
る
こ
と
が
最
終
的
な
目
的
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
予
見

が
容
易
で
あ
っ
て
も
、
結
果
回
避
が
（
不
能
で
は
な
い
が
）
困

難
な
場
合
が
あ
り
う
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
現

に
予
見
し
て
い
た
と
し
て
も
、
結
果
回
避
が
困
難
な
の
だ
か
ら
、

無
過
失
か
せ
い
ぜ
い
単
純
過
失
と
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

予
見
し
て
も
結
果
発
生
の
回
避
可
能
性
が
高
ま
ら
な
い
場
合
ま

で
重
過
失
と
し
て
非
難
す
べ
き
で
は
な
い
。
逆
に
、
現
に
結
果

を
予
見
し
、
結
果
回
避
が
容
易
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

結
果
回
避
行
為
を
と
ら
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
仮
に
、
通
常
で

あ
れ
ば
予
見
が
困
難
だ
と
し
て
も
、
責
任
非
難
が
加
重
さ
れ
る

べ
き
で
あ

（
１０６
）

る
。

（
二
）

ま
た
、
結
果
回
避
が
容
易
で
あ
る
場
合
を
重
過
失
と
す
る
見

解
も
妥
当
で
な
い
。
こ
の
よ
う
な
見
解
か
ら
は
、
単
に
結
果
回

避
が
（
容
易
で
は
な
く
）
可
能
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
著
し

く
注
意
を
欠
い
た
よ
う
な
場
合
は
、
単
純
過
失
と
し
て
評
価
さ
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れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
結
果
を
回
避
す
べ
く
一
層
の
注

意
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
注
意
を
著

し
く
怠
っ
た
こ
と
を
通
常
よ
り
も
重
く
非
難
で
き
な
い
と
い
う

の
は
、
妥
当
で
な
い
。
結
局
、
結
果
回
避
が
容
易
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
怠
っ
た
場
合
は
、
重
過
失
と
し
て
重
く

処
罰
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
い
う
に
過
ぎ
ず
、
逆
は
成
り

立
た
な
い
。

（
三
）

そ
こ
で
、
私
見
は
、
注
意
義
務
違
反
の
程
度
の
重
い
場
合
と

は
、
予
見
可
能
性
を
前
提
と
し
た
結
果
回
避
義
務
違
反
の
程
度

が
著
し
い
場
合
を
い
う
と
解
す
る
。
予
見
可
能
性
が
な
け
れ
ば
、

責
任
を
問
え
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
予
見
可
能
性
が
存

在
す
れ
ば
、
そ
の
高
低
は
、
独
立
に
問
題
と
な
ら
な
い
と
考
え

る
。
予
見
可
能
性
の
高
低
は
、
結
果
回
避
行
為
の
容
易
性
な
ど

他
の
事
情
と
併
せ
て
結
果
回
避
可
能
性
の
高
さ
を
判
断
す
る
一

事
情
に
過
ぎ
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
こ
で
い
う
結
果
回
避
義
務
違
反
の
程
度
は
、
想
定

さ
れ
る
基
準
行
為
か
ら
の
逸
脱
の
大
き
さ
を
意
味
す
る
わ
け
で

も
な
い
。
基
準
行
為
と
い
う
も
の
を
設
け
て
も
、
そ
こ
か
ら
の

逸
脱
の
程
度
を
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
む

し
ろ
、
中
野
説
が
前
提
と
し
て
い

（
１０７
）

た
よ
う
に
、
行
為
で
は
な
く
、

結
果
回
避
に
必
要
な
意

（
１０８
）

思
的
、
精
神
的
努
力
を
基
準
と
す
べ
き

で
は
な
か
ろ
う
か
。
求
め
ら
れ
る
意
思
的
、
精
神
的
な
努
力
を

怠
る
こ
と
が
、
行
為
者
の
個
人
的
な
非
難
に
値
し
、
そ
の
怠
っ

た
程
度
が
基
準
に
比
し
て
高
け
れ
ば
、
非
難
可
能
性
も
高
い
と

言
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
、
意
思
的
、
精
神
的
努
力

は
、
結
果
回
避
に
向
け
ら
れ
た
努
力
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

あ
く
ま
で
も
、
回
避
の
た
め
に
、
予
見
が
必
要
と
な
る
に
過
ぎ

な
（
１０９
）

い
。

こ
こ
で
基
準
と
し
て
比
較
の
対
象
と
す
る
べ
き
は
、「
平

均
」
的
な
過
失
に
お
け
る
努
力
で
は
な
い
。
ヴ
ェ
ク
シ
ャ
イ

ダ
ー
も
言
う
よ
う
に
、
個
別
の
事
案
に
お
い
て
異
な
る
状
況
の

下
で
、
平
均
を
導
く
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
過
失
の
「
平
均
」

を
決
め
る
こ
と
自
体
に
意
味
が
な
い
か
ら
で
あ

（
１１０
）

る
。
従
っ
て
、

こ
こ
で
基
準
と
す
べ
き
は
、
当
該
事
案
、
当
該
行
為
者
に
と
っ

て
結
果
回
避
の
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
意
思
的
、
精
神
的
努
力

で
あ
る
。
そ
の
基
準
に
対
し
て
著
し
く
下
回
る
努
力
し
か
し
な

か
っ
た
こ
と
が
、
個
人
的
な
非
難
を
高
め
、
重
過
失
と
評
価
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
立
場
か
ら
は
、
重
過
失
と
単
純
過
失
を

区
別
す
る
の
は
、
当
該
個
人
を
基
準
と
し
て
責
任
段
階
に
お
い

て
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
前
述
の
通
り
、
結
果
回
避
可
能
性
が
高
い
こ
と
は
、

そ
の
程
度
の
回
避
の
努
力
す
ら
し
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
重
過

失
を
基
礎
づ
け
る
が
、
必
要
条
件
で
は
な
い
。
結
果
回
避
が
困

難
な
場
合
に
、
意
思
的
、
精
神
的
努
力
を
怠
っ
て
も
よ
い
理
由

に
は
な
ら
な
い
が
、
結
果
発
生
の
危
険
が
あ
る
行
為
を
す
る
以

上
、
結
果
回
避
に
向
け
た
努
力
は
、
一
定
水
準
以
下
で
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
絶
対
的
レ
ベ
ル
が
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
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二

具
体
的
判
断
方
法

（
一
）

意
思
的
、
精
神
的
な
努
力
を
基
準
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

基
準
が
不
明
確
に
な
る
と
の
批
判
が
な
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
前
述
の
通
り
、
基
準
行
為
か
ら
の
逸
脱
の
大
小
と
い
う

基
準
に
よ
る
明
確
化
は
、
逸
脱
の
程
度
を
定
め
ら
れ
な
い
以
上
、

重
過
失
と
単
純
過
失
の
区
別
に
用
い
る
こ
と
は
、
原
理
的
に
不

可
能
で
あ
る
。

確
か
に
、
意
思
的
、
精
神
的
な
努
力
の
程
度
と
し
て
捉
え
る

と
、
規
範
的
、
評
価
的
な
概
念
と
な
り
、
曖
昧
さ
が
増
す
こ
と

は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
刑
法
上
、
規
範
的
概
念
、
精
神

的
概
念
を
完
全
に
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
直

接
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
所
与
の
意
思
的
、
精
神
的

な
努
力
の
程
度
を
位
置
付
け
る
こ
と
は
、
理
論
的
に
は
可
能
で

あ
る
。

（
二
）

し
か
し
、
理
論
的
に
は
可
能
で
あ
っ
て
も
、
心
理
的
要
素
の

程
度
の
位
置
付
け
を
直
接
行
う
こ
と
は
、
現
実
に
は
不
可
能
で

あ
る
の
で
、
具
体
的
に
は
、
外
界
に
現
れ
た
事
実
か
ら
間
接
的

に
、
そ
の
程
度
を
判
断
す
る
ほ
か
な
い
。

例
え
ば
、
重
大
な
落
ち
度
に
関
す
る
ブ
ル
ク
シ
ュ
タ
ラ
ー
の

基
準
を
参
考
に
す
れ

（
１１１
）

ば
、
当
該
行
動
が
人
的
損
害
を
危
惧
さ
せ

る
蓋
然
性
の
程
度
が
高
い
場
合
や
生
じ
得
た
結
果
が
重
大
で
あ

る
場
合
は
、
要
求
さ
れ
る
意
思
的
、
精
神
的
な
努
力
の
程
度
も

高
く
な
る
。
当
該
行
動
の
社
会
的
価
値
及
び
社
会
的
通
常
性
並

び
に
注
意
義
務
違
反
の
回
避
の
た
め
に
具
体
的
に
必
要
で
あ
っ

た
コ
ス
ト
等
が
低
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
適
切
な
結
果
回
避
の

た
め
の
行
為
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
、
通
常
、
結
果
回
避
に
向
け

た
意
思
的
、
精
神
的
な
努
力
の
懈
怠
が
大
き
い
と
言
え
る
。

同
様
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
モ
ザ
イ
ク
理
論
を
参
照

す
れ

（
１１２
）

ば
、
複
数
の
規
範
に
違
反
す
る
場
合
も
、
意
思
的
、
精
神

的
な
努
力
の
懈
怠
の
程
度
が
大
き
い
こ
と
を
推
認
さ
せ
る
。
す

な
わ
ち
、
複
数
の
義
務
違
反
が
あ
れ
ば
、
意
思
的
、
精
神
的
努

力
が
そ
れ
な
り
に
す
ら
な
さ
れ
て
い
た
と
言
い
難
い
か
ら
で
あ

る
。

（
三
）

こ
の
よ
う
な
事
情
を
具
体
的
な
事
案
に
お
い
て
判
断
し
て
、

意
思
的
、
精
神
的
な
努
力
の
程
度
を
判
断
す
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
際
、
複
数
の
義
務
違
反
行
為
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ

ぞ
れ
を
過
失
行
為
と
し
て
判
断
す
る
必
要
は
な
く
、
そ
の
全
て

が
意
思
的
、
精
神
的
努
力
の
懈
怠
を
表
象
す
る
事
実
で
あ
る
。

三

非
親
告
罪
に
関
す
る
問
題

（
一
）

重
過
失
の
場
合
に
は
、
傷
害
結
果
が
発
生
し
た
に
と
ど
ま
る

場
合
で
も
非
親
告
罪
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
一
言
し

た
い
。

致
死
の
場
合
に
は
、
二
一
〇
条
が
単
純
過
失
で
あ
っ
て
も
非

親
告
罪
と
し
て
い
る
が
、
死
亡
と
い
う
重
大
な
結
果
に
着
目
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ

（
１１３
）

る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
致
傷
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う

に
刑
法
二
一
一
条
一
項
後
段
の
規
定
が
新
憲
法
制
定
に
よ
る
人

身
保
護
の
要
請
に
あ
る
の
だ
と
す
る
と
、
重
過
失
で
あ
っ
て
も
、
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被
害
者
本
人
が
告
訴
し
て
い
な
い
場
合
に
ま
で
、
公
訴
提
起
を

可
能
と
す
る
必
要
性
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
二
）

ド
イ
ツ
で
は
、§

２３０
A
bs.１

StG
B

が
職
権
訴
追
の
要
件

と
し
て
定
め
る
「
特
別
の
公
的
利
益
」
に
つ
い
て
、
我
が
国
で

あ
れ
ば
業
務
上
過
失
又
は
自
動
車
運
転
過
失
に
含
ま
れ
る
と
思

わ
れ
る
も
の
を
除
け
ば
、
同
種
前
科
と
特
別
にleichtfertig

な

場
合
が
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

（
１１４
）

る
。
し
か
し
、
同
種
前
科

に
つ
い
て
は
、§

２３０
A
bs.１

StG
B

が
、
故
意
の
（
軽
）
傷

害
も
含
む
規
定
で
あ
る
の
で
、
過
失
の
場
合
が
ど
こ
ま
で
考
慮

さ
れ
て
い
る
の
か
は
、
よ
く
分
か
ら
な
い
。

（
三
）

さ
ら
に
、
我
が
国
で
は
、
一
般
に
重
過
失
の
場
合
を
非
親
告

罪
と
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
限
定
は
な
い
。
ま
た
、
我
が
国

の
行
刑
で
は
、
注
意
力
が
上
が
り
、
今
後
の
過
失
を
減
ら
す
特

別
予
防
効
果
が
ど
れ
ほ
ど
あ
る
の
か
も
疑
問
で
あ
る
か
ら
、
死

亡
に
至
ら
ず
、
被
害
者
も
告
訴
に
よ
っ
て
処
罰
を
望
ん
で
い
な

い
事
案
ま
で
、
公
訴
提
起
及
び
処
罰
を
可
能
に
す
る
必
要
性
は

低
い
と
思
わ
れ
る
。

そ
う
す
る
と
重
過
失
一
般
に
つ
い
て
、
非
親
告
罪
と
す
る
積

極
的
理
由
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
業
務
上
過
失
致
死
傷
と

同
様
に
扱
う
と
い
う
立
法
技
術
的
な
理
由
に
よ
っ
て
、
非
親
告

罪
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

従
っ
て
、
告
訴
の
な
い
公
訴
提
起
に
は
、
慎
重
で
あ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
立
法
論
的
に
は
、
重
過
失
致
傷
を
親
告
罪
と
し
て
、

単
純
過
失
致
傷
と
平
仄
を
合
わ
せ
る
こ
と
も
考
慮
に
値
す
る
も

の
と
考
え
る
。

四

結
論

以
上
よ
り
、
私
見
は
、
重
過
失
で
あ
る
注
意
義
務
違
反
の
程
度
の

重
い
場
合
の
基
準
に
つ
い
て
、
結
果
回
避
に
向
け
た
意
思
的
、
精
神

的
努
力
に
着
目
し
、
事
案
に
応
じ
た
相
対
的
な
基
準
と
絶
対
的
な
基

準
の
二
つ
の
基
準
が
必
要
で
あ
る
、
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方

で
、
結
果
発
生
の
危
険
が
大
き
い
場
合
に
は
、
よ
り
慎
重
に
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
結
果
回
避
に
向
け
て
、
よ
り
大
き
な
意
思

的
、
精
神
的
努
力
が
要
求
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
て
、
行
為
者
の
払
っ

た
努
力
が
そ
の
要
求
さ
れ
る
努
力
の
水
準
か
ら
大
き
く
下
回
っ
て
い

る
場
合
に
は
、
そ
の
注
意
義
務
違
反
の
程
度
が
高
ま
る
。
他
方
で
、

危
険
発
生
の
危
険
が
大
き
く
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
結
果
発
生
の

危
険
を
有
す
る
行
為
で
あ
る
以
上
、
通
常
期
待
さ
れ
る
最
低
限
度
以

下
の
努
力
し
か
行
わ
れ
な
い
場
合
に
は
、
そ
も
そ
も
、
そ
の
よ
う
な

最
低
限
の
努
力
す
ら
し
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
で
注
意
義
務
違
反
の

程
度
が
高
い
。

こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
注
意
義
務
違
反
が

重
く
評
価
さ
れ
、
非
難
可
能
性
が
高
ま
る
か
ら
、
重
過
失
と
し
て
、

重
く
処
罰
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
を
模
式
的
に
表
し
た
も
の
が
下
図
で
あ
る
。

Ｘ
軸
が
結
果
回
避
の
困
難
さ
、
Ｙ
軸
が
結
果
回
避
の
た
め
の
意
思

的
、
精
神
的
努
力
の
程
度
を
示
す
。

直
線
Ａ
が
結
果
回
避
に
必
要
な
、
意
思
的
、
精
神
的
努
力
の
程
度

を
表
し
、
直
線
Ａ
よ
り
上
の
領
域
（
�
、
�
）
で
あ
れ
ば
、
通
常
結
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① ② 

③ 

⑥ 
⑤ ④ 

直線A

直線B

直線C

結果回避の困難さ　→ 

↑
 

結
果
回
避
努
力
の
量
 

果
回
避
が
可
能
で
あ
る
。
仮
に
、
結
果
が
発
生
し
た
と
し
て
も
相
当

因
果
関
係
が
な
い
。

直
線
Ｂ
は
、
危
険
性
の
程
度
に
よ
る
相
対
的
な
重
過
失
の
基
準
で

あ
る
。

直
線
Ｃ
は
、
危
険
な
行
為
を
行
う
以
上
要
求
さ
れ
る
絶
対
的
な
重

過
失
の
基
準
で
あ
る
。

直
線
Ｂ
、
Ｃ
の
い
ず
れ
か
を
下
回
り
、
直
線
Ａ
を
上
回
ら
な
い
場

合
に
は
、
重
過
失
が
認
定
さ
れ
る
（
�
、
�
、
�
）。

第
四
章

業
務
上
過
失

重
過
失
の
場
合
に
は
、
そ
の
加
重
理
由
は
、
文
言
通
り
過
失
が
重

大
で
あ
る
た
め
で
あ
る
と
い
え
る
た
め
、
そ
の
内
容
の
み
が
問
題
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
業
務
上
過
失
に
お
い
て
は
、
刑
の
加
重
根
拠
か

ら
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
根
拠
に
基
づ

い
て
、
業
務
の
内
容
を
確
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

以
下
で
は
、
ま
ず
、
判
例
を
検
討
し
た
後
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ

い
て
の
学
説
を
検
討
す
る
。

第
一
節

判
例
の
検
討

一

大
判
大
正
八
年
一
一
月
一
三
日
刑
録
二
五
輯
一
〇
八
一
頁

（
一
）

事
案
は
、
狩
猟
免
許
を
有
す
る
被
告
人
が
狩
猟
中
に
、
不
発

弾
の
填
換
を
し
よ
う
と
し
て
、
火
薬
を
置
い
た
と
こ
ろ
、
不
発

弾
の
雷
管
が
爆
発
し
て
、
火
薬
に
点
火
し
、
周
囲
に
い
た
七
名

に
や
け
ど
を
負
わ
せ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

（
二
）

大
審
院
は
、
刑
法
二
一
一
条
の
業
務
と
は
、「
人
カ
継
続
シ

テ
或
事
務
ヲ
行
フ
ニ
付
キ
有
ス
ル
社
会
生
活
上
ノ
地
位
ニ
シ
テ

其
自
ラ
選
定
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
云
ヒ
、
其
事
務
ノ
公
私
孰
レ
タ
ル

ト
報
酬
利
益
ヲ
伴
フ
ト
否
ト
ヲ
分
タ
ス
、
又
其
者
ノ
主
タ
ル
事

務
ナ
ル
ト
従
タ
ル
事
務
ナ
ル
ト
ニ
何
等
ノ
関
係
ア
ル
コ
ト
ナ
」

し
と
し
、「
狩
猟
ハ
之
ヲ
業
務
ト
ス
ル
者
ノ
他
尚
業
務
ニ
ア
ラ
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ス
シ
テ
娯
楽
ノ
為
ニ
之
ヲ
行
フ
者
ノ
存
在
ス
ル
ハ
言
ヲ
須
タ
サ

ル
所
」
で
あ
る
と
す
る
。
本
件
で
は
、
被
告
人
が
狩
猟
を
常
業

と
し
た
事
実
は
証
拠
不
十
分
で
あ
り
、（
単
純
）
過
失
傷
害
と

し
て
告
訴
が
な
い
た
め
公
訴
棄
却
し
た
原
審
を
是
認
し
た
。

（
三
）

本
判
決
は
、
業
務
の
意
義
に
つ
い
て
、
反
復
継
続
性
と
社
会

生
活
上
の
地
位
に
加
え
、
自
ら
選
定
し
た
こ
と
を
要
求
し
て
い

る
。
現
在
で
は
こ
の
要
件
が
指
摘
さ
れ
な
い
が
、
重
要
な
要
素

で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

二

最
判
昭
和
二
六
年
六
月
七
日
刑
集
五
巻
七
号
一
二
三
六
頁

（
一
）

事
案
は
、（
事
件
当
時
、
車
掌
が
本
務
で
あ
っ
た
）
被
告
人

が
上
司
に
無
断
で
、
電
車
の
運
転
を
し
、
制
限
速
度
を
超
過
し

て
カ
ー
ブ
を
通
過
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
電
車
が
転
覆
し
人

を
死
傷
さ
せ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

（
二
）

最
高
裁
は
、
刑
法
一
二
九
条
二
項
、
二
一
一
条
に
い
う
業
務

と
は
、「
各
人
が
社
会
生
活
上
の
地
位
に
基
き
継
続
し
て
行
う

事
務
の
こ
と
で
あ
つ
て
、
本
務
た
る
と
兼
務
た
る
と
を
問
わ
な

い
も
の
で
あ
り
」、「
上
司
の
許
可
を
経
な
い
で
判
示
列
車
の
運

転
に
従
事
し
た
か
ら
と
い
つ
て
」、
業
務
上
の
行
為
で
な
い
と

は
い
え
な
い
と
し
た
。

（
三
）

本
判
決
で
は
、
社
会
生
活
上
の
地
位
及
び
反
復
継
続
性
の
要

件
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
務
と
兼
務
を
問
わ
ず
、

上
司
の
許
可
を
得
る
必
要
は
な
い
と
い
う
以
上
の
内
容
は
明
ら

か
に
な
っ
て
い
な
い
。

三

最
判
昭
和
三
二
年
三
月
二
六
日
刑
集
一
一
巻
三
号
一
一
〇
八
頁

（
一
）

本
判
決
は
、
被
告
人
が
自
動
車
を
運
転
し
て
い
た
と
こ
ろ
川

に
転
落
し
た
と
い
う
事
案
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
重
要
な

点
は
、
上
告
理
由
と
し
て
、
刑
法
二
一
一
条
に
よ
る
刑
の
加
重

は
、
注
意
義
務
の
標
準
は
、
客
観
的
に
平
等
に
定
ま
り
、
業
務

者
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
差
別
す
る
べ
き
で
な
い
か
ら
、
業
務
者

で
あ
る
た
め
に
重
い
刑
を
科
す
の
は
、
憲
法
一
四
条
の
平
等
原

則
に
反
す
る
と
主
張
し
た
点
に
あ
る
。

（
二
）

最
高
裁
は
、
こ
の
上
告
理
由
に
対
し
て
、
刑
法
二
一
一
条
が

重
い
刑
罰
を
定
め
て
い
る
の
は
、「
人
の
地
位
、
身
分
に
よ
つ

て
差
別
を
設
け
た
も
の
で
は
な
く
、
い
か
な
る
地
位
、
身
分
に

あ
る
も
の
で
も
、
い
や
し
く
も
一
定
の
業
務
に
従
事
す
る
者
は

全
て
同
条
の
適
用
を
受
け
、
ま
た
業
務
の
種
類
に
よ
つ
て
も
な

ん
ら
異
な
る
取
扱
い
を
す
る
も
の
で
は
な
」
く
、
同
条
は
、

「
業
務
に
つ
い
て
特
別
の
注
意
義
務
を
定
め
た
の
で
あ
つ
て
、

人
が
誰
で
あ
る
か
は
問
う
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
そ
し
て
人
が
一

定
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
人
の
属
性

に
よ
る
刑
法
上
の
身
分
で
あ
つ
て
、
憲
法
一
四
条
の
社
会
的
身

分
と
は
言
え
な
い
」
と
し
た
。

（
三
）

本
判
決
は
、
業
務
者
に
特
別
の
注
意
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い

る
と
い
う
、
後
述
の
義
務
加
重
説
に
加
重
根
拠
を
求
め
て
い
る

と
い
え
る
。

四

最
判
昭
和
三
三
年
四
月
一
八
日
刑
集
一
二
巻
六
号
一
〇
九
〇
頁

（
一
）

事
案
は
、
部
品
会
社
の
監
査
役
で
あ
る
被
告
人
が
休
日
に
娯
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楽
の
た
め
に
狩
猟
免
許
を
有
し
て
狩
猟
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

同
伴
者
に
散
弾
銃
を
命
中
さ
せ
、
傷
害
を
負
わ
せ
た
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

原
（
１１５
）

審
は
、
前
掲
大
判
大
正
八
年
一
一
月
一
三
日
に
従
い
、
娯

楽
の
た
め
の
狩
猟
で
あ
る
本
件
は
、
業
務
と
は
言
え
ず
、
単
純

過
失
致
傷
に
当
た
る
と
し
て
、
告
訴
の
な
い
本
件
を
公
訴
棄
却

し
た
。

（
二
）

最
高
裁
は
、
刑
法
二
一
一
条
の
業
務
と
は
、「
本
来
人
が
社

会
生
活
上
の
地
位
に
基
き
反
覆
継
続
し
て
行
う
行
為
で
あ
つ

て
」、「
か
つ
そ
の
行
為
は
他
人
の
生
命
身
体
等
に
危
害
を
加
え

る
虞
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
け
れ
ど
も
、
行
為

者
の
目
的
が
こ
れ
に
よ
つ
て
収
入
を
得
る
に
あ
る
と
そ
の
他
の

欲
望
を
満
た
す
に
あ
る
と
は
問
わ
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」

と
し
て
、
前
掲
・
大
正
八
年
大
審
院
判
決
を
変
更
し
た
。
そ
し

て
、
本
件
で
は
、
被
告
人
が
毎
年
狩
猟
免
許
を
受
け
て
狩
猟
を

続
け
て
お
り
、
本
件
当
時
も
自
己
の
猟
犬
を
使
用
し
て
狩
猟
行

為
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
反
復
継
続
し
て
い
た
こ
と
が
推
測

さ
れ
、
本
件
狩
猟
行
為
は
業
務
に
当
た
る
と
し
た
。

（
三
）

本
判
決
は
、
業
務
上
過
失
は
、
職
務
等
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る

場
合
に
限
定
せ
ず
、
娯
楽
等
に
よ
る
場
合
も
含
む
と
し
た
。
調

査
官
解
説
は
、「
社
会
生
活
上
の
地
位
」
と
い
う
表
現
は
、
社

会
生
活
上
の
活
動
で
あ
る
職
務
、
職
業
又
は
営
業
を
他
と
区
別

す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
娯
楽
や
ス
ポ
ー
ツ
の

狩
猟
家
を
含
め
る
こ
と
は
、「
い
え
な
い
こ
と
は
な
い
に
し
て

も
、
本
来
の
意
味
か
ら
は
遠
ざ
か
る
感
を
免
れ
ず
、
限
定
の
意

義
が
薄
く
な
る
」
と
す

（
１１６
）

る
。
さ
ら
に
、
判
旨
が
「
本�

来�

人
が
社

会
生
活
上
の
地
位
に
基
き
」（
傍
点
三
井
）
と
し
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
、
本
来
は
そ
の
よ
う
な
要
件
を
必
要
と
す
る
が
、
常

に
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
意
味
に
解
さ
れ
な
い
こ
と
も
な
い
が
、

本
件
被
告
人
の
よ
う
な
狩
猟
家
も
社
会
生
活
上
の
地
位
で
あ
る

と
認
め
た
趣
旨
と
す
る
。

（
四
）

し
か
し
、
調
査
官
の
二
つ
の
読
み
方
以
外
に
も
、「
本
来
」

の
読
み
方
が
あ
り
得
る
。
す
な
わ
ち
、「
本
来
」
は
、
社
会
生

活
上
の
地
位
に
基
づ
い
て
行
う
こ
と
が
通
常
予
定
さ
れ
て
い
る

態
様
の
行
為
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
行
為
者
が
た
ま
た
ま
社

会
的
地
位
に
基
づ
い
て
行
っ
て
い
な
か
っ
た
場
合
も
含
む
と
解

す
る
の
で
あ
る
。
本
件
で
言
え
ば
、
毎
年
反
復
継
続
し
て
猟
銃

を
用
い
た
狩
猟
を
行
う
こ
と
は
、
通
常
は
、
職
業
的
狩
猟
家
が

行
う
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
人
が
娯

楽
と
し
て
行
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
狩
猟
行
為
を
あ
え

て
行
っ
た
以
上
は
、
業
務
に
当
た
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

筆
者
は
、
後
述
の
理
由
か
ら
、
こ
の
読
み
方
を
主
張
す

（
１１７
）

る
。

（
五
）

さ
ら
に
、
本
判
決
に
よ
っ
て
、
他
人
の
生
命
身
体
に
対
す
る

危
険
を
有
す
る
行
為
で
あ
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
、
現
在
の
判

例
・
通
説
で
支
持
さ
れ
て
い
る
三
要
件
が
全
て
最
高
裁
で
認
め

ら
れ
た
と
言
え
る
。

（
六
）

ま
た
、
本
判
決
の
新
た
な
主
張
は
、
娯
楽
等
も
業
務
に
含
ま

れ
う
る
と
す
る
点
に
限
ら
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
大
判
大
正

刑法２１１条１項における業務上過失及び重大な過失の概念

１５１



八
年
の
自
ら
選
定
し
た
も
の
を
言
う
と
す
る
部
分
は
、
本
判
決

の
業
務
の
定
義
の
部
分
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

五

最
決
昭
和
六
〇
年
一
〇
月
二
一
日
刑
集
三
九
巻
六
号
三
六
二
頁

（
一
）

事
案
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
被
告
人
は
、
ゴ
ム

会
社
の
工
場
部
門
の
責
任
者
と
し
て
、
易
燃
性
で
あ
る
ウ
レ
タ

ン
フ
ォ
ー
ム
の
取
扱
い
、
保
管
及
び
こ
れ
に
よ
る
火
災
の
防
止

等
の
業
務
に
従
事
し
て
い
た
者
で
あ
る
が
、
ガ
ス
切
断
機
に
よ

る
切
断
作
業
を
監
督
し
て
い
た
際
に
、
ウ
レ
タ
ン
フ
ォ
ー
ム
に

火
花
が
飛
び
散
っ
て
お
り
、
燃
え
移
っ
て
火
災
に
な
る
お
そ
れ

が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
ら
の
措
置
を
講
じ
な
か
っ
た

た
め
、
工
場
を
全
焼
さ
せ
、
七
名
を
死
亡
さ
せ
た
と
い
う
事
案

で
あ
る
。

（
二
）

最
高
裁
は
、
業
務
上
失
火
に
お
け
る
業
務
に
つ
い
て
、「
職

務
と
し
て
火
気
の
安
全
に
配
慮
す
べ
き
社
会
生
活
上
の
地
位
を

い
う
」
も
の
と
解
し
、
業
務
上
過
失
致
死
に
お
け
る
業
務
に
つ

い
て
、「
人
の
生
命
・
身
体
の
危
険
を
防
止
す
る
こ
と
を
義
務

内
容
と
す
る
業
務
も
含
ま
れ
る
」
と
し
た
。

本
件
で
は
、「
被
告
人
は
、
ウ
レ
タ
ン
フ
オ
ー
ム
の
加
工
販

売
業
を
営
む
会
社
の
工
場
部
門
の
責
任
者
と
し
て
、
易
燃
物
で

あ
る
ウ
レ
タ
ン
フ
オ
ー
ム
を
管
理
す
る
う
え
で
当
然
に
伴
う
火

災
防
止
の
職
務
に
従
事
し
て
い
た
」
と
し
て
、
本
件
事
案
の
経

過
の
下
で
は
、
業
務
上
失
火
お
よ
び
業
務
上
過
失
致
死
に
当
た

る
と
し
た
。

（
三
）

谷
口
裁
判
官
の
補
足
意
見
の
要
旨
は
、
前
章
で
述
べ
た
の
で
、

省
略
す
る
。

（
四
）

本
判
決
は
、
業
務
上
失
火
と
業
務
上
過
失
致
死
傷
に
お
け
る

業
務
上
過
失
概
念
を
明
ら
か
に
し
た
点
と
、「
危
険
を
防
止
す

る
」
こ
と
に
つ
い
て
も
業
務
性
を
基
礎
づ
け
る
と
し
た
点
に
意

義
が
あ
る
。

（
五
）

ま
た
、
谷
口
補
足
意
見
は
、
基
本
的
に
法
廷
意
見
の
見
解
を

肯
定
す
る
と
す
る
が
、
重
大
過
失
説
に
立
つ
も
の
で
あ
り
、
義

務
加
重
説
に
立
つ
と
さ
れ
て
い
る
従
来
の
判
例
の
問
題
点
に
つ

い
て
も
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
自
ら
選
択
し
た
こ
と
を
要

件
と
し
て
明
示
し
て
い
る
点
に
も
着
目
し
た
い
。

第
二
節

業
務
上
過
失
の
加
重
根
拠

一

重
大
過
失
説

（
一
）

平
野
龍
一
は
、
業
務
上
の
行
為
か
ら
結
果
が
発
生
す
る
こ
と

は
、
一
般
の
人
よ
り
も
容
易
に
知
り
う
る
は
ず
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
気
が
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
を
、
そ
れ
だ
け
過
失
が
重

大
だ
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
と
し
、
重
過
失
を
類
型
化
し
た
も

の
で
あ
る
と
し
て
い

（
１１８
）

る
。

福
田
平
が
、
業
務
者
が
高
度
の
注
意
能
力
を
持
つ
か
ら
、
通

常
人
と
同
一
の
注
意
に
違
反
し
た
ば
あ
い
で
あ
っ
て
も
、
通
常

人
と
比
べ
て
、
そ
の
違
反
の
程
度
が
著
し
く
、
そ
の
行
為
の
社

会
的
相
当
性
か
ら
の
逸
脱
の
程
度
が
は
な
は
だ
し
い
結
果
、
行

為
無
価
値
及
び
違
法
性
が
大
き
い
と
す
る
の
は
、
こ
の
立
場
を

新
過
失
論
か
ら
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ

（
１１９
）

う
。
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こ
れ
ら
の
見
解
か
ら
は
、
論
者
の
重
過
失
の
位
置
付
け
に
よ

り
、
違
法
又
は
責
任
が
加
重
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
二
）

こ
の
見
解
に
対
し
て
は
、
業
務
者
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、

常
に
結
果
の
予
見
及
び
回
避
可
能
性
が
常
に
高
い
と
は
限
ら
な

い
と
い
う
批
判
が
な
さ
れ
て
い

（
１２０
）

る
。
ま
た
、
業
務
以
外
で
も
反

復
継
続
す
れ
ば
、
加
重
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
と
い
う
指
摘

も
あ

（
１２１
）

る
。

（
三
）

そ
こ
で
、
内
田
文
昭
は
、
業
務
上
過
失
も
類
型
的
な
重
過
失

の
一
種
で
あ
り
、
構
成
要
件
上
は
、
業
務
上
過
失
に
分
類
す
る

が
、
違
法
性
・
責
任
が
重
大
で
あ
る
か
を
検
討
し
、
重
大
性
が

認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
改
め
て
単
純
過
失
の
構
成
要
件
と

し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
す

（
１２２
）

る
。

し
か
し
、
こ
の
見
解
は
、
業
務
上
過
失
を
定
め
る
意
味
が
乏

し
く
、
現
行
法
の
解
釈
と
し
て
は
、
採
り
が
た

（
１２３
）

い
。

二

違
法
重
大
説

（
一
）

宮
本
英
脩
は
、
被
害
法
益
が
重
大
又
は
多
数
で
あ
る
た
め
に
、

重
く
処
罰
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
す

（
１２４
）

る
。

し
か
し
、
こ
の
説
に
対
し
て
は
、
業
務
上
過
失
で
あ
っ
て
も

常
に
被
害
法
益
が
大
き
い
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
批
判
が
な
さ

れ
て
い

（
１２５
）

る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
批
判
に
対
し
て
は
、
宮
本
の
立

場
で
は
、
業
務
に
つ
い
て
、
性
質
上
、
通
例
何
人
か
の
生
命
又

は
身
体
に
対
す
る
危
険
を
伴
う
こ
と
を
要
求
す

（
１２６
）

る
か
ら
、
違
法

性
が
重
大
で
あ
る
と
言
い
得
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
被
害
法
益
が
多
数
で
あ
っ
て
も
、
責
任
も
重
く
な

る
場
合
で
な
け
れ
ば
、
被
害
法
益
自
体
に
よ
っ
て
刑
罰
を
加
重

す
る
こ
と
は
、
責
任
主
義
に
反
す
る
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
い

（
１２７
）

る
。
ま
た
、
む
し
ろ
未
熟
な
非
業
務
者
に
よ
る
行
為
の
方
が
法

益
侵
害
の
危
険
性
が
大
き
い
と
い
う
批
判
も
な
さ
れ
て
い

（
１２８
）

る
。

（
二
）

小
林
憲
太
郎
は
、
業
務
と
は
、
そ
れ
自
体
が
類
型
的
に
他
人

の
生
命
身
体
と
関
わ
り
を
有
し
て
い
て
、
そ
の
遂
行
方
法
が
ま

ず
い
と
、
他
人
の
生
命
身
体
を
侵
害
し
が
ち
な
事
務
で
あ
る
た

め
に
、
反
復
継
続
さ
れ
る
こ
と
で
よ
り
強
度
の
注
意
が
要
求
さ

れ
る
も
の
を
言
う
と
し
、
加
重
根
拠
は
違
法
性
の
高
さ
に
求
め

ら
れ
る
と
す

（
１２９
）

る
。

こ
の
説
明
は
、
危
険
性
と
反
復
継
続
性
が
要
求
さ
れ
る
理
由

を
う
ま
く
説
明
で
き
、
重
要
な
指
摘
を
含
ん
で
い
る
が
、
発
生

し
た
結
果
が
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
な
お
違
法
性
が
高
い
理
由
を

明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
三
）

林
幹
人
は
、
危
険
性
の
高
さ
だ
け
で
な
く
、
重
い
結
果
を
引

き
起
こ
す
危
険
も
含
ん
で
い
る
こ
と
が
、
不
法
を
高
め
る
と
す

（
１３０
）

る
。
し
か
し
、
重
い
結
果
の
危
険
の
要
求
に
関
し
て
は
、
宮
本

説
と
同
様
の
問
題
が
あ
る
。
な
お
、
林
は
、
器
物
損
壊
の
危
険

で
は
足
り
な
い
と
す
る
が
、
道
交
法
一
一
六
条
が
業
務
上
過
失

建
造
物
損
壊
を
処
罰
し
て
お
り
、
建
造
物
損
壊
も
重
い
結
果
に

あ
た
る
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
極
め
て
軽
い
結
果
を
除
く
と
い

う
程
度
の
意
味
し
か
有
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
四
）

西
原
春
夫
は
、
業
務
者
に
は
、
通
常
人
の
行
え
な
い
権
利
が

排
他
的
に
付
与
さ
れ
て
い
る
反
面
と
し
て
刑
が
加
重
さ
れ
、
業
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務
上
の
注
意
は
、「
高
度
」
な
も
の
で
は
な
い
が
、「
特
別
な
」

義
務
で
あ
る
か
ら
、
通
常
の
注
意
義
務
違
反
よ
り
も
違
法
性
の

程
度
が
高
い
と
す

（
１３１
）

る
。

し
か
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
業
務
」
は
、
通
常
人
が
行
い

得
な
い
も
の
に
限
ら
れ
、
か
つ
そ
の
よ
う
な
業
務
だ
か
ら
こ
そ

課
さ
れ
て
い
る
注
意
義
務
の
違
反
で
な
け
れ
ば
、
違
法
性
を
高

め
得
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
説
の
論
者
が
そ
こ
ま
で
限
定

す
る
意
図
で
あ
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
限
定

は
、
業
務
上
過
失
往
来
危
険
の
解
釈
と
し
て
は
と
も
か
く
、
業

務
上
過
失
致
死
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
る
。

ま
た
、
違
法
性
が
重
大
で
あ
る
と
言
う
こ
と
に
対
し
て
、
致

死
の
場
合
に
は
、
二
一
〇
条
と
二
一
一
条
の
法
定
刑
の
下
限
は

同
一
で
あ
る
か
ら
、
軽
微
な
違
法
性
も
含
ま
れ
て
い
る
は
ず
で

あ
る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い

（
１３２
）

る
。

（
五
）

柏
井
康
夫
も
、
特
別
の
知
識
・
経
験
を
有
す
る
者
に
は
、

「
高
度
」
で
は
な
い
が
、「
特
別
」
の
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る

と
す
る
。
そ
し
て
、
義
務
加
重
説
に
対
し
て
な
さ
れ
て
い
る
業

務
者
と
非
業
務
者
で
、
注
意
義
務
の
内
容
は
変
わ
ら
な
い
は
ず

で
あ
る
と
の
批
判
に
対
し
て
は
、
業
務
者
は
、
特
別
の
注
意
能

力
を
発
揮
し
て
、
結
果
を
回
避
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
こ
れ
を

行
っ
た
こ
と
が
非
難
さ
れ
、
後
者
は
、
そ
も
そ
も
そ
の
よ
う
な

特
別
の
注
意
を
必
要
と
す
る
行
為
を
行
う
べ
き
で
は
な
か
っ
た

と
し
て
非
難
さ
れ
る
と
い
う
点
で
異
な
っ
て
い
る
と
す

（
１３３
）

る
。

従
っ
て
、
業
務
性
に
よ
っ
て
、
違
法
性
が
加
重
さ
れ
、
重
過
失

は
、
責
任
が
加
重
さ
れ
る
と
す

（
１３４
）

る
。

柏
井
は
、
明
確
に
、
特
別
の
知
識
・
経
験
を
有
す
る
者
に
業

務
者
を
限
定
す
る
。
そ
し
て
、
反
覆
継
続
性
は
、
特
別
の
知

識
・
経
験
を
推
認
さ
せ
る
事
情
で
あ
る
と
す
る
。

し
か
し
、
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
明
ら
か
に
職
業
等
と
し
て

反
復
継
続
し
て
行
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
特
別
の
知
識

を
学
習
し
な
か
っ
た
者
は
、
業
務
者
で
は
な
く
、
重
過
失
と
し

て
処
罰
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
結
論
は
、

条
文
の
文
言
及
び
構
造
か
ら
あ
ま
り
に
乖
離
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
何
が
特
別
の
知
識
・
経
験
で
あ
る
の
か
の
基
準
が
全
く
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
例
え
ば
、
一
般
の
医
師
の
特

別
の
知
識
・
経
験
と
専
門
医
と
し
て
の
さ
ら
な
る
特
別
の
知

識
・
経
験
の
関
係
な
ど
が
問
題
に
な
り
得
る
。

ま
た
、
仮
に
、
特
別
の
知
識
・
経
験
を
有
す
る
者
を
排
他
的

に
行
う
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
者
と
解
す
る
の
だ
と
す
れ
ば
、

西
原
説
と
同
様
の
批
判
が
な
さ
れ
よ
う
。

三

責
任
重
大
説

（
一
）

曽
根
威
彦
は
、
西
原
説
と
同
様
に
、
通
常
人
に
は
行
い
得
な

い
特
別
な
権
利
が
排
他
的
に
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
と

す
る
が
、
違
法
性
で
は
な
く
、
注
意
義
務
を
尽
く
す
こ
と
に
対

す
る
期
待
が
一
般
に
比
べ
て
い
っ
そ
う
強
い
と
い
う
見
地
か
ら
、

義
務
に
違
反
し
た
場
合
に
責
任
非
難
が
高
め
ら
れ
る
と
す
る
。

（
二
）

曽
根
が
こ
の
加
重
根
拠
を
主
張
す
る
の
は
、
業
務
概
念
を
限

定
す
る
と
い
う
意
図
と
結
び
つ
く
。
す
な
わ
ち
、
義
務
を
尽
く
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す
こ
と
に
対
す
る
期
待
が
高
い
こ
と
に
加
重
の
根
拠
を
求
め
る

た
め
、
社
会
生
活
上
の
地
位
に
つ
い
て
、
社
会
生
活
上
の
活
動

で
あ
る
職
務
・
職
業
・
営
業
と
し
て
行
わ
れ
る
主
た
る
事
務
及

び
そ
れ
に
付
随
す
る
従
た
る
事
務
に
限
定
す

（
１３５
）

る
。
し
か
し
、
義

務
を
尽
く
す
期
待
が
高
い
理
由
に
つ
き
排
他
性
を
根
拠
と
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
単
に
社
会
生
活
上
の
活
動
で
は
な
く
、
排
他
的

に
特
権
と
し
て
付
与
さ
れ
た
職
務
・
職
業
・
営
業
に
さ
ら
な
る

限
定
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
免

許
制
度
等
が
あ
る
も
の
は
、
排
他
的
に
権
利
が
与
え
ら
れ
て
い

る
た
め
、
義
務
を
尽
く
す
期
待
が
高
い
と
い
え
、
論
者
の
意
図

す
る
自
動
車
の
除
外
に
も
結
び
つ
か
な
い
。

ま
た
、
責
任
が
重
大
と
す
る
場
合
も
、
違
法
性
が
重
大
で
あ

る
と
す
る
説
と
同
様
に
法
定
刑
の
下
限
が
同
一
で
あ
る
と
い
う

批
判
を
免
れ
な
い
。

（
三
）

山
中
敬
一
は
、
刑
事
政
策
的
見
地
か
ら
、
特
に
高
い
注
意
義

務
を
要
求
し
、
さ
ら
に
業
務
者
の
高
い
注
意
能
力
が
一
定
程
度

擬
制
さ
れ
て
お
り
、
可
罰
的
責
任
が
高
ま
る
と
す

（
１３６
）

る
。

し
か
し
、
刑
事
政
策
的
見
地
の
内
容
及
び
な
ぜ
そ
の
よ
う
な

擬
制
が
可
能
と
な
る
の
か
が
不
明
で
あ
る
。

四

義
務
加
重
説

（
一
）

大
場
茂
馬
は
、
特
定
の
業
務
を
有
す
る
者
は
、
業
務
上
必
要

な
注
意
を
為
す
義
務
が
あ
り
、
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
そ
の
義
務

を
怠
っ
て
、
人
を
死
に
致
す
と
き
は
、
そ
の
罪
が
常
人
に
比
し

重
い
と
す
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
特
定
の
業
務
を
有
す
る
者
は
、

そ
の
業
務
を
有
す
る
当
然
の
結
果
と
し
て
常
人
が
有
し
な
い
業

務
上
の
義
務
を
有
す
る
こ
と
が
あ
る
と
す

（
１３７
）

る
。
そ
の
注
意
義
務

の
内
容
は
、
法
令
若
し
く
は
慣
習
に
よ
り
定
ま
る
と
す

（
１３８
）

る
。

し
か
し
、
こ
の
説
明
で
は
、
後
者
に
当
た
ら
な
い
業
務
者
も

存
在
す
る
が
、
そ
の
場
合
の
注
意
義
務
の
内
容
及
び
そ
の
罪
が

常
人
よ
り
も
重
い
根
拠
が
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。

（
二
）

小
野
清
一
郎
は
、
業
務
者
は
業
務
者
と
し
て
普
通
人
よ
り
も

す
ぐ
れ
た
認
識
能
力
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
業
務
上
格
別
に
慎
重

で
あ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
、
期
待
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
た
と
え

心
理
的
に
は
通
常
人
の
過
失
の
程
度
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
対

す
る
道
義
的
非
難
は
大
き
い
こ
と
が
加
重
さ
れ
て
い
る
理
由
と

な
る
と
す

（
１３９
）

る
。

（
三
）

団
藤
重
光
は
、
業
務
者
で
あ
る
た
め
に
特
に
重
い
注
意
義
務

違
反
が
課
さ
れ
る
身
分
犯
で
あ
る
と
解
し
て
い

（
１４０
）

る
。
し
か
し
、

業
務
者
が
事
実
上
つ
ね
に
認
識
の
範
囲
が
広
く
確
実
だ
と
は
い

え
な
い
か
ら
、「
認
識
の
範
囲
が
広
く
確
実
で
あ
る
」
べ
き
と

い
う
高
度
の
注
意
義
務
が
要
求
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
従
っ
て
、

行
為
者
の
具
体
的
能
力
は
顧
慮
さ
れ
ず
、
行
為
者
に
業
務
上
必

要
な
注
意
を
す
る
だ
け
の
能
力
が
な
く
て
も
、
業
務
者
と
し
て

の
予
見
及
び
回
避
可
能
で
あ
れ
ば
、
責
任
は
阻
却
さ
れ
な
い
と

す
（
１４１
）

る
。

前
掲
・
昭
和
三
二
年
三
月
二
六
日
最
高
裁
判
決
も
こ
れ
に
近

い
立
場
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
四
）

こ
の
見
解
に
対
し
て
は
、
同
一
の
客
観
的
事
情
の
下
に
お
い
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て
同
一
の
行
為
を
す
る
者
に
要
求
さ
れ
る
注
意
義
務
は
、
業
務

者
で
あ
れ
非
業
務
者
で
あ
れ
異
な
る
理
由
は
な
い
と
批
判
さ
れ

て
い

（
１４２
）

る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
植
松
正
は
、
業
務
に
関
連
す
る
特
定
の
事

項
に
関
し
て
は
、
注
意
可
能
の
範
囲
が
一
般
人
よ
り
も
広
く
か

つ
広
い
と
言
え
る
か
ら
、
業
務
上
特
別
の
注
意
義
務
を
考
え
る

こ
と
自
体
は
、
全
く
理
由
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
と
し
つ
つ
も
、

こ
れ
は
、
業
務
者
に
つ
い
て
過
失
を
認
め
る
不
注
意
の
範
囲
が

一
般
人
よ
り
も
広
い
こ
と
の
根
拠
に
は
な
る
が
、
刑
罰
加
重
さ

れ
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
と
す

（
１４３
）

る
。

さ
ら
に
、
内
藤
謙
は
、
通
常
の
過
失
の
標
準
で
折
衷
説
を

採
っ
て
も
、
業
務
上
過
失
で
は
固
い
客
観
説
と
な
り
、
そ
の
よ

う
な
責
任
原
理
の
大
幅
な
修
正
は
疑
問
で
あ
る
と
す

（
１４４
）

る
。

五

義
務
加
重
説
及
び
重
大
過
失
説
に
純
化
で
き
な
い
と
す
る
説

（
一
）

山
口
厚
は
、
義
務
加
重
説
は
、
一
定
の
危
険
な
行
為
に
つ
い

て
、
行
為
者
の
能
力
と
は
別
に
、
業
務
上
過
失
が
実
際
に
は
広

く
適
用
さ
れ
て
い
る
現
実
を
説
明
し
う
る
が
、
そ
う
し
た
現
実

が
不
当
で
は
な
い
と
い
い
う
る
為
に
は
、
過
失
の
重
大
性
が
肯

定
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
重
大
過
失
説
の
指
摘
は
無
視
し

え
な
い
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
業
務
行
為
の
危
険
性
又
は
反
復

継
続
性
に
よ
り
重
過
失
を
類
型
的
に
肯
定
し
う
る
よ
う
な
事
例

に
つ
い
て
、
業
務
上
過
失
致
死
傷
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
と
し
、

行
為
の
危
険
性
と
反
復
継
続
性
は
、
相
互
補
完
的
な
要
素
で
あ

る
と
す

（
１４５
）

る
。

山
口
は
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
業
務
上
過
失
を
「
類
型
化

さ
れ
た
重
過
失
」
と
解
す

（
１４６
）

る
。

（
二
）

山
口
が
行
為
の
危
険
性
と
反
復
継
続
性
を
相
互
補
完
的
に
捉

え
る
点
に
つ
い
て
は
、
正
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

危
険
性
に
つ
い
て
は
、
非
業
務
者
が
危
険
な
行
為
を
行
っ
て
も

必
ず
し
も
重
過
失
に
当
た
る
と
は
限
ら
な
い
し
、
反
復
継
続
性

の
根
拠
を
重
大
過
失
説
と
同
様
に
結
果
予
見
及
び
結
果
回
避
能

力
の
向
上
の
期
待
に
求
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
実
際
に
予
見
能
力

が
高
い
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
批
判
が
可
能
で
あ
り
、
な
ぜ
、

反
復
継
続
性
が
あ
れ
ば
、
行
為
の
危
険
性
を
補
い
う
る
の
か
を

説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

六

一
般
予
防
説

（
一
）

植
松
正
は
、
業
務
者
が
通
常
人
よ
り
も
そ
の
業
務
に
関
し
て

注
意
が
行
き
届
く
こ
と
か
ら
、
注
意
義
務
が
加
重
さ
れ
る
こ
と

に
加
え
、
特
別
の
業
務
に
従
事
す
る
も
の
に
は
、
特
に
重
い
刑

事
責
任
を
負
担
さ
せ
て
、
一
般
人
よ
り
多
く
の
注
意
を
喚
起
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
と
解
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
と
す

（
１４７
）

る
。

ま
た
、
中
野
次
雄
も
、
業
務
に
よ
る
場
合
は
事
故
発
生
の
機

会
が
多
い
こ
と
と
、
慣
れ
に
よ
っ
て
注
意
を
怠
り
が
ち
に
な
る

た
め
、
絶
え
ざ
る
注
意
を
要
求
す
る
一
般
予
防
を
目
的
と
し
た

も
の
だ
と
す

（
１４８
）

る
。

（
二
）

町
野
朔
も
、
基
本
的
に
重
大
過
失
説
の
立
場
に
立
つ
が
、
業

務
者
が
常
に
予
見
能
力
が
向
上
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
重
く
処
罰
さ
れ
る
理
由
は
、
危
険
な
行
為
に
従
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事
す
る
者
に
警
告
を
発
す
る
と
い
う
一
般
予
防
的
な
考
慮
に
よ

る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
と
す

（
１４９
）

る
。

（
三
）

斎
藤
信
治
は
、
生
命
・
身
体
に
対
す
る
危
険
を
と
く
に
含
む

行
動
を
反
復
継
続
す
る
意
思
と
そ
の
客
観
的
裏
づ
け
の
あ
る
者

が
、
そ
の
行
動
に
際
し
、
一
般
の
単
純
な
過
失
致
死
傷
と
比
べ

て
、
特
別
予
防
・
一
般
予
防
的
な
働
き
か
け
を
特
に
強
め
る
必

要
性
・
合
理
性
が
あ
る
と
す

（
１５０
）

る
。

し
か
し
、
た
だ
、
業
務
と
し
て
行
っ
た
と
言
う
だ
け
で
重
い

刑
罰
を
科
さ
れ
た
と
し
て
も
、
特
別
予
防
の
効
果
は
疑
わ
し
い

と
思
わ
れ
る
。

（
四
）

こ
れ
ら
の
見
解
に
対
し
て
は
、
刑
事
政
策
上
の
理
由
だ
け
で

は
足
り
な
い
と
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い

（
１５１
）

る
。

確
か
に
、
責
任
主
義
の
見
地
か
ら
、
さ
ら
な
る
根
拠
を
必
要

と
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
否
定
で
き
な
い
が
、
一
つ
の
根
拠
と

し
て
、
危
険
な
業
務
を
行
う
も
の
に
対
す
る
警
告
と
い
う
意
義

を
否
定
す
る
こ
と
も
ま
た
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

七

私
見

（
一
）

重
大
過
失
説
に
は
、
必
ず
し
も
現
に
予
見
可
能
性
・
回
避
可

能
性
が
高
い
と
は
言
え
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
違
法
又
は

責
任
加
重
説
も
違
法
又
は
責
任
が
必
ず
し
も
高
く
な
い
場
合
が

あ
る
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。
義
務
加
重
説
も
、
予
見
義
務
及

び
結
果
回
避
義
務
に
関
し
て
業
務
者
と
非
業
務
者
で
異
な
る
理

由
は
な
い
。
山
口
説
は
、
行
為
の
危
険
性
と
反
復
継
続
性
を
相

互
補
完
的
に
捉
え
る
点
で
は
、
妥
当
で
あ
る
が
、
そ
の
根
拠
が

十
分
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
一
般
予
防
説

は
、
政
策
的
意
図
を
刑
法
の
体
系
上
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。

（
二
）

そ
こ
で
、
私
見
は
、
行
為
者
の
義
務
や
能
力
で
は
な
く
、
前

掲
・
大
正
八
年
大
審
院
判
決
が
「
自
ラ
選
定
」
し
た
こ
と
に
言

及
す
る
こ
と
に
着
目
す
る
。
す
な
わ
ち
、
自
ら
選
択
し
て
、
あ

え
て
危
険
な
行
為
を
行
っ
た
以
上
、
自
ら
の
過
失
に
よ
り
そ
の

危
険
が
現
実
化
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
結
果
を
引
き
受
け
る
べ

き
で
あ
っ
て
、
単
純
過
失
よ
り
も
重
い
個
人
的
非
難
を
受
け
る

べ
き
で
あ
る
と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
一
種
の
責
任

加
重
説
と
言
え
る
が
、
そ
の
加
重
根
拠
を
行
為
者
自
ら
の
選
択

に
求
め
る
の
で
あ
る
。

こ
の
任
意
の
選
択
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の

判
例
の
ほ
か
、
若
干
の
学
説
で
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
大
場
茂
馬
は
、
業
務
と
は
、
官
職
、
職
業
、
営
業
等
に
し

て
自
ら
選
択
し
た
あ
る
人
の
生
活
に
お
け
る
地
位
を
謂
う
と
し
、

自
然
に
有
す
る
身
分
上
の
関
係
は
、
業
務
で
は
な
い
と
す

（
１５２
）

る
。

さ
ら
に
、
宮
本
英
脩
は
、
業
務
を
職
業
と
職
務
に
分
類
し
、
職

業
と
は
、
任
意
に
反
復
す
る
意
思
を
持
っ
て
す
る
こ
と
、
職
務

と
は
、
義
務
と
し
て
反
復
す
る
意
思
を
持
っ
て
す
る
こ
と
を
い

う
と
す

（
１５３
）

る
。
こ
こ
で
、
宮
本
説
で
の
職
務
に
つ
い
て
も
、
こ
の

義
務
が
、
職
業
に
付
着
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
職
業
に
就
い
た

こ
と
で
、
任
意
の
選
択
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
任
意
の

選
択
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
は
、
あ
る
い
は
戦
前
で
あ
れ
ば
、

徴
兵
制
や
世
襲
的
身
分
等
に
よ
り
存
在
し
得
た
か
も
し
れ
な
い
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が
、
現
在
で
は
、
ほ
ぼ
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
中

野
次
雄
は
、
業
務
と
は
、
危
険
な
行
為
を
反
復
継
続
す
る
よ
う

な
「
地
位
を
行
為
者
が
選
択
し
た
も
の
を
い
う
」
と
し
て
い

（
１５４
）

る
。

こ
の
よ
う
に
危
険
性
に
着
目
す
る
と
、
責
任
加
重
と
す
る
よ

り
も
、
違
法
加
重
と
す
る
方
が
よ
り
直
接
的
で
あ
る
よ
う
に
も

思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る§

８１
A
bs.

１
Z１
Ö
StG
B

の
議

（
１５５
）

論
と
同
様
、
我
が
国
の
二
一
一
条
一
項
に

よ
る
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
も
、
危
険
犯
で
は
な
く
、
侵
害
犯

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
危
険
性
が
あ
っ
て
も
、
人
の
死
傷

と
い
う
結
果
無
価
値
を
高
め
る
要
素
で
は
な
い
。
ま
た
、
い
わ

ゆ
る
行
為
無
価
値
論
の
立
場
に
立
っ
た
と
し
て
も
、
危
険
性
を

含
む
と
は
い
え
、
通
常
適
法
な
「
業
務
」
そ
れ
自
体
を
と
ら
え

て
、
行
為
無
価
値
、
す
な
わ
ち
「
違
法
」
を
高
め
る
要
素
と
考

え
る
べ
き
で
は
な

（
１５６
）

い
。

一
般
予
防
の
見
地
か
ら
は
、
あ
え
て
危
険
な
行
為
を
選
択
す

る
者
に
対
し
て
、
過
失
行
為
に
つ
い
て
処
罰
を
加
重
す
る
こ
と

を
示
す
こ
と
で
、
選
択
の
際
に
考
慮
を
促
し
、
注
意
義
務
を
怠

ら
な
い
よ
う
に
よ
り
強
い
警
告
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。

以
下
で
は
、
こ
の
見
地
か
ら
、
業
務
上
過
失
の
要
件
を
検
討

し
た
い
。

第
三
節

業
務
上
過
失
の
要
件

一
「
業
務
上
必
要
な
注
意
」
の
意
義

（
一
）

ま
ず
、
刑
法
上
の
全
て
の
「
業
務
」
概
念
を
共
通
に
理
解
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
。
業
務
妨
害
に
お
け
る
保
護
の

対
象
と
刑
を
加
重
す
る
要
素
を
同
一
に
解
す
る
の
は
、
不
合
理

で
あ
る
。
業
務
上
過
失
の
局
面
に
お
い
て
、
業
務
の
価
値
に
着

目
す
る
必
要
は
な
い
し
、
業
務
妨
害
に
お
い
て
、
危
険
性
や
注

意
義
務
に
着
目
す
る
必
要
も
な
い
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
業
務

上
横
領
に
お
い
て
も
、
故
意
犯
で
あ
る
横
領
に
お
い
て
、
横
領

の
危
険
性
や
横
領
し
な
い
義
務
を
要
件
と
し
て
考
え
る
こ
と
は
、

不
当
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
業
務
上
堕
胎
す
ら
、
共
通
に

理
解
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ず
、
明
ら
か
に
不
当
で
あ
る
。

従
っ
て
、
基
本
的
に
は
、
各
条
文
の
枠
内
で
検
討
す
れ
ば
足

り
る
。
も
っ
と
も
、
業
務
上
失
火
や
業
務
上
過
失
往
来
危
険
に

お
い
て
は
、
問
題
が
あ
り
う
る
。
公
共
危
険
犯
で
あ
る
両
罪
に

は
、
別
の
考
慮
要
素
も
含
ま
れ
う
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、

本
稿
で
は
、
こ
の
問
題
に
は
立
ち
入
ら
ず
、
業
務
上
過
失
致
死

傷
に
限
定
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
二
）

ま
た
、
業
務
上
過
失
の
検
討
に
お
い
て
、「
業
務
」
を
「
業

務
者
」
と
し
て
、
身
分
犯
と
し
て
捉
え
る
見
解
が
多

（
１５７
）

い
。
身
分

犯
と
明
示
し
て
い
な
い
も
の
も
、
暗
黙
の
う
ち
に
「
業
務
者
」

と
し
て
行
為
者
に
着
目
す
る
も
の
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
具
体
的
過
失
行
為
か
ら
離
れ
て
、
職
業
及
び
そ
れ

に
類
す
る
も
の
に
従
事
す
る
者
と
し
て
の
一
般
的
な
身
分
を
二
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一
一
条
が
要
求
し
て
い
る
と
解
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
も
そ

も
、
文
言
的
に
も
、
二
一
一
条
一
項
は
、
一
二
九
条
二
項
と
の

対
比
か
ら
す
れ
ば
、「
者
」
に
着
目
し
て
い
な
い
。
一
二
九
条

二
項
の
場
合
に
は
、
汽
車
、
電
車
若
し
く
は
艦
船
の
往
来
に
従

事
す
る
者
は
、（
間
接
的
な
従
事
者
を
含
め
て
も
）
十
分
に
限

定
で
き
る
し
、
そ
の
よ
う
な
業
務
に
従
事
す
る
者
は
、（
運
転

者
等
と
し
て
）
通
常
職
業
的
に
関
与
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
る

の
に
対
し
て
、
二
一
一
条
一
項
の
場
合
に
は
、
そ
も
そ
も
従
事

者
に
そ
の
よ
う
な
限
定
を
付
す
こ
と
が
難
し
い
上
、
職
業
等
と

し
て
従
事
す
る
者
以
外
に
も
同
様
の
行
為
を
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
文
言
の
違
い
は
、
理
由
が
あ
る
。

（
三
）

業
務
者
と
し
て
捉
え
る
見
解
に
は
、
重
大
過
失

（
１５８
）

説
や
義
務
加

重
（
１５９
）

説
と
結
び
つ
い
て
職
業
及
び
そ
れ
に
類
す
る
も
の
に
従
事
す

る
こ
と
に
意
義
を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
意
図
も
見
受
け
ら
れ
る
。

し
か
し
、
あ
る
職
業
等
の
義
務
に
属
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、

直
ち
に
二
一
一
条
の
言
う
業
務
上
必
要
な
注
意
に
当
た
る
と
は

思
わ
れ
な
い
。

例
え
ば
、
実
験
物
理
学
の
教
授
は
、
一
定
の
実
験
に
お
い
て

は
、
生
命
・
身
体
に
対
す
る
危
険
性
が
高
く
、
ま
た
、
そ
の
た

め
の
特
別
の
知
識
も
あ
る
か
ら
、
ど
の
立
場
か
ら
も
業
務
性
を

肯
定
で
き
よ
う
。
他
方
で
、
法
律
学
の
教
授
は
、
そ
の
よ
う
な

危
険
性
も
な
い
し
、
そ
の
知
識
も
生
命
・
身
体
の
保
護
の
た
め

に
は
役
に
立
た
な
い
か
ら
、
業
務
性
が
否
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、

学
生
の
質
問
の
対
応
等
の
事
務
は
両
者
共
通
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
通
常
、
生
命
、
身
体
へ
の
特
別
の
危
険

は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
業
務
を
身
分
と
解
す
る
と
実
験

物
理
学
の
教
授
の
場
合
に
は
、
そ
の
教
授
た
る
身
分
に
基
づ
い

て
後
者
の
業
務
も
行
っ
て
い
る
た
め
、
業
務
性
が
否
定
で
き
な

い
。
そ
の
上
、
同
一
の
事
務
で
あ
る
の
に
、
専
門
が
実
験
物
理

学
か
法
律
学
か
で
、
業
務
性
の
判
断
が
異
な
る
の
も
不
当
で
あ

る
。こ

の
例
か
ら
、
あ
る
職
業
等
を
取
り
出
し
て
、
そ
れ
に
従
事

す
る
者
を
二
一
一
条
の
業
務
者
と
す
る
こ
と
は
、
妥
当
で
な
い

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
、
個
別
の
行
為
に
着
目
し
て
、
加
重
に
値
す
る
「
業

務
上
必
要
な
注
意
」
が
要
求
さ
れ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
れ
ば

よ
い
の
で
あ
っ
て
、「
業
務
者
」
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
重
要

で
は
な

（
１６０
）

い
。

（
四
）

そ
し
て
、
こ
こ
で
「
業
務
上
必
要
な
注
意
」
と
い
う
文
言
に

注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
く
ま
で
も
「
注
意
」
を

分
類
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
行
為
者
の
地
位
や
動
機
は
、
重

要
で
は
な
く
、
当
該
行
為
に
必
要
と
さ
れ
る
注
意
が
業
務
上
の

も
の
と
い
え
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
と
、
私
見
が
前
掲
・
最
決
昭
和
三
三
年
四
月
一
八

日
の
「
本�

来�

人
が
社
会
生
活
上
の
地
位
に
基
づ
き
反
覆
継
続
し

て
行
う
」（
傍
点
筆
者
）
と
い
う
文
言
を
「
当
該
行
為
が
、
本

来
で
あ
れ
ば
、
職
業
等
に
基
づ
い
て
行
う
こ
と
が
予
定
さ
れ
て

い
る
」
と
解
す
る
こ
と
を
あ
わ
せ
る
と
、
そ
の
よ
う
な
行
為
を
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自
ら
選
択
し
て
あ
え
て
行
う
こ
と
が
（
一
般
的
な
意
味
で
）
業

務
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
場
合
で
、
そ
の
行
為
に
付
着
す
る

義
務
と
し
て
当
然
要
求
さ
れ
る
注
意
義
務
が
「
業
務
上
必
要
な

注
意
」
で
あ
る
と
言
え
る
。
通
常
は
、
業
務
と
し
て
行
わ
れ
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
注
意
義
務
の
対
象
者
は
問
題
と
な
ら

な
い
。
行
為
者
自
身
に
と
っ
て
は
、
職
業
等
の
意
味
で
業
務
で

は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
行
為
に
要
求
さ
れ
る
注
意
義
務

は
、
類
型
的
に
業
務
上
要
求
さ
れ
た
義
務
で
あ
り
、
自
ら
選
択

し
て
あ
え
て
そ
の
行
為
を
行
う
以
上
、
注
意
の
性
質
は
変
わ
ら

な
い
。

（
五
）

そ
う
で
あ
れ
ば
、
副
務
や
付
随
的
事
務
で
あ
っ
て
も
、
通
常
、

職
業
等
と
し
て
の
み
な
さ
れ
る
事
務
で
あ
れ
ば
、
業
務
上
過
失

を
基
礎
付
け
う
る
。

以
下
で
は
、
こ
の
観
点
か
ら
、
判
例
・
学
説
に
お
い
て
、
業

務
の
要
件
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
る
社
会
生
活
上
の
地
位
、
反

復
継
続
性
、
危
険
行
為
性
の
三
要
件
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

二

危
険
行
為
性

（
一
）

危
険
行
為
性
の
要
件
は
、
義
務
加
重
説
か
ら
は
、
危
険
な
業

務
及
び
危
険
を
防
止
す
る
こ
と
を
義
務
内
容
と
す
る
業
務
に
従

事
す
る
者
で
あ
っ
て
は
じ
め
て
特
別
の
注
意
義
務
が
要
求
さ
れ

（
１６１
）

る
。
義
務
加
重
説
以
外
の
立
場
で
も
、
業
務
概
念
の
限
定
と
違

法
性
、
責
任
を
高
め
る
要
素
と
し
て
、
あ
る
い
は
一
般
予
防
の

必
要
性
か
ら
、
一
般
に
要
求
さ
れ
て
い

（
１６２
）

る
。

（
二
）

危
険
行
為
を
自
ら
す
す
ん
で
行
っ
た
こ
と
が
非
難
を
高
め
る

と
解
す
る
私
見
に
よ
れ
ば
、
当
然
に
、
危
険
行
為
性
が
必
要
で

あ
る
。
ま
た
、
危
険
を
防
止
す
る
業
務
で
あ
っ
て
も
、
自
ら
が

あ
え
て
選
択
し
て
、
そ
の
よ
う
な
危
険
を
防
止
す
る
義
務
を

負
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
怠
っ
た
場
合
に
は
、
非
難

が
高
め
ら
れ
る
か
ら
、
前
掲
・
昭
和
六
〇
年
最
高
裁
決
定
は
、

正
当
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
述
の
通
り
、「
職
業
」
と
し
て
の

危
険
性
を
み
る
の
は
、
妥
当
で
は
な
く
、
注
意
が
必
要
な
行
為

の
危
険
性
で
み
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
反
復
継
続
性
の
検
討

で
詳
し
く
論
じ
る
が
、
一
回
の
行
為
を
取
り
出
す
と
危
険
性
が

必
ず
し
も
高
く
な
い
行
為
で
あ
っ
て
も
、
反
復
継
続
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
危
険
性
が
高
ま
る
場
合
に
は
、
あ
え
て
反
復
継
続

し
た
こ
と
に
よ
り
同
様
に
非
難
が
高
ま
る
か
ら
、
業
務
上
過
失

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
三
）

一
般
予
防
の
観
点
か
ら
も
、
国
民
に
行
為
を
行
う
か
ど
う
か

の
選
択
及
び
行
為
の
実
行
に
際
し
て
特
に
注
意
を
促
す
た
め
に

特
に
刑
を
加
重
す
べ
き
危
険
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

そ
の
行
為
の
危
険
が
現
実
化
し
た
場
合
以
外
は
、
加
重
し
て
も

そ
の
危
険
性
に
対
す
る
国
民
へ
の
警
告
に
資
さ
な
い
。
従
っ
て
、

行
為
者
が
選
択
す
る
際
に
判
断
要
素
と
す
べ
き
危
険
性
に
限
定

す
る
こ
と
と
、
刑
法
の
謙
抑
性
の
見
地
か
ら
、
行
為
が
業
務
と

さ
れ
る
理
由
で
あ
る
危
険
性
が
現
実
化
し
た
場
合
に
限
ら
れ

（
１６３
）

る
。

三

社
会
生
活
上
の
地
位

（
一
）

不
要

（
１６４
）

説
も
あ
る
が
、
一
般
に
は
、
育
児
、
家
事
等
の
純
然
た

る
私
生
活
上
の
行
為
を
除
外
す
る
限
度
で
意
味
を
持
つ
と
さ
れ

《リサーチペーパー》
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（
１６５
）

る
。

（
二
）

し
か
し
、
こ
の
要
件
は
、
よ
り
積
極
的
な
意
味
を
認
め
る
べ

き
で
あ
る
。
私
見
の
よ
う
に
社
会
生
活
上
の
地
位
を
自
ら
選
定

し
た
こ
と
を
要
求
す
る
見

（
１６６
）

解
か
ら
す
れ
ば
、
社
会
生
活
上
の
地

位
と
は
、
必
ず
し
も
営
利
等
の
目
的
は
必
要
な
い
が
、
自
ら
選

択
し
た
職
業
等
及
び
こ
れ
に
類
す
る
行
為
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
危
険
性
を
有
す
る
行
為
を
含
む
必
要
が
あ
る

が
、
そ
の
よ
う
な
危
険
な
職
業
に
伴
う
活
動
を
自
ら
選
択
し
て

行
っ
た
結
果
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
危
険
が
現
実
化
し
た
こ
と

に
よ
り
責
任
を
高
め
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、

業
務
と
は
、
日
常
的
な
行
為
と
し
て
は
行
わ
れ
て
い
な
い
行
為

で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
三
）

し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
、
前
掲
・
昭
和
三
三
年
四
月
一
八

日
判
決
の
「
本
来
」
を
重
視
し
て
考
え
れ
ば
、
業
務
上
過
失
自

体
は
、
当
該
事
案
に
お
い
て
ま
で
、
こ
の
よ
う
な
社
会
生
活
上

の
地
位
に
基
づ
く
必
要
は
な
い
。
本
来
そ
の
よ
う
な
職
業
等
と

し
て
行
わ
れ
、
か
つ
日
常
的
に
行
う
必
要
の
な
い
危
険
な
行
為

を
あ
え
て
行
っ
た
以
上
、
自
ら
が
社
会
生
活
上
の
地
位
を
有
し

て
い
な
い
と
し
て
も
、
社
会
生
活
上
の
地
位
に
基
づ
く
も
の
と

同
様
か
、
そ
れ
以
上
の
責
任
が
あ
る
と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。

四

反
復
継
続
性

（
一
）

一
般
に
、
業
務
と
い
う
文
言
の
意
味
か
ら
要
求
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
あ

（
１６７
）

る
。
反
復
継
続
の
意
思
が
あ
れ
ば
足
り
る
と
す
る
見

解
も
多

（
１６８
）

い
。

（
二
）

こ
れ
に
対
し
、
重
大
過
失
説
の
立
場
か
ら
、
現
に
反
復
継
続

し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
経
験
・
知
識
に
よ
っ
て
結
果
の
発
生

を
容
易
に
予
見
し
う
る
よ
う
に
な
る
か
ら
、
反
復
継
続
の
事
実

を
要
求
す
る
見
解
も
あ

（
１６９
）

る
。

し
か
し
、
現
実
に
反
復
継
続
し
て
い
て
も
、
現
に
結
果
の
予

見
が
容
易
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
。

（
三
）

伊
東
研
祐
は
、
注
意
義
務
の
内
容
は
、
当
該
行
為
の
危
険
性

と
の
関
連
で
、
あ
る
い
は
事
務
内
容
自
体
と
し
て
定
め
る
べ
き

も
の
で
あ
る
か
ら
、
同
一
行
為
で
あ
る
限
り
は
、
反
復
継
続
性

に
よ
り
格
別
の
差
異
が
生
じ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
に

し
て
定
ま
っ
た
内
容
を
遵
守
す
る
義
務
の
程
度
も
、
反
復
継
続

性
に
よ
っ
て
、
特
に
高
度
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
と
す
る
。

従
っ
て
、
反
復
継
続
性
は
、
処
罰
の
加
重
を
積
極
的
・
実
質
的

に
基
礎
付
け
る
も
の
で
は
な
く
、「
危
険
性
又
は
危
険
防
止
義

務
性
」
を
画
す
る
下
位
的
要
件
で
あ
る
と
す

（
１７０
）

る
。

（
四
）

確
か
に
、
反
復
継
続
し
て
い
て
も
、
個
々
の
行
為
に
つ
い
て

は
、
同
一
の
注
意
が
要
求
さ
れ
る
。
し
か
し
、
反
復
継
続
す
る

こ
と
で
、
一
回
だ
け
の
行
為
よ
り
も
結
果
発
生
の
危
険
性
が
高

ま
る
。
そ
し
て
、
そ
の
危
険
性
を
知
り
な
が
ら
自
ら
選
択
し
て

行
為
を
反
復
し
て
行
え
ば
、
そ
の
高
め
ら
れ
た
危
険
が
現
実
化

し
た
場
合
に
は
、
責
任
が
高
い
と
言
え
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
一
回
限
り
で
あ
っ
て
も
、
高
い
危
険
性
が

あ
り
、
日
常
生
活
で
は
、
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
行
為
を
自

ら
選
択
し
て
あ
え
て
行
っ
た
よ
う
な
場
合
は
、
反
復
継
続
性
を
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要
求
す
る
必
要
は
な
い
。

他
方
、
日
常
に
も
普
及
し
て
い
て
一
回
限
り
で
は
危
険
性
が

そ
こ
ま
で
高
く
な
い
行
為
を
日
常
生
活
以
上
に
反
復
継
続
し
て

行
う
場
合
に
つ
い
て
は
、
日
常
生
活
で
行
わ
れ
る
以
上
に
危
険

性
が
高
ま
る
か
、
危
険
の
範
囲
が
広
が
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

を
あ
え
て
選
択
し
て
行
っ
た
以
上
は
、
や
は
り
責
任
を
高
め
る
。

こ
の
意
味
で
、
小
林
憲
太
郎
が
、
反
復
継
続
性
と
危
険
性
が
相

ま
っ
て
、
類
型
的
に
重
大
な
結
果
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
こ
と
は
、
正
当
で
あ

（
１７１
）

る
。

例
え
ば
、
飛
行
機
の
操
縦
は
、
通
常
、
訓
練
を
積
ん
で
、
職

業
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
、
日
常
生
活
で
行
わ
れ
る

こ
と
が
な
く
、
一
回
で
も
十
分
に
危
険
性
が
高
い
と
い
え
る
か

ら
、
反
復
継
続
性
は
不
要
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
料
理
は
、
反
復
継
続
し
て
い
る
と
言
え
る

が
、
日
常
生
活
で
も
行
わ
れ
て
お
り
、
家
族
や
友
人
に
対
し
て

出
し
た
料
理
で
食
中
毒
が
発
生
し
た
と
し
て
も
業
務
と
は
言
え

な
い
。
他
方
、
同
じ
料
理
で
も
、
料
理
店
が
行
っ
て
い
る
場
合

に
は
、
よ
り
多
く
の
人
が
食
す
る
こ
と
に
な
り
、
危
険
性
が
高

ま
る
と
言
え
る
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
大
規
模
に

行
っ
て
い
る
、
す
な
わ
ち
、
反
復
継
続
の
回
数
・
頻
度
が
高
い

こ
と
が
業
務
上
過
失
を
基
礎
付
け
る
。

（
五
）

こ
の
よ
う
な
社
会
生
活
上
の
地
位
に
基
づ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

不
特
定
多
数
人
の
法
益
に
影
響
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
加

重
根
拠
と
す
る
見
解
に
対
し
て
、
酒
井
安
行
は
、
業
務
上
過
失

致
死
傷
を
公
共
危
険
犯
化
す
る
こ
と
に
な
る
と
指
摘
す

（
１７２
）

る
。

確
か
に
、
反
復
継
続
に
よ
っ
て
、
通
常
、
危
険
の
「
範
囲
」

が
拡
大
す
る
が
、
私
見
の
よ
う
に
解
す
る
と
、
危
険
の
「
頻

度
」
を
拡
大
す
る
こ
と
の
方
が
よ
り
重
要
で
あ
り
、
危
殆
化
さ

れ
る
対
象
の
不
特
定
性
及
び
多
数
性
は
重
要
で
は
な
い
。
従
っ

て
、
私
見
は
、
業
務
上
過
失
を
公
共
危
険
犯
と
し
て
加
重
し
て

い
る
も
の
で
は
な
く
、
批
判
は
当
た
ら
な
い
。

（
六
）

こ
の
意
味
で
、
従
来
の
判
例
・
学
説
が
一
回
か
複
数
か
を
考

慮
す
る
こ
と
は
、
不
当
な
形
式
主
義
で
あ
っ
た
と
言
え

（
１７３
）

る
。
職

業
等
の
社
会
的
地
位
に
基
づ
い
て
行
う
べ
き
危
険
な
行
為
で
あ

れ
ば
、
一
回
で
あ
っ
て
も
業
務
で
あ
る
と
し
て
よ
い
し
、
日
常

行
わ
れ
る
行
為
で
あ
れ
ば
、
単
に
複
数
回
で
あ
れ
ば
よ
い
の
で

は
な
く
、
日
常
生
活
を
超
え
て
、
通
常
、
職
業
と
し
て
で
な
け

れ
ば
行
わ
れ
な
い
程
度
に
反
復
継
続
し
て
行
う
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

こ
の
判
断
は
、
そ
の
行
為
の
普
及
度
や
技
術
的
な
危
険
性
等

に
よ
っ
て
、
時
代
や
社
会
に
よ
っ
て
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、
一
九
世
紀
や
二
〇
世
紀
の
初
頭
に
お
い
て
は
、

自
動
車
が
き
わ
め
て
珍
し
く
、
職
業
的
な
運
転
手
か
技
術
者
の

よ
う
な
者
が
運
転
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、

危
険
が
高
い
以
上
、
一
回
限
り
で
あ
っ
て
も
、
業
務
性
を
認
め

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
現
在
で
は
、
自
動
車

の
普
及
が
進
ん
で
お
り
、
日
常
生
活
上
も
使
用
さ
れ
て
い
る
か

ら
、
最
高
裁
が
反
復
継
続
の
意
思
を
基
準
に
業
務
上
過
失
か
ど
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う
か
を
判
断
し
続
け
た
の
は
、
不
当
で
あ
っ
た
。

（
七
）

こ
の
観
点
か
ら
は
、
反
復
継
続
す
る
意
思
が
あ
れ
ば
、
過
去

に
現
に
反
復
継
続
し
た
必
要
は
な
い
。
反
復
継
続
す
る
意
図
で

自
ら
行
為
を
行
う
こ
と
を
選
択
し
た
以
上
、
い
つ
行
為
に
含
ま

れ
る
危
険
性
が
現
実
化
す
る
か
は
、
重
要
で
は
な
い
か
ら
で
あ

（
１７４
）

る
。

（
八
）

ま
た
、
副
次
的
な
意
味
と
し
て
、
業
務
上
過
失
致
傷
に
つ
い

て
は
、
反
復
継
続
の
意
図
が
あ
れ
ば
、
被
害
者
の
告
訴
が
な
く

て
も
、
今
後
の
反
復
に
よ
る
危
険
性
が
あ
る
か
ら
、
特
に
公
益

的
な
利
益
が
認
め
ら
れ
、
非
親
告
罪
と
す
る
こ
と
を
正
当
化
で

き
る
。

第
四
節

結
論

（
一
）

以
上
よ
り
、
私
見
を
ま
と
め
る
と
、
ま
ず
、
業
務
上
過
失
致

死
傷
の
刑
の
加
重
根
拠
は
、
行
為
者
が
自
ら
選
択
し
て
、
本
来

業
務
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
な
危
険
を
含
む
行
為
を
あ
え
て

行
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
為
者
に
つ
い
て
、
業
務
者
か
否
か

と
は
関
係
な
く
個
人
的
に
責
任
非
難
が
高
め
ら
れ
る
点
に
求
め

ら
れ
る
。

（
二
）

こ
の
加
重
根
拠
に
照
ら
せ
ば
、
業
務
上
過
失
に
お
け
る
「
業

務
上
必
要
な
注
意
」
と
は
、「
本
来
」
業
務
と
し
て
行
わ
れ
る

こ
と
が
予
定
さ
れ
、
日
常
で
は
行
わ
れ
な
い
よ
う
な
行
為
を
あ

え
て
行
う
際
に
要
求
さ
れ
る
注
意
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

従
っ
て
、
行
為
者
が
業
務
者
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
や
実
際
に
業

務
と
し
て
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
は
、
問
題
と
な
ら
な
い
。
こ
こ

で
言
う
「
業
務
」
と
は
、
通
常
の
文
言
の
定
義
に
従
い
、
自
ら

選
択
し
て
行
う
職
業
等
に
類
す
る
も
の
と
し
て
従
事
さ
れ
る
社

会
生
活
上
の
地
位
を
指
す
。

（
三
）

そ
し
て
、
あ
え
て
引
き
受
け
た
こ
と
を
非
難
す
る
の
で
あ
る

か
ら
、
危
険
な
行
為
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
日
常
で

も
行
わ
れ
る
行
為
や
危
険
性
の
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
行
為
で

あ
っ
て
も
、
日
常
で
行
わ
れ
る
以
上
に
反
復
継
続
し
、
危
険
が

現
実
化
す
る
可
能
性
を
高
め
る
場
合
に
は
、
業
務
と
な
り
得
る
。

そ
の
意
味
で
、
危
険
性
と
反
復
継
続
性
は
、
相
互
補
完
的
で
あ

る
。
従
っ
て
、
危
険
性
が
高
く
、
日
常
で
行
わ
れ
な
い
行
為
で

あ
れ
ば
、
必
ず
し
も
反
復
継
続
さ
れ
る
必
要
は
な
い
。
他
方
で
、

日
常
に
お
い
て
も
反
復
継
続
さ
れ
る
よ
う
な
行
為
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
る
危
険
の
頻
度
又
は
範
囲
を
上
回
り
、
本

来
業
務
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
る
程
度
に
反
復
継

続
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
見
地
か
ら
、
反
復
継
続
性
を
要

求
す
る
場
合
で
も
、
そ
の
意
思
で
足
り
る
。

（
四
）

さ
ら
に
、
ま
さ
に
そ
の
選
択
す
る
際
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で

あ
っ
た
危
険
が
現
実
化
し
た
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
五
）

以
上
を
定
式
化
す
れ
ば
、
�
本
来
自
ら
選
択
し
た
社
会
生
活

上
の
地
位
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
べ
き
�
危
険
な
行
為
又
は
�

反
復
継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
危
険
性
が
高
ま
る
行
為
を
�
自

ら
選
択
し
て
行
い
、
�
ま
さ
に
そ
の
危
険
が
現
実
化
し
た
こ
と
、

が
要
件
と
な
る
。
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第
五
章

業
務
上
過
失
と
重
過
失
の
関
係

最
後
に
、
以
上
の
業
務
上
過
失
及
び
重
過
失
の
概
念
を
前
提
に
、

両
者
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

第
一
節

判
例

一

仙
台
高
判
昭
和
三
〇
年
一
一
月
一
六
日
刑
集
一
二
巻
一
三
号
二

九
九
四
頁

（
一
）

事
案
は
、
自
動
三
輪
車
の
斡
旋
業
に
付
随
し
て
、
自
動
三
輪

車
の
運
転
も
行
っ
て
い
た
被
告
人
が
被
害
者
に
接
触
し
、
傷
害

を
負
わ
せ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

当
初
、
検
察
官
は
、
重
過
失
致
傷
の
訴
因
及
び
罰
条
で
起
訴

し
た
が
、
そ
の
後
、
差
戻
後
第
一

（
１７５
）

審
に
お
い
て
、
業
務
上
過
失

致
傷
の
訴
因
お
よ
び
罰
条
を
予
備
的
に
追
加
し
た
。
差
戻
後
第

一
審
は
、
重
過
失
致
傷
の
事
実
を
認
定
し
た
。

（
二
）

仙
台
高
裁
は
、
刑
法
二
一
一
条
（
一
項
）
前
段
及
び
後
段
の

法
意
に
つ
い
て
、
両
規
定
の
対
照
及
び
「
従
来
過
失
致
死
傷
の

う
ち
業
務
上
の
過
失
に
基
く
も
の
の
み
を
重
く
罰
し
、
そ
の
他

一
般
の
場
合
に
お
い
て
は
重
過
失
に
基
く
も
の
と
軽
過
失
に
基

く
も
の
と
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
軽
く
罰
し
て
い
た
の
は
新
憲

法
の
基
調
と
す
る
人
身
保
護
の
精
神
に
副
わ
な
い
も
の
と
し
、

一
般
の
過
失
致
死
傷
の
う
ち
重
過
失
に
基
く
も
の
を
業
務
上
の

過
失
に
基
く
も
の
と
同
列
に
重
く
罰
す
る
こ
と
と
し
て
同
法
第

二
一
一
条
に
後
段
の
規
定
を
新
設
追
加
す
る
に
至
つ
た
立
法
の

経
過
並
び
に
趣
旨
」
に
徴
す
れ
ば
、「
い
や
し
く
も
業
務
上
必

要
な
注
意
を
怠
り
人
を
死
傷
に
致
し
た
以
上
、
そ
の
重
過
失
に

基
く
と
軽
過
失
に
基
く
と
を
問
わ
ず
、
ひ
と
し
く
前
段
の
い
わ

ゆ
る
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
を
構
成
し
、
後
段
の
規
定
は
、
そ

の
他
の
一
般
過
失
致
死
傷
の
う
ち
重
過
失
に
基
く
も
の
の
み
を

い
わ
ゆ
る
重
過
失
致
死
傷
罪
と
し
て
処
罰
す
る
趣
旨
で
あ
る
」

と
し
た
。
こ
の
解
釈
か
ら
、「
業
務
上
の
過
失
に
よ
つ
て
人
を

死
傷
に
致
す
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
重
過
失
に
基
く
場
合
で
あ

つ
て
も
、
前
段
の
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
を
構
成
し
、
後
段
の

重
過
失
致
死
傷
罪
に
問
擬
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
」
と
し
、
本

件
で
は
、
仮
に
重
過
失
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
業
務
上
過

失
致
傷
罪
を
構
成
す
る
と
し
、
破
棄
自
判
し
た
。

（
三
）

な
お
、
最
高

（
１７６
）

裁
で
は
、
こ
の
論
点
は
特
に
取
り
上
げ
ら
れ
ず

（
上
告
理
由
に
も
な
っ
て
い
な
い
）、
本
判
決
が
維
持
さ
れ
た
。

二

最
決
昭
和
六
〇
年
一
〇
月
二
一
日
刑
集
三
九
巻
六
号
三
六
二
頁

谷
口
補
足
意
見

第
３
章
第
１
節
及
び
第
４
章
第
１
節
で
既
に
述
べ
た
た
め
、
省
略

す
る

第
二
節

私
見

前
掲
・
昭
和
三
〇
年
仙
台
高
裁
判
決
が
重
過
失
を
業
務
上
過
失
の

補
充
類
型
と
捉
え
、
谷
口
裁
判
官
が
業
務
上
過
失
の
意
義
を
否
定
す

る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
業
務
上
過
失
に
つ
い
て
の
義
務
加
重
説
や

重
大
過
失
説
か
ら
は
、
理
由
が
あ
る
。
し
か
し
、
重
過
失
を
意
思
的
、
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精
神
的
努
力
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
と
捉
え
、
業
務
上
過
失
を
本
来

業
務
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
る
危
険
性
を
有
す
る
行
為

を
自
ら
選
択
し
て
あ
え
て
行
う
こ
と
が
責
任
を
高
め
る
と
捉
え
る
私

見
か
ら
は
、
両
者
は
そ
の
帰
責
の
根
拠
が
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
、
固
有
の
意
義
を
有
す
る
。

ま
た
、
必
ず
し
も
重
過
失
が
業
務
上
過
失
を
包
摂
す
る
も
の
で
も

な
い
か
ら
、
両
罪
の
罪
数
関
係
は
、
択
一
関
係
と
し
て
の
法
条
競
合

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

第
六
章

結
論

以
上
の
検
討
か
ら
得
ら
れ
た
私
見
を
要
約
す
る
と
以
下
の
通
り
で

あ
る
。

（
一
）

重
過
失
は
、
注
意
義
務
違
反
の
程
度
が
重
い
場
合
で
あ
る
と

解
す
る
。
こ
の
注
意
義
務
違
反
の
程
度
の
重
い
場
合
の
基
準
は
、

結
果
予
見
可
能
性
を
前
提
と
し
て
、
結
果
回
避
に
向
け
た
意
思

的
、
精
神
的
努
力
に
着
目
し
、
行
為
の
危
険
性
に
応
じ
て
求
め

ら
れ
る
意
思
的
、
精
神
的
努
力
と
の
比
較
に
よ
る
相
対
的
な
基

準
と
危
険
を
含
む
行
為
を
行
う
以
上
最
低
限
要
求
さ
れ
る
絶
対

的
な
基
準
の
二
つ
の
基
準
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
方
で
、
結
果
発
生
の
危
険
が
大
き
い
場
合
に
は
、
よ
り
慎
重

に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
結
果
回
避
に
向
け
て
、
よ

り
大
き
な
意
思
的
、
精
神
的
努
力
が
要
求
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ

て
、
行
為
者
の
払
っ
た
努
力
が
そ
の
要
求
さ
れ
る
努
力
の
水
準

か
ら
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
注
意
義
務
違
反

の
程
度
が
高
ま
る
。
他
方
で
、
危
険
発
生
の
危
険
が
大
き
く
な

い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
結
果
発
生
の
危
険
を
有
す
る
行
為
で
あ

る
以
上
、
通
常
期
待
さ
れ
る
最
低
限
度
以
下
の
努
力
し
か
行
わ

れ
な
い
場
合
に
は
、
そ
も
そ
も
、
そ
の
よ
う
な
最
低
限
の
努
力

す
ら
し
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
で
注
意
義
務
違
反
の
程
度
が
高

い
。

（
二
）

業
務
上
過
失
の
加
重
根
拠
に
つ
い
て
は
、
自
ら
選
択
し
て
、

危
険
な
行
為
を
あ
え
て
行
っ
た
以
上
、
そ
の
危
険
が
現
実
化
し

た
場
合
に
は
、
業
務
者
で
あ
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
個
人
的

非
難
が
高
ま
り
責
任
が
加
重
さ
れ
る
と
解
す
る
。

こ
の
加
重
根
拠
か
ら
す
れ
ば
、「
業
務
」
と
は
、
自
ら
選
択

し
た
社
会
生
活
上
の
地
位
に
基
づ
く
職
業
に
類
す
る
行
為
を
指

す
が
、「
業
務
上
必
要
な
注
意
」
と
し
て
は
、「
本
来
」
そ
の
よ

う
な
業
務
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
る
行
為
を
、
あ

え
て
選
択
し
た
場
合
に
も
、
そ
の
行
為
に
必
要
と
さ
れ
る
注
意

を
怠
れ
ば
、
非
難
が
高
ま
る
と
い
う
点
で
は
異
な
ら
な
い
か
ら
、

現
に
業
務
と
し
て
行
わ
れ
る
必
要
は
な
い
。
そ
し
て
、
業
務
上

過
失
の
要
件
は
、
�
本
来
自
ら
選
択
し
た
社
会
生
活
上
の
地
位

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
べ
き
�
危
険
な
行
為
又
は
�
反
復
継
続

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
危
険
性
が
高
ま
る
行
為
を
�
自
ら
選
択
し

て
行
い
、
�
ま
さ
に
そ
の
危
険
が
現
実
化
し
た
こ
と
、
と
定
式

化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

従
っ
て
、
重
過
失
と
業
務
上
過
失
は
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
意

義
を
有
し
、
罪
数
論
的
に
は
、
法
条
競
合
の
う
ち
の
択
一
関
係
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に
あ
る
。

（
三
）

以
上
の
よ
う
な
解
釈
が
、
業
務
上
過
失
及
び
重
過
失
に
つ
い

て
の
議
論
の
一
つ
の
契
機
と
な
り
、
わ
ず
か
で
も
こ
れ
ら
の
概

念
の
解
明
に
貢
献
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

ま
た
、
従
来
の
過
失
構
造
論
や
過
失
の
実
行
行
為
論
等
の
議

論
と
は
、
異
な
る
視
点
か
ら
の
指
摘
を
行
っ
た
部
分
が
あ
り
、

そ
の
点
と
過
失
犯
論
全
体
と
の
整
合
性
、
及
び
、
業
務
上
過
失

と
公
共
危
険
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
り
、

研
究
を
続
け
た
い
。

注（１
）

最
判
昭
和
三
三
年
四
月
一
八
日
刑
集
一
二
巻
六
号
一
〇
九
〇

頁
参
照
。

（
２
）

本
稿
は
、
千
葉
大
学
大
学
院
専
門
法
務
研
究
科
に
お
い
て
、

二
〇
一
〇
年
度
「
自
主
研
究
・
論
文
作
成
」
科
目
に
提
出
し
た

も
の
を
一
部
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
、

省
略
、
削
除
し
た
部
分
が
あ
る
。

（
３
）

一
般
に
、「
軽
率
」
と
訳
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
ニ
ュ
ア

ン
ス
を
維
持
す
る
た
め
、
あ
え
て
原
語
の
ま
ま
表
記
す
る
。

（
４
）

E
ntw
urf
eines

Strafgesetzbuches

（StG
B

）１９６２
m
it

B
egründung,１９６２

,S.１３２
.

（
５
）

A
lternativ-E

ntw
urf
eines

Strafgesetzbuches
A
llge-

m
einer

T
eil,２

.A
ufl.,１９６９

.S.５６
f.

（
６
）

R
G
St.７１

,３４
.

（
７
）

B
G
H
St.３３

,６６
.

（
８
）

L
eichtsinn

も
「
軽
率
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
が
、G

leichgültigkeit

と
の
対
比
か
ら
認
識
あ
る
過

失
に
近
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
とL

eicht-

fertigkeit

と
の
区
別
の
た
め
、「
軽
信
」
の
訳
語
を
当
て
た
。

（
９
）

B
G
H
StV
１９９４

,４８０
.

（
１０
）

V
gl.
F
ischer,

Strafgesetzbuch
und

N
ebengesetze,

５７
.
A
ufl.,２０１０

,
S.１１３

;
Jescheck／W

eigend,
L
ehrbuch

des
Strafrechts

A
llgem

einer
T
eil,５

.
A
ufl.,１９９６

,
S.

５６９
;
Sternberg

-L
ieben,

Schönke／Schröder,２８
.
A
ufl.,

２０１０
,
§
１５
R
n.１０５

und
２０５
;
W
essels／B

eulke,
Stra-

frecht
A
llgem

einer
T
eil,４０

.A
ufl.,２０１０

,S.２５５
.

（
１１
）

R
oxin,

Strafrecht
A
llgem

einer
T
eil
B
d.
I,４
.
A
ufl,

２００６
,S.１０９２

f.

（
１２
）

M
aurach,

P
roblem

e
des

erfolgsqualifizierten
D
e-

likts
bei

M
enschenraub,

G
eiselnahm

e
und

L
uftpi-

raterie,H
einitz-F

S,１９７２
,S.４１７

.

（
１３
）

M
aiw
ald,

D
er
B
egriff

der
L
eichtfertigkeit

als

M
erkm

al
erfolgsqualifizierter

D
elikte,

G
A
１９７４

,
S.

２５９
.

（
１４
）

M
aiw
ald,a.a.O

.

（A
nm
.１３

）,S.２５９
.

（
１５
）

M
aiw
ald,a.a.O

.

（A
nm
.１３

）,S.２５９
f.

（
１６
）

V
gl.
A
rzt,
L
eichtfertigkeit

und
recklessness,

Sch-

röder-G
S,１９７８

,
S.１２７

（und
１２０
f.

）;
T
enckhoff,

D
ie

《リサーチペーパー》

１６６



leichtfertige
H
erbeiführung

qualifizierter
T
atfolgen,

Z
StW

８８

（１９７６

）,S.９０８
ff;
R
oxin,

a.a.O
.

（A
nm
.１１

）,S.

１０９３
f.

丸
山
雅
夫
「
ド
イ
ツ
刑
法
に
お
け
るL

eichtfertigkeit
の
要
件
」
商
学
討
究
三
七
巻
一
・
二
・
三
号
（
一
九
八
七
）
四

三
五
頁
も
参
照
。

（
１７
）

R
oxin,a.a.O

.

（A
nm
.１１

）,S.１０９４
.

（
１８
）

Sternberg-L
ieben,Sch／Sch,§

１５
R
n.２０５

（
１９
）

T
enckhoff,a.a.O

.
（A

nm
.１６

）,S.９１１
f.

（
２０
）

Sternberg-L
ieben,Sch／Sch,§

１５
R
n.２０５

（
２１
）

W
egscheider,

Z
um

B
egriff

der
L
eichtfertigkeit,

Z
StW

９８

（１９８６

）,S.６４７
f.

（
２２
）

W
egscheider,a.a.O

.

（A
nm
.２１

）,S.６４９
.

（
２３
）

W
egscheider,a.a.O

.

（A
nm
.２１
）,S.６４９

.

（
２４
）

W
egscheider,a.a.O

.

（A
nm
.２１

）,S.６５０
.

（
２５
）

W
egscheider,a.a.O

.

（A
nm
.２１

）,S.６５１
f.

（
２６
）

W
egscheider,a.a.O

.

（A
nm
.２１

）,S.６５２
.

（
２７
）

W
egscheider,a.a.O

.

（A
nm
.２１

）,S.６５２
f.

（
２８
）

W
egscheider,a.a.O

.

（A
nm
.２１

）,S.６５３
.

（
２９
）

W
egscheider,a.a.O

.

（A
nm
.２１

）,S.６５４
.

（
３０
）

し
か
し
、
ヴ
ェ
ク
シ
ャ
イ
ダ
ー
は
、
注
意
義
務
違
反
に
直
接

対
応
す
る
要
素
は
、
故
意
に
は
存
在
し
な
い
と
の
立
場
に
立
っ

て
い
る
（W

egscheider,
a.a.O

.

（A
nm
.２１

）,S.６４７
.

）。
そ

う
す
る
と
、
注
意
義
務
違
反
に
対
応
す
る
要
件
は
な
い
は
ず
の

故
意
犯
た
る
基
本
犯
の
要
件
を
満
せ
ば
、
注
意
義
務
違
反
が
問

題
と
な
ら
な
い
と
す
る
こ
と
は
、
矛
盾
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
３１
）

例
え
ば
、
古
川
伸
彦
『
刑
事
過
失
論
序
説
』（
成
文
堂
、
二

〇
〇
七
）
一
三
一
頁
以
下
、
松
宮
孝
明
『
過
失
犯
論
の
現
代
的

課
題
』（
成
文
堂
、
二
〇
〇
四
）
一
五
一
頁
以
下
参
照
。

（
３２
）

前
掲
注
（
３０
）
も
こ
の
問
題
点
を
示
す
例
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

（
３３
）

W
egscheider,a.a.O

.

（A
nm
.２１

）,S.６５０
f.

（
３４
）

B
irnbaum

,
D
ie
L
eichtfertigkeit

―zw
ischen

F
ahr-

lässigkeit
und

V
orsatz,２０００

,S.１６０
ff.

（
３５
）

B
irnbaum

,a.a.O
.

（A
nm
.３４

）,S.１９７
.

（
３６
）

B
irnbaum

,a.a.O
.

（A
nm
.３４

）,S.２０２
ff.

（
３７
）

紙
幅
の
都
合
に
よ
り
我
が
国
の
業
務
上
過
失
の
解
釈
論
に
資

す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
詳
細
は
、
松
宮
・
前
掲
注

（
３１
）
七
八
頁
以
下
等
を
参
照
。

（
３８
）

R
G
St.６
,２４
.

（
３９
）

R
G
St.１
,２０３

.

こ
の
他
、R

G
St.３
,８４
.

な
ど
参
照
。

（
４０
）

R
G
St.３７

,３０６
.

（
４１
）

V
gl.F

rank,D
as
Strafgesetybuch

für
das
D
eutsche

R
eich

１８
.
A
ufl.,１９３１

,
S.４７３

.

但
し
、B

ar,
G
esetz

und

Schuld
im
strafrecht,１９０７

,
S４６７

f.;
B
erner,

L
ehrbuch

des
D
eutschen

Strafrechtes,１７
.A
ufl.,１８９５

,S.５０９
;O
l-

shausen,
K
om
m
entar

zum
Strafgesetzbuch

für
das

deutsche
R
eich,７

.
A
ufl.,１９０６

,
S.８２０

.

な
ど
、
領
主
や
軍

人
等
を
念
頭
に
、
否
定
説
や
例
外
を
認
め
る
見
解
が
多
い
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（
バ
ー
ル
は
、
職
務
上
の
過
失
の
一
般
的
加
重
自
体
に
反
対
）。

（
４２
）

反
対
、F

rank,
a.a.O

.

（A
nm
.４１

）,S.４７５
；

公
務
等
に
対

す
る
信
頼
の
低
下
を
根
拠
と
す
る
。

（
４３
）

D
eutsche

Justiz,
R
echtspflege

und
P
olitik,１９４０

,
S.

５０８
.

た
だ
し
、
原
典
を
入
手
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
平
場
安

治
・
平
野
龍
一
編
『
刑
法
改
正
の
研
究
２
各
則
』（
東
京
大
学

出
版
会
、
一
九
七
三
）
二
九
五
頁
〔
平
野
〕
に
依
拠
し
た
。

（
４４
）

V
gl.
O
lshausen,

K
om
m
entar

Z
um
Strafgesetzbuch

für
D
eutche

R
eich,１２

.
A
ufl.２

.
T
eil,１９４２

,
S.１６３０

f,

１０８５
.

（
４５
）

R
egge／Schubert

（hrsg.
）,Q

uellen
zur

R
eform

des

Straf-
und

Strafproze�
rechts,II.A

bteilung,B
and
１
,２
.

T
eil,S.２４７

.

（
４６
）

“Schuld

”

や

“Fahrlässigkeit

”
と
区
別
す
る
た
め
、

“Ver-

schulden

”

に
「
落
ち
度
」
の
訳
語
を
当
て
る
。

（
４７
）

B
urgstaller,

D
as
F
ahrlässigkeitsdelikt

im
Stra-

frecht,
１９７４

,
S.２０３

;
K
ienapfel／Schroll,

Studienbuch

Strafrecht
B
esonderer

T
eil
B
d.I,２

.A
ufl.,２００８

,S.１５６
.

（
４８
）

V
gl.
B
ertel／Schw

eighofer,Ö
sterreichisches

Stra-

frecht
B
esonderer

T
eil
I,
１１
.
A
ufl.,

２０１０
,
S.４６

;

F
abrizy,

StG
B
,１０
.
A
ufl.,２０１０

,
§
８８
R
z.３
;
K
ienapfel／

Schroll,
a.a.O

（A
nm
.４７

）,S.１５６
.

現
行
法
制
定
前
の
事
案

に
つ
い
て
、
一
九
七
一
年
刑
法
改
正
法
（StR

Ä
G
１９７１

）
に

よ
る
「
重
大
な
落
ち
度
」
の
概
念
に
言
及
し
た
Ｏ
Ｇ
Ｈ
一
九
七

一
年
一
一
月
一
五
日
決
定
（SSt４２

／４９

）
も
同
旨
。

（
４９
）

V
gl.
K
ienapfel／Schroll,

a.a.O
.

（A
nm
.４７

）,S.１５６
.

こ

れ
に
対
し
、B

urgstaller,
a.a.O

.

（A
nm
.４７

）,S.２０３

は
、

民
法
及
び
社
会
保
障
法
上
の
重
過
失
を
指
す
も
の
で
は
な
い
と

す
る
。

（
５０
）

V
gl.
B
urgstaller,

W
K
,２
.
A
ufl.,４１

.
L
fg.,２００６

,
§
８８

R
z.１９

;K
ienapfel／Schroll,a.a.O

.

（A
nm
.４７

）,S.１５６
.

（
５１
）

O
G
H
SSt４２

／４９
.
V
gl.
B
urgstaller,

a.a.O

（A
nm
.４７

）,

S.２０３
;
B
urgstaller,

W
K
,
§
８８
R
z.１９

;
F
abrizy,

StG
B
,

§
８８
R
z.３
;K
ienapfel／Schroll,a.a.O

.

（A
nm
.４７

）,S.１５６
.

B
ertel／Schw

eighofer,a.a.O
.

（A
nm
.４８

）,S.４６

は
、
ａ
事

故
の
相
当
の
蓋
然
性
と
ｂ
際
立
っ
た
注
意
義
務
違
反
を
挙
げ
る

が
、
内
容
的
に
は
こ
の
基
準
の
言
い
換
え
で
あ
る
。

（
５２
）

B
urgstaller,

a.a.O
.

（A
nm
.４７

）,S.２０４
;
B
urgstaller,

W
K
,§
８８
R
z.２０

.

（
５３
）

B
urgstaller,

a.a.O
.

（A
nm
.４７

）,
S.２０４

f.
V
gl.

B
urgstaller,

W
K
,
§
８８
R
z.２１

ff.
B
ertel／Schw

eighofer,

a.a.O
.

（A
nm
.４８

）,
S.４６

;
K
ienapfel／Schroll,

a.a.O
.

（A
nm
.４７

）,S.１５６

も
同
旨
。

（
５４
）

B
urgstaller,a.a.O

.

（A
nm
.４７

）,S.２０５
.

（
５５
）

B
urgstaller,W

K
,§
８８
R
z.２３

f.

（
５６
）

病
気
、
深
刻
な
家
庭
問
題
、
極
度
の
過
重
労
働
を
例
と
し
て

挙
げ
る
。

（
５７
）

B
urgstaller,W

K
,§
８８
R
z.２５

.
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（
５８
）

後
掲
第
三
章
第
三
節
二
（
二
）
参
照
。

（
５９
）

な
お
、§

８１
A
bs.１

Z３

及
びA

bs.２

は
、StR

Ä
G
２００１

（
二
〇
〇
一
年
刑
法
改
正
法
、
二
〇
〇
二
年
一
月
一
日
施
行
）

に
よ
り
追
加
さ
れ
た
。
以
下
で
は
、
改
正
前
の
条
文
に
言
及
す

る
際
も
改
正
後
の
項
番
号
等
に
従
っ
て
表
記
を
統
一
す
る
。

（
６０
）

O
G
H
SSt,３５

／４６
.
K
ienapfel,

Z
ur
A
uslegung

des
§

８１
Z１
StG
B
,Ö
JZ
１９７７

,S.６５５
ff.

は
、
こ
れ
を
公
共
の
危
険

を
前
提
と
し
て
い
た
と
評
価
す
る
。

（
６１
）

O
G
H
SSt
４８

／２４
.

身
体
検
査
を
行
お
う
と
し
た
警
察
官
に

対
し
、
装
填
済
み
で
安
全
装
置
の
外
さ
れ
た
拳
銃
を
突
き
つ
け

て
、
脅
迫
、
連
行
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
も
み
合
い
に
な
り
、

そ
の
中
で
発
砲
が
な
さ
れ
、
警
察
官
に
傷
害
を
負
わ
せ
た
と
い

う
事
案
で
あ
る
。
一
審
は
、
こ
の
警
察
官
以
外
の
者
に
対
す
る

危
険
を
認
定
し
て
い
た
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
最
高
裁
は
、
特
に

危
険
な
状
況
の
認
め
る
た
め
に
は
、
そ
の
よ
う
な
多
数
に
対
す

る
危
険
は
不
要
で
あ
る
と
し
た
。

（
６２
）

V
gl.
B
ertel／Schw

eighofer,
a.a.O

（A
nm
.４８

）,S.２０
;

B
urgstaller,

W
K
,２
.
A
ufl.,３９

.
L
fg.,２００２

,
§
８１
R
z.１０

;

F
abrizy,StG

B
,２０１０

,§
８１
R
z.２
;K
ienapfel／Schroll,a.a.

O

（A
nm
.４７

）,S.７５
,
T
ipold,

B
irklbauer／H

ilf／T
ipold,

Strafrecht
B
esonderer

T
eil
I,２０１１

,S.５６
.

（
６３
）

B
ertel／Schw

eighofer,
a.a.O

.

（A
nm
.４８

）,
S.２２

;

B
urgstaller,W

K
,§
８１
R
z.８
f;F
abrizy,StG

B
,§
８１
R
z.

２
und

２
b;
K
ienapfel,

a.a.O
.

（A
nm
.６０

）,
S
.６５６

;

K
ienapfel／Schroll,

a.a.O
.

（A
nm
.４７

）,S.７５
;
Steininger,

“Besonders
gefähriche

V
erhältnisse

”

（§
８１

Z１

StG
B

）und

“fahrlässige
G
em
eingefährdung

”,
P
allin-

F
S,１９８９

,
S.４３５

ff.

反
対
、B

urgstaller,
W
K
,１
.
A
ufl.,９

.

L
fg.,１９８１

,§
８１
R
z.７
ff.

（
６４
）

B
urgstaller,W

K
,§
８１
R
z.１２

.

（
６５
）

K
ienapfel,

a.a.O
.

（A
nm
.６０

）,S.６５７
.
V
gl.
K
ienapfel／

Schroll,a.a.O
.

（A
nm
.４７

）,S.７６
f.

（
６６
）

Steininger,
a.a.O

.

（A
nm
.６３

）,S.４４１
.
V
gl.
B
urgs-

taller,W
K
,§
８１
R
z.１８

.

（
６７
）

K
ienapfel,

a.a.O
.

（A
nm
.６０

）,S.６５７
.
V
gl.
K
ienapfel／

Schroll,a.a.O
.

（A
nm
.４７

）,S.７５
f.

（
６８
）

K
ienapfel,a.a.O

.

（A
nm
.６０

）,S.６５７
.

（
６９
）

B
urgstaller,W

K
,§
８１
R
z.２２

.

（
７０
）

V
gl.B

ertel／Schw
eighofer,a.a.O

.

（A
nm
.４８

）,S.２２
.

（
７１
）

B
urgstaller,W

K
,§
８１
R
z.２３

.

（
７２
）

キ
ー
ナ
プ
フ
ェ
ル
も
明
確
性
原
則
に
対
す
る
問
題
や
実
務
に

よ
る
モ
ザ
イ
ク
理
論
の
拡
大
の
虞
れ
を
指
摘
し
て
い
る

（K
ienapfel,

a.a.O
.

（A
nm
.６０

）,S.６５７
.
V
gl.
K
ienapfel／

Schroll,
a.a.O

.

（A
nm
.４７

）,S.７５
f.

）。
な
お
、
本
章
第
一
節

の
ヴ
ェ
ク
シ
ャ
イ
ダ
ー
に
対
す
る
批
判
も
参
照
。

（
７３
）

後
掲
第
四
章
第
三
節
二
（
三
）
参
照
。

（
７４
）

中
野
次
雄
『
逐
条
改
正
刑
法
の
研
究
』（
良
書
普
及
会
、
一

九
四
八
）
一
五
八
頁
。
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（
７５
）

中
野
・
前
掲
注
（
７４
）
一
五
八
頁
。

（
７６
）

広
島
高
判
昭
和
二
八
年
六
月
一
五
日
高
裁
刑
事
判
決
特
報
三

一
号
一
七
頁
。

（
７７
）

平
野
潔
「『
重
大
な
過
失
』
に
つ
い
て
（
１
）」
弘
前
大
学
人

文
社
会
論
叢

社
会
科
学
篇
二
一
号
（
二
〇
〇
九
）
一
八
二
頁
。

（
７８
）

伊
予
三
島
簡
判
昭
和
三
八
年
一
二
月
五
日
刑
集
一
九
巻
三
号

一
七
一
頁
。

（
７９
）

高
松
高
判
昭
和
三
九
年
七
月
二
〇
日
刑
集
一
九
巻
三
号
一
七

五
頁
。

（
８０
）

瀧
川
幸
辰
『
刑
法
各
論
』（
世
界
思
想
社
、
増
補
版
、
一
九

六
八
）〔『
瀧
川
幸
辰
刑
法
著
作
集
第
二
巻
』（
世
界
思
想
社
、

一
九
八
一
）
所
収
、
二
七
六
頁
〕。

（
８１
）

小
野
清
一
郎
『
新
訂
刑
法
講
義
総
論
』（
有
斐
閣
、
増
補
版
、

一
九
五
〇
）
一
七
五
頁
。

（
８２
）

小
野
・
前
掲
注
（
８１
）
一
七
五
頁
。

（
８３
）

内
藤
謙
『
刑
法
講
義
総
論
（
下
）
�
』（
有
斐
閣
、
一
九
九

一
）
一
一
五
九
頁
以
下
、
伊
東
研
祐
『
現
代
社
会
と
刑
法
各

論
』（
成
文
堂
、
第
二
版
、
二
〇
〇
二
）
八
六
頁
参
照
。

（
８４
）

団
藤
重
光
編
『
注
釈
刑
法

第
二
巻
�

総
則
（
３
）』（
有

斐
閣
、
一
九
六
九
）
三
九
四
頁
以
下
﹇
福
田
平
﹈。

（
８５
）

中
野
・
前
掲
注
（
７４
）
一
五
八
頁
以
下
。
な
お
、
同
『
刑
法

総
論
概
要
』（
成
文
堂
、
第
三
版
補
訂
版
、
一
九
九
七
）
一
二

七
頁
も
参
照
。

（
８６
）

こ
の
言
い
換
え
と
同
様
の
定
義
と
す
る
も
の
と
し
て
大
塚
仁

『
刑
法
総
論
』（
有
斐
閣
、
第
四
版
、
二
〇
〇
八
）
二
一
八
頁
、

佐
久
間
修
『
刑
法
各
論
』（
成
文
堂
、
二
〇
〇
七
）
七
五
頁
、

�
葛
原
力
三
ほ
か
『
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
刑
法
総
論
』（
有
斐
閣
、

二
〇
〇
九
）
一
〇
八
頁
。
さ
ら
に
、
山
中
敬
一
『
刑
法
各
論
』

（
成
文
堂
、
第
二
版
、
二
〇
〇
九
）
七
七
頁
以
下
は
、
同
様
の

定
義
を
し
た
上
で
、
実
際
上
は
、
業
務
者
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、

業
務
上
過
失
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
過
失
が
重
大
な
過
失
で
あ
る

と
い
っ
て
よ
い
と
す
る
。

（
８７
）

こ
の
限
度
で
、
須
之
内
克
彦
『
刑
法
概
説
各
論
』（
成
文
堂
、

二
〇
一
一
）
三
五
頁
以
下
が
、
き
わ
め
て
わ
ず
か
な
注
意
を
払

う
こ
と
に
よ
っ
て
事
実
を
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
、
ま
た

は
著
し
い
注
意
義
務
違
反
の
た
め
に
、
当
然
予
見
す
べ
き
で

あ
っ
た
の
に
こ
れ
を
予
見
し
な
か
っ
た
場
合
の
二
類
型
を
挙
げ

る
の
は
、
妥
当
で
あ
る
。

（
８８
）

平
野
龍
一
『
刑
法
概
説
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七

七
）
八
四
頁
。

（
８９
）

平
野
・
前
掲
注
（
８８
）
八
九
頁
。
同
旨
、
小
暮
得
雄
他
編

『
刑
法
講
義
各
論
―
現
代
型
犯
罪
の
体
系
的
位
置
づ
け
』（
有

斐
閣
、
一
九
八
五
）
五
三
頁
﹇
町
野
朔
﹈。

（
９０
）

団
藤
重
光
『
刑
法
綱
要
総
論
』（
創
文
社
、
第
三
版
、
一
九

九
〇
）
三
四
六
頁
。
結
論
同
旨
、
川
端
博
『
刑
法
各
論
講
義
』

（
成
文
堂
、
第
二
版
、
二
〇
一
〇
）
一
〇
八
頁
、
曽
根
威
彦

『
刑
法
各
論
』（
弘
文
堂
、
第
四
版
、
二
〇
〇
八
）
三
四
頁
、

松
宮
孝
明
『
刑
法
総
論
講
義
』（
成
文
堂
、
第
四
版
、
二
〇
〇

《リサーチペーパー》
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九
）
二
二
八
頁
。
中
山
研
一
『
刑
法
各
論
』（
成
文
堂
、
一
九

八
四
）
七
二
頁
以
下
は
、
瀧
川
説
が
と
り
え
な
い
と
す
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
規
範
的
な
定
義
し
か
と
り
え
な
い
と
す
る
。
さ
ら

に
、
こ
れ
に
行
為
の
危
険
性
を
要
求
す
る
見
解
に
も
言
及
す
る

が
、
賛
否
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

（
９１
）

内
藤
・
前
掲
注
（
８３
）
一
一
五
九
頁
以
下
。
同
旨
、
町
野
朔

『
刑
法
総
論
講
義
案
�
』（
信
山
社
、
第
二
版
、
一
九
九
五
）

二
六
五
頁
以
下
、
堀
内
捷
三
『
刑
法
総
論
』（
有
斐
閣
、
第
二

版
、
二
〇
〇
四
）
一
三
六
頁
以
下
。

（
９２
）

藤
木
英
雄
『
刑
法
講
義
総
論
』（
弘
文
堂
、
一
九
七
六
）
二

五
三
頁
。
同
旨
、
伊
東
・
前
掲
注
（
８３
）
八
六
頁
、
高
木
典
雄

「
自
動
車
に
よ
る
業
務
上
（
重
）
過
失
致
死
傷
事
件
に
お
け
る

過
失
の
認
定
に
つ
い
て
」
司
法
研
究
報
告
書
二
一
輯
二
号
（
法

曹
会
、
一
九
七
〇
）
二
六
頁
。

（
９３
）

第
二
章
第
一
節
二
参
照
。

（
９４
）

大
谷
實
『
刑
法
講
義
各
論
』（
成
文
堂
、
新
版
第
三
版
、
二

〇
〇
九
）、
但
し
、
故
意
に
近
い
無
謀
な
場
合
も
挙
げ
る
。
高

橋
則
夫
『
刑
法
総
論
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
〇
）
二
一
六
頁
は
、

予
見
可
能
性
を
予
見
義
務
と
す
る
こ
と
は
認
め
な
い
（
高
橋
・

前
掲
二
〇
六
頁
以
下
）
が
、
予
見
可
能
性
の
程
度
を
問
題
し
て

い
る
の
で
、
こ
こ
に
分
類
す
る
。
中
森
喜
彦
『
刑
法
各
論
』

（
有
斐
閣
、
第
三
版
、
二
〇
一
一
）
二
八
頁
も
同
旨
か
。

（
９５
）

内
田
文
昭
『
刑
法
各
論
』（
青
林
書
院
、
第
三
版
、
一
九
九

七
）
六
三
頁
以
下
。
な
お
、
内
田
自
身
は
、
違
法
性
に
つ
き
大

塚
、
責
任
に
つ
き
団
藤
を
引
用
す
る
が
、
結
果
予
見
義
務
の
み

で
な
く
結
果
回
避
義
務
を
重
視
し
て
い
る
と
言
え
る
。

（
９６
）

山
口
厚
『
刑
法
各
論
』（
有
斐
閣
、
第
二
版
、
二
〇
一
〇
）

六
六
頁
。

（
９７
）

西
田
典
之
『
刑
法
各
論
』（
弘
文
堂
、
第
五
版
、
二
〇
一

〇
）
六
一
頁
。

（
９８
）

西
田
典
之
『
刑
法
総
論
』（
弘
文
堂
、
第
二
版
、
二
〇
一

〇
）
二
六
一
頁
。

（
９９
）

団
藤
重
光
編
『
注
釈
刑
法

第
五
巻

各
則
（
３
）』（
有
斐

閣
、
一
九
六
五
）
一
七
八
頁
以
下
﹇
藤
木
英
雄
﹈。

（
１００
）

齊
藤
信
治
『
刑
法
総
論
』（
有
斐
閣
、
第
六
版
、
二
〇
〇

八
）
一
四
五
頁
以
下
。
な
お
、「
注
意
義
務
違
反
の
程
度
の
と

く
に
大
き
い
こ
と
」
は
、
内
藤
説
と
同
様
の
理
解
を
採
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

（
１０１
）

須
々
木
主
一
「
重
過
失
―
刑
事
政
策
学
よ
り
見
た
刑
法
学
の

限
界
序
説
―
」
日
沖
還
暦
『
過
失
犯
（
２
）
具
体
的
問
題
』
四

二
〇
頁
以
下
。

（
１０２
）

西
原
春
夫
『
刑
法
各
論
』（
成
文
堂
、
一
九
七
七
）
一
八
七

頁
。

（
１０３
）

内
田
・
前
掲
注
（
９５
）
六
三
頁
以
下
。

（
１０４
）

須
々
木
・
前
掲
注
（
１０１
）
四
二
五
頁
以
下
。

（
１０５
）

同
旨
、
須
々
木
・
前
掲
注
（
１０１
）
四
一
九
頁
以
下
。
須
々
木

は
さ
ら
に
、
既
に
結
果
の
重
大
性
は
、
通
常
の
過
失
に
お
い
て

構
成
要
件
的
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
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（
１０６
）

V
gl.W

egscheider,a.a.O
.

（A
nm
.２１

）,S.６５４
.

（
１０７
）

中
野
・
前
掲
注
（
７４
）
一
五
八
頁
以
下
。

（
１０８
）

中
野
説
の
「
意
志
」
と
い
う
文
言
に
は
、
心
理
学
的
色
彩
が

付
着
し
て
い
る
た
め
、「
意
思
」
と
い
う
文
言
を
用
い
る
。
た

だ
し
、
法
律
用
語
と
し
て
厳
密
な
意
味
で
用
い
る
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
一
般
用
語
と
し
て
の
「
意
志
」
に
近
い
意
味
も
含
ん
で

い
る
。

（
１０９
）

V
gl.T

enckhoff,a.a.O
.

（A
nm
.１６

）,S.９０５
f.

（
１１０
）

V
gl.W

egscheider,a.a.O
.

（A
nm
.２１

）,S.６４９
.

（
１１１
）

第
二
章
第
三
節
三
（
二
）
参
照
。

（
１１２
）

第
二
章
第
四
節
一
（
三
）
参
照
。

（
１１３
）

二
〇
九
条
二
項
が
親
告
罪
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
明

治
四
〇
年
改
正
政
府
提
出
案
理
由
書
は
、「
実
際
ノ
必
要
ニ
基

ツ
キ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
職
権
ニ
依
リ
之
ヲ
処
断
ス
ル
価
値
ナ
キ

ニ
因
ル
」
と
し
て
い
る
（
倉
富
勇
三
郎
他
監
修
・
松
尾
浩
也
増

補
解
題
『
刑
法
沿
革
綜
覧
』（
信
山
社
、
一
九
九
〇
）
二
二
〇

一
頁
以
下
）。
実
際
の
必
要
が
何
を
指
す
の
か
は
、
よ
く
分
か

ら
な
い
。
さ
し
あ
た
り
、
前
田
雅
英
ほ
か
編
『
条
解
刑
法
』

（
弘
文
堂
、
第
二
版
、
二
〇
〇
七
）
五
七
三
頁
は
、
二
〇
九
条

二
項
が
告
訴
を
要
求
し
て
い
る
理
由
を
違
法
性
の
軽
微
さ
と
民

事
上
の
損
害
賠
償
で
足
り
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
し
て

い
る
。
そ
う
す
る
と
、
逆
に
、
死
亡
の
場
合
は
、
結
果
が
重
大

で
あ
る
た
め
に
非
親
告
罪
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
１１４
）

V
gl.Stree／Sternberg-L

ieben,Sch／Sch,§
２３０

R
n.５
.

（
１１５
）

東
京
高
判
昭
和
二
九
年
四
月
一
三
日
刑
集
一
二
巻
六
号
一
〇

九
九
頁
。

（
１１６
）

三
井
明
「
判
解
」
最
判
解
昭
和
三
三
年
度
二
四
九
頁
。

（
１１７
）

本
章
第
二
節
七
参
照
。

（
１１８
）

平
野
・
前
掲
注
（
８８
）
八
九
頁
。
同
旨
、
大
塚
・
前
掲
注

（
８６
）
二
一
七
頁
以
下
（
同
『
自
動
車
事
故
と
業
務
上
過
失
責

任
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
六
四
）
で
は
、
個
別
的
な
予
見
の

容
易
性
の
み
な
ら
ず
、
業
務
者
一
般
の
行
為
と
し
て
、
一
般
的

・
客
観
的
に
違
反
の
程
度
が
違
法
性
も
重
く
、
責
任
及
び
違
法

性
の
両
面
で
加
重
さ
れ
る
と
解
し
て
い
る
）、
小
暮
他
・
前
掲

注
（
８９
）
五
四
頁
﹇
町
野
﹈、
佐
久
間
・
前
掲
注
（
８６
）
七
三

頁
、
内
藤
・
前
掲
注
（
８３
）
一
一
六
五
頁
以
下
、
町
野
・
前
掲

注
（
９１
）
二
六
七
頁
以
下
。
瀧
川
・
前
掲
注
（
８０
）〔
著
作
集

第
二
巻
・
二
七
七
頁
〕
も
こ
の
趣
旨
か
。
な
お
、
堀
内
・
前
掲

注
（
９１
）
一
三
七
頁
は
、
同
様
に
予
見
の
容
易
性
を
言
う
が
、

軽
過
失
で
あ
っ
て
も
、
重
い
責
任
が
擬
制
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。

前
田
雅
英
『
刑
法
各
論
講
義
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
第
四
版
、

二
〇
〇
七
）
六
一
頁
以
下
も
こ
の
趣
旨
か
。

（
１１９
）

福
田
平
『
全
訂
刑
法
総
論
』（
有
斐
閣
、
第
五
版
、
二
〇
一

一
）
一
三
六
頁
以
下
。

（
１２０
）

中
野
・
前
掲
注
（
８５
）
一
二
八
頁
、
西
田
・
前
掲
注
（
９７
）

六
一
頁
以
下
、
宮
本
英
脩
『
刑
法
大
綱
』（
弘
文
堂
書
房
、
第

四
版
、
一
九
三
五
）
二
九
一
頁
以
下
、
同
『
刑
法
学
粋
』（
弘

文
堂
書
房
、
第
五
版
、
一
九
三
五
）、
山
中
・
前
掲
注
（
８６
）

《リサーチペーパー》
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七
六
頁
。

（
１２１
）

斎
藤
・
前
掲
注
（
１００
）
一
四
〇
頁
。

（
１２２
）

内
田
・
前
掲
注
（
９５
）
五
九
頁
以
下
、
六
三
頁
以
下
。

（
１２３
）

同
旨
、
川
本
哲
郎
「
刑
法
に
お
け
る
業
務
概
念
」
同
法
三
七

巻
一
・
二
号
一
四
二
頁
。

（
１２４
）

宮
本
・
前
掲
注
（
１２０
）
大
綱
二
九
二
頁
、
同
・
学
粋
、
五
五

六
頁
。
船
山
泰
範
『
刑
法
の
役
割
と
過
失
犯
論
』（
北
樹
出
版
、

二
〇
〇
七
）
一
〇
七
頁
も
同
旨
か
。

（
１２５
）

大
塚
・
前
掲
注
（
８６
）
二
一
七
頁
、
団
藤
・
前
掲
注
（
９０
）

三
四
五
頁
以
下
、
内
藤
・
前
掲
注
（
８３
）
一
一
六
四
頁
以
下
。

（
１２６
）

宮
本
・
前
掲
注
（
１２０
）
学
粋
五
五
四
頁
。

（
１２７
）

内
藤
・
前
掲
注
（
８３
）
一
一
六
五
頁
。

（
１２８
）

大
塚
・
前
掲
注
（
８６
）
二
一
七
頁
、
曽
根
威
彦
『
刑
法
の
重

要
問
題
〔
各
論
〕』（
成
文
堂
、
第
二
版
、
二
〇
〇
六
）
五
四
頁
。

（
１２９
）

小
林
憲
太
郎
「
重
要
条
文
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
法

８

業

務
上
過
失
致
死
傷
（
二
一
一
条
）」
法
教
二
六
一
号
（
二
〇
〇

二
）
三
二
頁
以
下
、
伊
藤
渉
他
『
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
刑
法
総
論
』

（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
五
）
一
二
七
頁
﹇
小
林
憲
太
郎
﹈。
川
端

・
前
掲
注
（
９０
）
九
七
頁
、
深
町
晋
也
「
判
批
」
刑
法
判
例
百

選
�
（
第
五
版
、
二
〇
〇
三
）
一
二
一
頁
も
同
旨
か
。

（
１３０
）

林
幹
人
『
刑
法
各
論
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
第
二
版
、
二

〇
〇
七
）
六
七
頁
以
下
。

（
１３１
）

西
原
・
前
掲
注
（
１０２
）
一
八
六
頁
、
同
『
刑
法
総
論
上
巻
』

（
成
文
堂
、
改
訂
版
、
一
九
九
八
）
二
一
二
頁
、
高
橋
・
前
掲

注
（
９４
）
二
一
五
頁
。

（
１３２
）

川
端
・
前
掲
注
（
９０
）
九
六
頁
以
下
。

（
１３３
）

柏
井
康
夫
「
業
務
上
過
失
に
お
け
る
業
務
性
」
ジ
ュ
リ
三
三

五
号
（
一
九
六
六
）
五
七
頁
以
下
。

（
１３４
）

柏
井
・
前
掲
注
（
１３３
）
五
八
頁
以
下
。
な
お
、
業
務
上
重
過

失
は
、
違
法
及
び
責
任
が
加
重
さ
れ
る
と
す
る
。

（
１３５
）

曽
根
・
前
掲
注
（
１２８
）
五
六
頁
以
下
。

（
１３６
）

山
中
・
前
掲
注
（
８６
）
七
七
頁
。
な
お
、
同
『
刑
法
総
論
』

（
成
文
堂
、
第
二
版
、
二
〇
〇
八
）
六
四
一
頁
も
参
照
。

（
１３７
）

大
場
茂
馬
『
刑
法
各
論
上
巻
』（
中
央
大
学
、
第
六
版
、
一

九
一
三
）
一
四
四
頁
以
下
。

（
１３８
）

大
場
・
前
掲
注
（
１３７
）
一
四
九
頁
。

（
１３９
）

小
野
・
前
掲
注
（
８１
）
一
七
五
頁
以
下
。

（
１４０
）

団
藤
・
前
掲
注
（
９０
）
三
四
五
頁
以
下
。
中
義
勝
『
刑
法
各

論
』（
有
斐
閣
、
一
九
七
五
）
四
九
頁
以
下
も
同
旨
か
。
妥
当

性
は
別
論
と
し
て
、
現
行
法
の
解
釈
論
と
し
て
、
支
持
す
る
も

の
と
し
て
西
田
・
前
掲
注
（
９７
）
六
一
頁
以
下
。

（
１４１
）

団
藤
・
前
掲
注
（
９０
）
三
四
五
頁
以
下
。

（
１４２
）

大
塚
・
前
掲
注
（
８６
）
二
一
七
頁
、
同
・
前
掲
注
（
１１８
）
二

四
頁
以
下
、
曽
根
・
前
掲
注
（
１２８
）
五
四
頁
以
下
、
瀧
川
・
前

掲
注
（
８０
）〔
著
作
集
第
二
巻
・
二
七
七
頁
〕、
内
藤
・
前
掲
注

（
８３
）
一
一
六
三
頁
以
下
、
中
野
・
前
掲
注
（
８５
）
一
二
八
頁
、

中
森
・
前
掲
注
（
９４
）
二
七
頁
、
堀
内
・
前
掲
注
（
９１
）
一
三

七
頁
、
宮
本
・
前
掲
注
（
１２０
）
大
綱
五
五
四
頁
以
下
。
な
お
、
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北
川
佳
世
子
「
業
務
上
過
失
の
意
義
」
刑
法
の
争
点
（
有
斐
閣
、

二
〇
〇
七
）
一
四
五
頁
は
、
こ
れ
を
法
の
下
の
平
等
の
見
地
か

ら
も
説
明
す
る
が
、
同
じ
も
の
を
同
じ
に
、
違
う
も
の
を
違
っ

て
扱
う
こ
と
は
、
法
の
下
の
平
等
に
反
し
な
い
か
ら
、
業
務
者

と
い
う
地
位
は
、
一
般
人
と
は
異
な
る
地
位
に
あ
る
と
い
う
理

解
を
前
提
と
す
る
義
務
加
重
説
に
対
す
る
妥
当
な
批
判
で
は
な

く
、
む
し
ろ
、
責
任
主
義
か
ら
説
明
す
べ
き
で
あ
る
。

（
１４３
）

植
松
正
『
再
訂
刑
法
概
論
�
総
論
』（
勁
草
書
房
、
一
九
七

四
）
三
〇
八
頁
。
同
旨
、
川
本
・
前
掲
注
（
１２３
）
一
四
二
頁
。

（
１４４
）

内
藤
・
前
掲
注
（
８３
）
一
一
六
三
頁
。

（
１４５
）

山
口
・
前
掲
注
（
９６
）
六
七
頁
。

（
１４６
）

山
口
・
前
掲
注
（
９６
）
六
七
頁
。

（
１４７
）

植
松
正
（
日
高
義
博
補
訂
）『
新
刑
法
教
室
�
各
論
』（
信
山

社
、
二
〇
〇
一
）
二
二
六
頁
、
同
・
前
掲
注
（
１４３
）
三
〇
八
頁
。

同
旨
、
川
本
・
前
掲
注
（
１２３
）
一
四
二
頁
。
中
森
・
前
掲
注

（
９４
）
二
七
頁
が
行
為
の
一
般
的
危
険
に
基
づ
く
政
策
的
側
面

が
あ
る
と
す
る
の
も
こ
の
趣
旨
か
。
も
っ
と
も
中
森
は
、
こ
の

よ
う
な
政
策
的
加
重
規
定
を
置
く
必
要
性
に
つ
い
て
は
疑
問
と

す
る
。

（
１４８
）

中
野
・
前
掲
注
（
８５
）
一
二
七
頁
。

（
１４９
）

町
野
・
前
掲
注
（
９１
）
二
六
八
頁
以
下
。
同
旨
、
前
田
・
前

掲
注
（
１１８
）
六
二
頁
。

（
１５０
）

斎
藤
・
前
掲
注
（
１００
）
一
四
一
頁
。

（
１５１
）

曽
根
・
前
掲
注
（
１２８
）
五
五
頁
、
内
藤
・
前
掲
注
（
８３
）
一

一
六
四
頁
。
大
塚
・
前
掲
注
（
８６
）
二
一
七
頁
は
、
制
度
の
法

律
的
意
味
の
考
慮
に
不
足
す
る
も
の
が
あ
ろ
う
と
す
る
。

（
１５２
）

大
場
・
前
掲
注
（
１３７
）
一
四
五
頁
以
下
。

（
１５３
）

宮
本
・
前
掲
注
（
１２０
）
大
綱
二
九
一
頁
、
同
・
学
粋
五
五
四

頁
。

（
１５４
）

中
野
・
前
掲
注
（
８５
）
一
二
七
頁
。

（
１５５
）

V
gl.K

ienapfel,a.a.O
.

（A
nm
.６０

）,S.６５６
.

（
１５６
）

こ
の
点
に
関
し
て
、
橋
本
正
博
教
授
、
本
庄
武
准
教
授
の
指

摘
が
契
機
と
な
っ
た
。

（
１５７
）

前
掲
・
最
判
昭
和
三
二
年
三
月
二
六
日
。
た
だ
し
、
前
掲
・

最
判
昭
和
三
三
年
四
月
一
八
日
は
、
業
務
は
「
行
為
」
で
あ
る

と
す
る
。
内
田
・
前
掲
注
（
９５
）
五
九
頁
、
川
端
・
前
掲
注

（
９０
）
九
七
頁
、
川
本
・
前
掲
注
（
１２３
）
一
四
三
頁
、
佐
久
間

・
前
掲
注
（
８６
）
七
三
頁
、
団
藤
・
前
掲
注
（
９０
）
三
四
五
頁
、

中
・
前
掲
注
（
１４０
）
四
八
頁
、
中
山
・
前
掲
注
（
９０
）
七
〇
頁
、

宮
本
・
前
掲
注
（
１２０
）
学
粋
五
五
四
頁
。

（
１５８
）

明
ら
か
に
こ
の
意
図
が
伺
え
る
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
、
瀧

川
・
前
掲
注
（
８０
）〔
著
作
集
第
二
巻
・
二
七
七
頁
〕。

（
１５９
）

同
じ
く
、
例
え
ば
、
団
藤
・
前
掲
注
（
９０
）
三
四
五
頁
以
下
。

（
１６０
）

条
解
・
前
掲
注
（
１１３
）
五
七
五
頁
も
行
為
者
の
属
性
よ
り
も

行
為
の
危
険
性
に
よ
り
類
型
的
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。

ま
た
、
酒
井
安
行
「
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
に
お
け
る
業
務
概

念
に
つ
い
て
の
管
見
」
岡
野
古
稀
『
交
通
刑
事
法
の
現
代
的
課

題
』（
成
文
堂
、
二
〇
〇
七
）
三
三
九
頁
以
下
は
、
過
失
行
為
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の
類
型
で
あ
る
こ
と
に
重
点
を
置
く
べ
き
と
す
る
が
、
行
為
者

要
素
と
行
為
要
素
の
複
合
概
念
で
あ
る
と
す
る
。

（
１６１
）

団
藤
重
光
『
刑
法
要
綱
各
論
』（
創
文
社
、
第
三
版
、
一
九

九
〇
）
四
三
三
頁
以
下
。

（
１６２
）

山
口
・
前
掲
注
（
９６
）
六
九
頁
。

（
１６３
）

V
gl.Steininger,a.a.O

.

（A
nm
.６３

）,S.４４１
,B
urgstaller,

W
K
,§
８１
,R
z.１８

.

（
１６４
）

団
藤
・
前
掲
注
（
１６１
）
四
三
三
頁
以
下
、
中
・
前
掲
注

（
１４０
）
四
八
頁
。
な
お
、
柏
井
・
前
掲
注
（
１３３
）
六
〇
頁
も
参
照
。

（
１６５
）

小
暮
他
・
前
掲
注
（
８９
）
五
四
頁
以
下
﹇
町
野
﹈、
須
之
内

・
前
掲
注
（
８７
）
三
四
頁
、
内
藤
・
前
掲
注
（
８３
）
一
一
六
八

頁
、
中
森
・
前
掲
注
（
９４
）
二
七
頁
以
下
、
西
田
・
前
掲
注

（
９７
）
六
二
頁
、
前
田
・
前
掲
注
（
１１８
）
六
三
頁
以
下
、
町
野

・
前
掲
注
（
９１
）
二
七
〇
頁
以
下
、
山
口
・
前
掲
注
（
９６
）
六

八
頁
、
山
中
・
前
掲
注
（
８６
）
七
六
頁
以
下
。
こ
の
う
ち
、
内

藤
は
、
不
要
説
の
論
者
が
業
務
上
過
失
に
お
い
て
は
、
行
為
者

の
具
体
的
能
力
を
顧
慮
し
な
い
こ
と
と
結
び
つ
く
こ
と
で
、
さ

ら
に
問
題
性
が
大
き
く
な
る
こ
と
も
指
摘
す
る
。

（
１６６
）

前
節
七
参
照
。
大
場
・
前
掲
注
（
１３７
）
一
四
五
頁
以
下
、
中

野
・
前
掲
注
（
８５
）
一
二
七
頁
、
宮
本
前
掲
注
（
１２０
）
大
綱
二

九
一
頁
、
同
・
学
粋
五
五
四
頁
参
照
。

（
１６７
）

こ
の
点
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
小
林
・
前
掲
注
（
１２９
）

三
二
頁
。

（
１６８
）

川
端
・
前
掲
注
（
９０
）
九
九
頁
、
瀧
川
・
前
掲
注
（
８０
）

〔
著
作
集
第
二
巻
・
二
七
六
頁
〕、
西
田
・
前
掲
注
（
９７
）
六

二
頁
以
下
、
山
中
・
前
掲
注
（
８６
）
七
七
頁
。

（
１６９
）

川
本
・
前
掲
注
（
１２３
）
一
四
八
頁
以
下
、
内
藤
・
前
掲
注

（
８３
）
一
一
七
一
頁
、
林
・
前
掲
注
（
１３０
）
六
八
頁
以
下
、
町

野
・
前
掲
注
（
９１
）
二
七
一
頁
。
曽
根
・
前
掲
注
（
１２８
）
五
八

頁
、
前
田
・
前
掲
注
（
１１８
）
六
三
頁
は
、
原
則
は
、
習
熟
に
よ

る
期
待
の
高
さ
か
ら
同
様
の
結
論
を
導
く
が
、
訓
練
や
免
許
制

度
の
あ
る
行
為
は
、
反
復
継
続
の
意
図
及
び
将
来
に
お
い
て
も

継
続
す
る
客
観
的
可
能
性
が
あ
れ
ば
足
り
る
と
す
る
。

（
１７０
）

条
解
・
前
掲
注
（
１１３
）
五
七
六
頁
。
伊
東
・
前
掲
注
（
８３
）

八
四
頁
以
下
。

（
１７１
）

伊
藤
他
・
前
掲
注
（
１２９
）
一
二
六
頁
以
下
﹇
小
林
﹈
参
照
。

（
１７２
）

酒
井
・
前
掲
注
（
１６０
）
三
三
八
頁
。
た
だ
し
、
違
法
加
重
と

す
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。

（
１７３
）

酒
井
・
前
掲
注
（
１６０
）
三
四
五
頁
以
下
も
、
判
例
・
学
説
の

危
険
性
に
つ
い
て
、
あ
る
か
な
い
か
の
二
元
的
に
判
断
す
る
傾

向
を
批
判
す
る
。
た
だ
し
、
酒
井
は
、
危
険
性
と
反
復
継
続
性

の
他
に
、
本
来
的
な
業
務
と
の
関
連
性
の
強
さ
等
も
考
慮
に
入

れ
る
。

（
１７４
）

こ
の
意
味
で
、
川
本
・
前
掲
注
（
１２３
）
一
四
一
頁
の
、「
反

覆
継
続
す
る
が
ゆ
え
に
危
険
」
と
解
す
る
と
、
反
復
継
続
の
実

績
が
必
要
で
あ
る
が
、
妥
当
な
解
決
が
図
れ
な
い
、
と
い
う
批

判
は
、
私
見
に
対
し
て
は
、
当
た
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
危
険

を
含
む
行
為
を
選
択
し
た
こ
と
が
責
任
を
高
め
る
の
で
あ
る
か
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ら
、
既
に
危
険
が
ど
の
程
度
生
じ
て
い
た
か
は
、
重
要
で
は
な

い
の
で
あ
る
。

（
１７５
）

仙
台
地
石
巻
支
判
昭
和
三
〇
年
八
月
四
日
刑
集
一
二
巻
一
三

号
二
九
九
一
頁
。

（
１７６
）

最
判
昭
和
三
三
年
九
月
一
〇
日
刑
集
一
二
巻
一
三
号
二
八
九

七
頁
。

《リサーチペーパー》
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